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			必勝ダンジョン運営方法⑦

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１６５掘　隔絶

			落とし穴25掘　新人さん歓迎会

			第１６６掘　動き出す者とどうでもいい者

			第１６７掘　今忙しいの

			第１６８掘　ゴブリンという生き物

			第１６９掘　開戦前日

			第１７０掘　70億対４００万

			第１７１掘　自ら出た理由

			第１７２掘　魔剣と姫

			第１７３掘　実験交渉

			第１７４掘　魔剣の秘密　序章

			第１７５掘　魔剣の秘密　中章

			第１７６掘　魔剣の秘密　終章？

			第１７７掘　ウィードの最近とこれから

			第１７８掘　ジルバ帝国の落日　序章

			落とし穴26掘　雪が降る季節になりました

			第１７９掘　ジルバ帝国の落日　王の章

			第１８０掘　ジルバ帝国の落日　魔剣使いの章

			第１８１掘　ジルバ帝国の落日　ゴブリンの章

			第１８２掘　ジルバ帝国の落日　意外な結果の章

			落とし穴27掘　寒い日の……

			落とし穴28掘　初クリスマス

			第１８３掘　ジルバ帝国の落日　餌を撒く章

			第１８４掘　ジルバ帝国の落日　計画の章

			落とし穴29掘　年末＆正月スペシャル

			落とし穴30掘　年末＆正月スペシャル　年越し前

			落とし穴31掘　年末＆正月スペシャル　結構忙しい年越し

			第１８５掘　ジルバ帝国の落日　馬鹿登場の章

			第１８６掘　ジルバ帝国の落日　暗躍（？）の章

			第１８７掘　ジルバ帝国の落日　終章

			第１８８掘　調べもの

			落とし穴32掘　新入りの日常

			第１８９掘　魔剣と聖剣を追って

			番外編　魔剣とアイス

		

	
		
			第１６５掘　隔絶

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、姫さんたちは脱走したし、村ともいったん決着がついた。

			　あとは防御陣を構築して、敵の大軍に備える準備をするだけだな。

			　亜人への呼びかけは、村長たちに任せよう。

			　まあ、本音を言えば戦力は整っているから亜人の協力はいらねーが。

			　ということで、今、一番やるべきことは、敵対勢力に当たるジルバ帝国の情報を得るためにも、元ジルバ帝国・風姫騎士隊所属のジェシカ・ワイドちゃんと仲良くすることだ。

			　情報は金より大事って言うしな。

			「さて、ジェシカ。君はこれからどうするつもりだ？」

			　とりあえず、彼女の意思を大事にしよう。

			　好感度アップへの第一歩、気遣いというやつだ。

			　敵国の人間とはいえ、大人しくしているあいだは大事な情報源でもあるし、別に俺たちがジェシカから被害を受けたわけでもない。

			　軍で攻められはしたが人的被害はなかったし、物資もほとんど減ってない。勝利後にスティーブたちを労ねぎらうために高級酒を出したぐらいだ。あとは、捕縛用に使った２５００人ぶん近くのロープと物資運搬の労力かね。ああ、治療費もか？

			　本来であれば無視できない消費なのだが、俺にはダンジョンのＤＰを使った物資補充方法があるため問題にならない。そのＤＰが枯こ渇かつするような事態は、よほどじゃない限りあり得ないから。ウィードの住人１万と３０００人強が俺たちを支えてくれる。

			「どう、とは？」

			「捕ほ虜りよとはいえ姫さんとの約束もある。逃げ出そうとしない限りは、変な命令をするつもりもない。ジェシカの意思を尊重する。ま、情報はできるだけ教えて欲しいが」

			「ジルバ帝国を攻める気ですか？」

			「いや、情報が欲しいのは、あくまで防衛のためだ。見ての通り、俺たちの数は少なすぎるし、状況を考えても自分たちから仕掛けるのは愚の骨頂だろ？」

			「その通りです。私の方は帝国には死亡したと報告されるので、ここから逃げ出すにしても他国へ行かなければいけません。でも、ジルバ帝国には今までお世話になっていますから、他国に降くだる理由もありません。なので私は姫様とのお約束通り、ユキを籠ろう絡らくするのと、ここの情報を集めることに専念させていただきます」

			「ふむ。堂々と間かん諜ちよう宣言か。それだと、あまり深いところは見せられないぞ？」

			「でしょうね。ですから、リーダーであるユキの籠絡に努めさせてもらいます。好きにしていいんですよ？　心配はいりません。暗殺なぞいたしません。ユキやリーア、そしてこの傭よう兵へい団を手に入れられるのなら、私が身を捨てて手に入れてもおつりがきます。望むのでしたら、ユキを心から愛してもみましょう」

			　うへぇ。生きつ粋すいの軍人と言うべきか、生真面目さんやな。

			　と、そこは置いておいて、指定保護をかければ彼女の保護になるし、首輪もつけられるし、俺たちの安全にもつながる。

			　この調子なら指定保護も受け入れそうだな。やってみるか？

			「そうだな……俺の指定保護を受けるなら、それなりの情報を見せてやってもいい。どうする？」

			「その指定保護とは、なんですか？」

			　やっぱり即座に頷くような相手じゃないか。

			「そうだな。詳しく説明すると凄すごく面倒なんだ。簡単に言えば奴ど隷れいの首輪があるだろう？　あれの簡易版みたいなものだ」

			「奴隷の首輪の簡易版？　何がどう簡易なのですか？」

			　とりあえず、指定保護の付加能力を教えていく。

			　おさらいのために――ダンジョン内では殺傷行為は無理、移動の制限、情報の口外制限、無論俺への攻撃も禁止、代わりに指定保護同士の遠距離連絡ができる……などなど。

			　ダンジョンに関係することは言っても意味が分からないだろうから、それ以外の説明をした。

			「ふむふむ、だいたい奴ど隷れいの首輪と差異はありませんね。違いがあるとすれば、ユキが温情によって行動制限を緩和してくれている点ですか」

			「まあ、そうだな。ただ、ある意味では奴隷の首輪より厳しい制限があるとも言えるぞ」

			　昔、エルジュは奴隷の首輪より軽いと言ったが、それは保護してもらえると考えるならな。

			　これを束縛だと考える人間にとっては、奴隷の首輪より厄やつ介かいな代物なのだ。

			「ですが、それを受け入れれば、ユキたち傭よう兵へい団の強さの秘密を教えてくれるのですよね？」

			「秘密ってわけでもないんだがな……」

			　とりあえず、手の内を見せても頭がパンクするだけだろうから、面倒なんですよ。

			　ジェシカはまだしも、姫さんに見せたり報告しても理解できないだろう。

			「その反応は、指定保護を受けるってことでいいか？」

			「はい、お願いします」

			　とまあ、あっさり指定保護を受け入れてくれた。

			　今までオリエルぐらいだよな、反発したのは。まあ立場の違いか。

			「ということで、これから俺たちの仲間（？）になるジェシカだ、よろしくしてやってくれ」

			「「「はーい」」」

			「うっす」

			　嫁たちは普通の反応だ。

			　スティーブは、ついこないだ戦った相手だからどこか気まずそう。

			　モーブたちは、頷いただけで特に興味もなし。この反応が一番、傭よう兵へい団っぽいかも……というか、モーブたちはわざと避けてるな。下手なことを口ばしらないように。

			「ジェシカさん、私はシェーラと申します。色々お話を聞かせてもらえれば嬉しいです」

			「ジェシカお姉ちゃん、私、アスリンって言います。よろしくお願いします」

			「わたひはフィーリアです!!」

			「ラビリスよ。……クスッ」

			　トーリたちと挨拶を交わした時と違って、シェーラたちの前では、心なしかジェシカの顔が硬い気がする。

			「あ、はい。よろしくお願いします」

			　やっぱり、何か硬いな？　子供が苦手か？

			　いったんアスリンたちを遠ざけて話してみるか。

			「アスリンたちは、ジェシカの歓迎会の準備だ。俺は彼女に案内と説明をしてくるから、今日のご飯はアスリンたちに任せる。今までの勉強の成果を見せてくれ」

			「「はい!!　頑張ります!!」」

			「分かりました。ごゆっくり」

			「ユキ、また面白い子を連れて来たわね」

			　そう言って、年少組は旅館に戻っていった。

			　その姿を見送るジェシカに話しかけようとすると……。

			「ユキ!!　なんで、傭よう兵へい団にあのような子供たちを連れているのですか!!」

			　え、なに怒ってるの？

			「戦いは私たち大人がするべきもので、未来を担う子供たちは、せめてその時が来るまで健すこやかに過ごすべきです!!　なぜ、このような戦場に連れて来たのですか!!」

			　あー、なるほど。本当に生真面目さんかい。

			「言ってることは分かるが、立ち寄っただけの村に放置するのも、それはそれでまずくないか？」

			「分かっています。が、ここは近いうちにもっと大きな戦いが起こります」

			「あれ、誤魔化せるんじゃなかったの？」

			「ユキも本当は分かって言っているでしょう？　ジルバ帝国だって一枚岩でないのです。姫様の失脚を狙っている奴らだっている」

			「だろうな。せいぜい時間稼ぎがいいところだと思っているよ」

			「だったら、なぜ!!　このような……」

			「心配するな。あの子たちが望んだことだし……」

			「そんなわけがありま……」

			　仕方ないので、ジェシカを黙らせるひと言を放つ。

			「聞いてなかったのか？　姫さんの本隊をつぶしたのは、俺とあのアスリンたちだぞ」

			「なっ!?」

			「最初から言ってるだろう？　姫さんたちは障害になりえない。敵対されると動きにくいから、穏便な措置を取っているだけだって」

			　そこで、リーアがジェシカの手を引っ張った。

			「……どこへ？」

			「知りたいんでしょう？　ユキさんが、私たちがなぜこのような常識を覆くつがえすような戦力を持っているのか？」

			「……ああ」

			「なら、ついて来てください。アスリンたちもご飯を作って待っています。冷めないうちに、案内してあげますね。いいんですよね、ユキさん？」

			「おう、久々にウィード見学と行きますか。あ、スティーブは防衛の方をぬかるなよ？」

			「へいへい、いってらっしゃいっす。あ、こっちに戻ってくるときに、スーパーラッツでチョコフレー○を買ってきてください」

			　あー、あれ食べるのか、お前。

			　そんな約束をしつつ、ジェシカを連れてダンジョンの中に向かった。

			「はい、ここがダンジョンの中にある街。私たちの大陸で一番発展していると言っても過言ではない、ウィードです」

			「……」

			　すでにジェシカは目が点になっており、リーアの言葉も耳に入っていないようだ。

			　説明がなるべく省けるかと思って庁舎に連れて来たのだが、庁舎は４階建ての現代ビルに近い外観だしな。周辺もコンクリートの道と現代風の民家、商店が広がっている。

			　ジェシカの思考がストップするのも当然か。

			「さてさて、これがパンフレットになります。えーと、まずは３ページを開いてください」

			「……」

			　リーアに促うながされるがまま、ジェシカは無言でページをめくっている。

			　うん、夢だとか喚わめきださないぶん、クラックやアルシュテールとかよりはマシだろう。

			「ウィードは見ての通り、他所とはかけ離れた、いや隔絶した環境です。この環境のおかげで、人口は常に増え続けています。パンフレットには総人口１万３０００人と書いてありますが、つい先日の住民票受理で１万７０００人を超えました」

			「え、ちょっと待て、なんでそんなに人口が増加してるんだ？」

			「え、ユキさん知らないんですか？　リリアーナさんが中心になって、魔王領の具合の悪い人や生活がキツイ人を、ダンジョンで迎え入れるようにしてるじゃないですか」

			　マジか!!

			　そこら辺は、セラリアとかエリスに任せっぱなしだからな。

			　お役所仕事とかメンドイし!!

			　たらいまわしの名所だよな、あそこ。いや、地球の日本のお役所の方な。

			「……あの遺跡の下に、こんな街が広がっていたのか……」

			「ん？」

			「あれ？」

			　ああ、ダンジョン自体の存在を知らないから、転移ゲートも知らないのか。

			　というか、そこからか……どう説明したものか……。

			「リーア、ウィードの紹介はいったん置いとけ。やっぱり事前説明がいる」

			「そうですね。庁舎の空き部屋を借りてきます」

			「なんですか？　ここは遺跡の地下ではないのですか？」

			「いや、合っているというか、間違っているというか……」

			　別の大陸ですって言って、信じられるのか？

			　やっべー、やっぱり極端に文明格差のある相手に物事を伝えるのは非常に難しい。

			「ユキさん、３階の会議室を借りてきましたよー」

			「おう、なら行くか」

			「ちょっと待ってください。先ほどの説明だと、この……庁舎と言いましたか？　この場所は民や情報を管理する場所なのでしょう？　そんな場所をあっさり借りられるとは、ユキたちはいったい……」

			「あー、うん。そうだな。一応、そこら辺の自己紹介をしておこう。俺はウィード軍の参さん謀ぼうにして、魔物軍大将、直ちよつ轄かつ軍副将のユキだ。政治関連はほとんど関わっていないが、ウィードではそれなりの重鎮だな」

			「私は、そのユキ参謀の秘書兼護ご衛えいで、妻の１人でもあるリーアと言います」

			「なっ……」

			　そりゃ、驚くよな。

			　傭よう兵へい団かと思いきや、他国軍のお偉いさんだもん。

			「あ、そうだ。情報を姫さんに伝えたいんなら、普通に手紙を出していいよ」

			　こういう思いやりは大事だよね。

			「だ、誰も信じてくれるわけないじゃないですか――――!!」

			　うん、そう思うよ。

			　ここで見知った内容を書いても、頭がおかしいと思われて終わりだろうからな。

			「とりあえず、これは序の口だ。まずは、基礎知識を教えるぞ」

			「そうですね。気が付かないところで常識が通じない可能性もありますし、いったんお勉強ですね」

			「こ、これが、序の口!?　ひ、姫様。私たちの相手は、伝説の魔王なのかもしれません……」

			　おう、この前、嫁から勇者認定された次は魔王様とか、俺もジョブチェンジに飽きないね。

			「ジェシカさん、失礼なことは言わないでください」

			「す、すまない。あまりに、予想外で……」

			　ありゃ、リーアが変なところでつっかかってるな？

			　デリーユだって魔王だし、俺が魔王って言われてもおかしくはないと思うが？

			「ユキさんは、すでに私という勇者とデリーユさんという魔王を妻にしているんです。勇者様や魔王様と称してもある意味、間違いではありませんが、それは過少評価です!!」

			　あ、そっちね。

			　ジェシカが、恐る恐るといった感じで顔をこちらに向ける。その様子は首の部分が錆びたブリキのおもちゃみたいで、ギギギ……と音がしそうだった。

			「リーアの勇者云々は……」

			「……ああ、事実だ」

			　ジェシカが頭を抱えて蹲うずくまった。

			「あり得ない。でも、目の前の風景は現実。でも、さすがに勇者とか……さらに魔王？　嘘よ。でも、あの強さとか、ちょっと待って。なら、ユキはそれよりも上？　なんですか、その生物は？　ドラゴン？　ああ、ドラゴンなら勇者や魔王より強くても不思議じゃないですね。彼はドラゴンで、この街は……」

			　あ、混乱してる。

			　こりゃ、晩ご飯に間に合うかなー。

		

	
		
			落とし穴25掘　新人さん歓迎会

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　私の常識はどこにいってしまったのでしょうか？

			　現在、私の目の前でリーアが、このウィードという国が私たちとは別の大陸にあると説明しています。

			　別の大陸？　そんな馬鹿なと思っていたら、異常な精度の地図を見せられました。地図には海を挟はさんで私の知っている（？）大陸と、ウィードがあるという大陸が描かれています。

			　遺跡、いや、ダンジョンの機能の転移ゲートで、大陸間を移動してきたとのこと。

			　まだ、それはいいとしましょう。

			　一番の問題は、ウィードのトップクラスの重鎮たちが、なぜ私たちの大陸にやって来たのかということです。

			　その軍事力の一端は見せてもらいました。姫様が率いる精鋭軍が赤子のようにあしらわれたのです。

			　その力をもってすれば、ジルバ帝国はすぐに劣勢に陥るでしょう。なにせ、物資はウィードから運搬されてくるし、魔物兵の補充もダンジョンの機能でほぼ無限に可能なのです。

			　いえ、正直に言いましょう。ウィードに侵略の意思があるならば、ジルバ帝国どころか周辺諸国は瞬またたく間に落ちます。

			　ですが、ユキたちはそんなことはせず、穏便にことを済まそうと必死でした。

			　その理由は、ユキたちの目的につながっていました。

			　ユキたちは、神から――本物なんです、あれは本物だと認めるしかないんです――魔力枯こ渇かつという問題を、世界規模で解決する使命を受けていたのです。

			　私たちの大陸は魔力枯渇現象が著いちじるしいらしく、ユキたちはその原因と改善方法を調べるために来たそうです。調査隊が少数なのは、魔力が枯渇している大陸では何が起こるか予想がつかないから安全性を考えてだと言います。

			　そして、調査を開始したのはいいものの、ことの流れで亜人の陣営に引き込まれることになり、ジルバ帝国とことを構えることになってしまったというわけです。

			　そういえば、ユキは姫様のあの魔剣が奇妙だとも言っていました。

			　まさか、あの魔剣が魔力枯渇の原因だとは思えませんが……少しでも情報が欲しいユキたちからすれば、気になるものを調べたいのは当然だと思います。

			「……なんでこんなことに……」

			　庁舎の会議室で一通り説明を受けた私は、頭を抱えていました。

			　ただの傭よう兵へい団のアジトに連れて行かれるんだと思ったら、世界規模の問題に巻き込まれることになってしまったのが今です。

			「なんだ、信じたのか？」

			「あったりまえです!!　見てください、私のステータス!!」

			　そう言って、自分のステータスをユキに見せました。

			　といってもユキは鑑定スキル持ちらしいので、元から私や姫様の戦力は筒抜けだったのでしょう。

			「レベル54です!!」

			「うん、レベル高いよな」

			「ユキがそれを言いますか!!　と、それはいいです。問題は、ここのリリーシュ様の加護です!!」

			　私にはリリーシュの加護という、破格のスキルが増えていました。

			　全ステータスの底上げに加えて安産、無む詠えい唱しよう、中級の回復魔術まで使用可能と、もう無茶苦茶です。

			「これを、この場にパッと現れた人がポンとくれたんです。何を疑えと!!」

			　まさか信仰もしていない、他所の大陸の女神から加護をもらうことになるとは思いませんでしたよ!!

			『ユキさんが連れて来たなら安心ですねー。私の加護をあげますんで役立ててください。何かご用があれば、ウィードの教会で司祭を務めておりますのでー。ではではー』

			　こんな感じで消えていったんです!!

			　というか神がウィードにいて、司祭をしていて教会にご在宅とかなんですか!?

			「ま、あきらめろ。俺よりは状況がマシだから」

			「……まあ、異世界から連れて来られたんですからね」

			　ユキは異世界から神によって呼び寄せられたんだと言います。

			　私の大陸でも、異世界から召しよう喚かんされた勇者を中心とした国がありますが、ここまでの栄えようは見たことがありません。

			　多分、ユキは異世界人の中でも格別の存在なのでしょう。

			「俺から言えることは、今までの話を手紙に書いたところで姫さんが理解できるかだが……」

			「無理です。私でも、しっかり説明を受けて現物を見て、やっと納得できたんです。それを、手紙だけでなんて伝わるはずがありません」

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ですよねー。

			　ある意味、一番の情報漏ろう洩えい策だよな。

			　相手の理解できない情報だけを扱う。

			　ま、向こうに転生とか地球から呼ばれた人間がいれば別だろうけど。

			　地球でいうなら、ＵＦＯにさらわれたって話をするのと変わらないよな。

			　そりゃあ、絶対信じてもらえんわ。

			「というか、ここでの話を手紙だけで信じる奴がいれば、それは頭のネジが飛んでるな」

			「ですね」

			　もっとも、もし新大陸の現地人でこうした内容を即座に理解できる人間がいるなら、俺にとってとても欲しい人材になるのだが……。

			「さて、ユキさん、説明はこんなところでしょうか？」

			「そうだな。リーアがだいたい説明してくれたし、あとは現物を見るのが一番だよな。百聞は一見に如しかず」

			「なんですか、最後の言葉は？」

			　ジェシカが疑問を口にする。

			「俺の世界の諺ことわざでな。『百聞』は数多く聞くって意味だな。実際に百回聞くわけじゃない。そして『一見』ってのは、ひと目見ること。つまり……」

			「何度も説明を受けるよりも、実際に見た方がいい、ということですね」

			「理解の早いことで」

			「いえ、理にかなった言葉かと。しかし、今までの情報だけでは理解しにくいことがまだあるわけですね……」

			「そりゃ、最初に言った通り、ここまでの話は基礎知識だしな。後日、ウィードの成り立ちとかも学ぶことになるぞ」

			「そうですね。この大陸の情勢や歴史も、頭に入れないといけないですね」

			　リーアが俺の言葉に同意して付け加えた。

			「……この歳で学ぶことになるとは、世界は広いですね」

			「人間、死ぬまで勉強だからな」

			「その通りだと思います」

			「ま、人生は死ぬまでの暇ひまつぶしと言う人もいるけどな」

			「それは、何か心ない言い方ですね」

			「そうか？　勉強と暇つぶしの違いだけだろ？　俺は勉強より、暇つぶし感覚なんだよな」

			「なぜ？　と聞いていいでしょうか？」

			「息がつまるだろう？　死ぬまで勉強なんて。俺は、死ぬまでこうやって嫁さんたちと仲良く時間を潰すよ」

			　俺はそう言いながらリーアをお姫様抱っこした。

			「うーん。ユキさんの気持ちは分かりますが、私たち、お嫁さんとしましては、死ぬまでユキさんと一緒がいいですかね」

			「そりゃ嬉しいね」

			「……人それぞれというわけですか」

			　そんな雑談をしていると、アスリンたちから連絡がきた。

			「晩飯の用意ができたみたいだな」

			「アスリンちゃんたち、どんな料理を作ったんでしょうね？」

			「普通に料理はできるからな。まずい物はないと思うぞ」

			「あの子たちの手料理ですか。……よし、それでいったん落ち着きを取り戻しましょう」

			　ジェシカ、残念！

			　ウィードの食文化は、ジェシカの国と比べて雲うん泥でいの差ですよ？

			　落ち着いてなんていられませんよ？

			　こうして旅館……もとい自宅に帰る。

			「お兄さん、お帰りなさい」

			「ユキさん、お帰りなさい」

			「今日は、お酒もたっぷりありますよー」

			「これ、ミリー。お主は程々にしておけよ。酔っぱらって妾わらわたちのお腹に危害を加えるんなら、外で寝てもらうからな」

			「お帰りなさい。旦那様、怪け我がはありませんか？」

			「お帰りなさいませ、シェーラ様たちは料理を頑張っておられました。冷めないうちにどうぞ」

			　帰ると、いつものように妊娠組とサポート担当のミリーが出迎えをしてくれる。

			「どうも、このたび、ユキの捕ほ虜りよとなりましたジェシカです。ところで会話から察するに、ユキとは……」

			「ええ、私たちは、お兄さんの奥さんですよ。と、兎人族のラッツと申します」

			「ちなみに、妾わらわたちは妊娠中なので待機なのじゃ。ジェシカのことは聞いておる。ようまあ、ユキにケンカを売る気になったのう。妾の名前はデリーユ。人族で、そこのリーアとは対の魔王じゃな」

			「っ!?　ご挨拶、どうもありがとうございます。私としても、ユキたちの力を知っていたら、とてもじゃないですが挑みませんでした」

			　そんな感じで、ジェシカは嫁さんたちと問題なく会話を交わしている。

			「そういえば、セラリアはどうした？」

			　こういうのは、真っ先に迎えに出るのが正妻としての務めだとか言いそうなもんだが。

			「今来たわよ。夫のあなたをほっとくわけないじゃない」

			　そう言って、セラリアが顔を出した。
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			「で、なんで剣を握っている？」

			「素振りしてたのよ」

			「いや、妊娠中だし安全にな……」

			「だめよ。たま○クラブにも書いてあったわよ。適度な運動をした方が好ましいって」

			　いや、お前の素振りは限界まで振るのがデフォルトだろうに。

			「さて、ジェシカ。私がユキの正妻で、ウィードの女王を務めているセラリアよ」

			「し、失礼をいたしました!!」

			　即座にジェシカが、その場で膝をついて頭を下げる。

			「といっても、ウィードの運営は民が中心だから、実質お飾りなんだけどね。今はまだ私が動く必要があるけど、あと数年もすれば、私は正真正銘のお飾りになるでしょうね」

			「……？」

			　そんなことをジェシカに言っても分からんぞ。

			　今日ウィードに来たばかりなんだから、向こうは王制が普通なんだし。

			「あら、ごめんなさい。細かいことは置いておいて、ユキの手助けをしてくれるなら、私はジェシカを信用するわ」

			「……ありがたいお言葉ですが、女王の発言としては軽率ではないかと」

			「ぷっ、ごめんなさい。私の部下のクアルみたいね」

			「失礼な。申し遅れました、私がセラリア様の部下でクアルと申します。ジェシカ殿の言い様はとても当然かと」

			「あら、そう？　それなら王族と部下の食事が同じでは、まずいと思うのだけど？」

			「それはダメです。この国の方針は平等です。差を求めてはいけません」

			「まったく、都合のいい」

			「それは、そのままセラリア様にお返しします。剣を振るなど無理をなさって……」

			　そのままクアルの小言が始まるが、セラリアは無視してジェシカに話しかける。

			「まあ、こんなところよ。色々違いすぎて戸惑うかもしれないけど、頑張ってね」

			「はっ、お気遣い感謝いたします」

			「とりあえずは、晩ご飯が楽しみね。色々な意味で……」

			「？」

			　その後、ジェシカは晩ご飯を満腹で倒れるまで食べた。

			　さすがに逆流はしなかったが、翌日、一日中布団で寝ているはめになる。

			　世の中、やっぱり心をつかむのには飯が大事だよな。

		

	
		
			第１６６掘　動き出す者とどうでもいい者

			　

			　ｓｉｄｅ　マーリィ・ヒート　ジルバ帝国所属：風姫騎士

			「以上で報告を終わります」

			「ふむ。此こ度たびの遠征、ご苦労であった。しかし、オークとな。亜人よりもある意味厄やつ介かいなのが出て来たな」

			「そうですな。不意打ちとはいえ、風姫騎士の側近を倒してしまうとは」

			「これ、マーリィの前で無神経なことを言うでない」

			「は、申し訳ありません」

			「すまぬな。側近は、確かジェシカという名だったか。我も覚えておるぞ。魔剣がなくとも魔剣使いと数回打ち合えるほどの腕の持ち主で、頭も悪くなかった。惜しい者を亡くした」

			「陛下にそこまで評価されて、ジェシカもきっと喜んでいると思います」

			　私はジルバ帝国の首都へと戻り、予定通り嘘の報告をした。

			　悲しいかな、これで帝国内では、正式にジェシカが死んだことになってしまった。

			　しかし、本当のことを話す覚悟はとてもじゃないがない。

			　あの戦力だ。生半可な軍では、私の二の舞になる。

			「陛下に進言がございます」

			「なんだ、言ってみよ」

			「私たちがオークを討ちましたが、オークがあれ１匹だけとは思えません」

			「確かにな。ゴブリンといいコボルトといい、あの手の魔物は徒党を組むはずだ」

			「ですから、今は諸外国との戦いを優先するためにも、今回オークが出没した地域には警戒令を出して、防戦態勢を取るべきかと思います」

			「なるほどな。戦場にいる各軍団をいくつか呼び戻してオークにあてようかと思ったが、うまくない手ということか」

			「はい、不意打ちとはいえ私の部下がやられました。オークの数が多ければ、生半可な軍では被害が甚大となります」

			「やるなら態勢を整えて一気にということか。周辺の村や街は、防衛優先でいればしばらく耐えられると見ているのだな？」

			「はい、オークは私たちが森に近づいてから出てきました。こちらから接触しなければ、森の外に出てくることはないでしょう。万が一出てきても、防戦態勢がしかれていれば私たちの応援が間に合います」

			「風姫騎士の言う通りかと。現在の戦況で各方面へ派遣している軍団を呼び戻すのは、上手い手ではありません」

			　よし、大臣たちも私の発言に頷いている。

			　これで、下手に攻め込むようなことは避けられるだろう。

			　残るはジェシカをどうやって救い出すかだが……いったいユキたちは、何を求めているんだ？　それが分かれば、取引という形でジェシカを救い出せるのだが……。

			　そこら辺は、ジェシカがどうにか方法を見つけて連絡してくるだろうから、待つしかないか。

			「マーリィ、ご苦労であった。しばし王都で休むといいだろう。その後、中断していたエーナリア聖国への侵攻作戦に再び加わってくれ」

			「はっ!!」

			　思惑通り事が運んだと安心して謁見室を出ようとしたところで……問題が起きた。

			「失礼しますわ、陛下」

			「お姉様、失礼ですわよ」

			　入って来たのは、赤のドレスアーマーを着た炎の魔剣使いと青のドレスアーマーを着た水の魔剣使いの姉妹だ。

			「あら、マーリィ様、ご機嫌麗うるわしゅう。風の噂でオークを討ち取ったとか」

			「でも、部下のジェシカがやられてしまったとも聞きますわ」

			「……その通りだ」

			「あらあら、陛下から預かった大事な兵を、オーク如きでなくすなんてダメですわよ？」

			「お姉様の言う通りです」

			　赤の鎧よろいを着ている魔剣士が、姉のオリーヴ・メルト。もう一方の、青の鎧を着ているのが、妹のミスト・メルトだ。

			　もともとは普通の一般貴族だったが、姉妹揃ってジルバ帝国が所持する魔剣に適性があることが分かり、一気に昇進の道を歩んでいる。

			　適性だけでなく実力も伴っており、これまでの戦で活躍した結果、私と同じように小規模ではあるが軍を所持している。

			　だが、残念かな昇進欲が強いせいか、どうも周りと軋あつ轢れきを生みがちだ。今みたいに、立場が上の私によく突っかかって来る。

			「これ、２人とも、今回の件は仕方なかったのだ。して、何か報告か？」

			「はい、陛下。私たちがご用命いただいた砦とりでの攻略が終わりましたので、戻って参りました」

			「なんと!?　あれから２か月ほどしかたっておらんぞ!?」

			「あの砦は堀が水で満たされておりましたので、私の魔剣を使えば簡単ですわ」

			「ええ、ミストが魔剣の力で砦内の兵士を怯ひるませたあと、水ばかり浴びていては寒いと思って私が火をつけてあげましたら、ぞろぞろと外に出てきましたわ」

			「そこを一気に討って、砦を落としました」

			「ほう、さすが姉妹と言ったところか」

			　そう、この姉妹は協力してこそ強い。単独では私にはとても及ばない実力だが、いっぺんに２人を相手するのは厳しいだろう。

			「お主らも少し王都で休むといい。追って次の任務を与え……」

			「陛下、次の任務の希望を申してもよろしいでしょうか？」

			「ん？　なんだ、言ってみよ」

			「そこのマーリィ様が部下を討ち取られたというオークですが、私たちが討とう伐ばつに向かいましょう。ちょうど手が空いていますし」

			「待て、オリーヴ。その件は、それなりの兵を揃えてから対処することになったのだ」

			　私は慌てて、オリーヴの意見を止める。

			　そうしないと色々まずい。

			「そうですの、陛下？」

			「うむ。オークがどの程度いるかも分からぬしな。下手に刺激を与えてもまずい。だから、やるからにはそれ相応の数を揃えてからということになった」

			「なら、それまで私たちが防衛任務と偵てい察さつ任務につきましょう。そうすれば、殲せん滅めつ戦の際にも楽になるでしょうし、万が一でもオークが村や町に被害を出す心配もなくなるかと思います」

			「確かに……」

			　くそ、ミストが否定しづらい案を出してきた。

			「ほう、やってくれるか？」

			「ええ、休暇が済み次第、すぐに兵を纏まとめて出発します。実質、マーリィ様の２倍は兵士がいますし、襲われた状況なども聞きましたので、そうそう後れは取らないと思います」

			「その通りだな。２人にはしばらくオーク関連の防衛と偵てい察さつを命ずる!!」

			「「はっ!!」」

			　やられた。

			　あの２人、頭を下げる瞬間、こちらを向いて笑ってやがった。

			　私の方が失敗に近い状況だったので、その尻拭いをする形で完かん璧ぺきに任務をこなせば、私より仕事が評価される。それを狙っているのだろう。

			　それはいいとして、間違ってもユキたちに手出しをしないようにさせないと……なんと言えばいいのだ!?

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ふーん、その炎と水の魔剣使い……オリ○ーとピク○ンだっけ？　それが攻めてくる可能性があるわけか」

			「いえ、オリーヴとミストです。なんですか、オリ○ーとピク○ンって？」

			「引っこ抜かれて、戦って、食べられて、それでも愛してくれとは言わない生き物だよ」

			「便利な兵士ですね」

			「ジェシカ……そういう返事が聞きたかったわけではないけどな」

			「はい？」

			「いや、なんでもない」

			　やっぱり、こういうネタは地元民にしか通じないよな。

			　あとで、タイキ君とコールで雑談するか。

			「ま、その２人の魔剣使いが来たところで問題にはならんけどな」

			「ですが、ユキたちの方針からすれば、ことを構えるのはよろしくないのでは？」

			「回避しようがないしな、相手から勝手に来るぶんには。迎え撃てばジルバ帝国にケンカを売ることになるけど、どうにでもなるだろう。その２人も姫さんと同じように全員捕縛したあとで送り返して、適当に嘘をつかせてもいいしな」

			「正直、どうでもいいと思っていませんか？」

			「いや、実際どうでもいいしな。どうにでもなる相手だし。今やるべきことは……」

			　そう言って資料を手に取ろうとしたところで、ザーギスが入ってくる。

			「ユキ、経過報告です。魔力の運用関連についてですね」

			　そう言って、資料を渡してきた。

			「ありがと。ふーん……変だな。同じ魔術でも、消費魔力に差がありすぎるな」

			「ええ、同じファイアーボールでも、術者によって消費量が20倍から25倍までと、かなり開きがあります」

			「これが10人程度なら誤差でいいんだろうが……」

			「１００人単位で、しかも10回ずつ試した結果のバラつきですからね。異常な数値ですね」

			　そう、今やるべきことは、魔力枯こ渇かつの研究だ。

			　これが終わらない限り、下手に枯渇原因究明の冒険にも出られない。

			　いきなり魔術が使えませんってフィールドに足を踏み入れたりしたら危険すぎるし、消費量が跳ね上がったりする可能性だってある。

			　だから、できる限りここで研究をして、万全の態勢を整えてから原因究明に乗り出す。

			「そう言えば、亜人の集まり具合はどうなってるんだ？」

			「はい、それはこちらに」

			「おう。ありがとう、トーリ」

			「見て分かると思いますが、ジルバ帝国撃退の報告を受けて結構な数の亜人が集まっています。まあ、ユキさんがリーダーをしていることに不満をいう馬鹿どももいますが」

			　トーリが、顔を暗く？　いや、なんか殺気だってるな。

			「なあ、リエル。トーリがなんか怖いんだが、亜人との交こう渉しようってそんなにつらいのか？」

			「違うよ。って、あながち違うわけじゃないのかな？　僕たちって、こっちの人たちから見れば同じ種族じゃん。だから、ぜひ嫁に来てくれとか、そんな男ほっとけとか、仕舞いにはその男を討ち取ってあなたを迎えにいきますとか、そういうのがいてさ……」

			「……トーリがその男を滅多打ちにして、放り出した」

			　カヤも怒りを込めて言う。

			「あー、なんか大変だな。やっぱり俺が交こう渉しようの席につくべきか？」

			「いいえ、ユキさんに万が一のことがあっては大変です」

			「というか、ユキさんが直接罵倒されたら、僕、相手をぼっこぼこにしちゃうな」

			「……私は殺す」

			　うん、交渉は任せた。

			　亜人たちの命のために。

			「とまあ、こんな感じで色々忙しいから、オリ○ーとピク○ンはこっちに来た時に、捕まえてから考えよう。それでいいか、ジェシカ？」

			「いえ、だからオリーヴとミストです」

		

	
		
			第１６７掘　今忙しいの

			　

			　ｓｉｄｅ　オリーヴ・メルト　ジルバ帝国軍所属：炎姫騎士

			「ミスト、陛下に許可はもらったけど、実際どう思います？」

			　私は謁えつ見けん後、王都にある私たち姉妹の家で今後の相談をしています。

			「どちらのことですか、お姉様？　マーリィ様の話の真偽についてか、それとも今後についてですか？」

			「どちらもですわ。でも、今聞きたいのは今後の展開ですわね」

			　ミストと私は似ていて、素晴らしいオレンジの髪に美貌をもつ姉妹で知られています。

			　魔剣が使えることも同じですが、唯一違うのは、彼女が私よりも慎重に物事を考えて進めるところです。

			　なので、いつも私たち姉妹はミストの状況分析をもとに私が案を出して、それにミストが細かい修正を加えた上で行動しているのです。

			「今後ですか……。うん、お姉様の言う通り、結局、どちらの説明もすることになりますね。やっぱり、お姉様の直感は素晴らしいです」

			「それはミストがいてこそですわ。で、どう思いますか？」

			「そうですね。まず、マーリィ様の側近ジェシカがオークにやられた件ですが、やはり嘘だと思います」

			「やっぱり、ミストもそう思うのかしら？」

			「はい、あのジェシカがオーク如きに後れを取るわけありません」

			「確かに、魔剣の力を使った私たちとも相応に戦える女性だったわ。不意をつかれたとはいえ、オーク程度にやられるわけがないわね」

			「正直、マーリィ様の部下でなければ、裏で手を回して引き抜いていたほどの人物です。と、ジェシカの評価は置いておいて、情報を聞きだした兵士からの話が本当だと思います」

			「ミストも同じ判断ですのね」

			「やはり、お姉様もですか。荒唐無稽な話ではありましたが、マーリィ様が１５０前後の傭よう兵へい団に負けて捕縛されたという話は真実だと思います」

			　そう、私たちはその情報を知った上で、今回のマーリィの謁見に割って入ったのです。

			　私たちも兵士から聞き出したはいいものの、最初はマーリィが敗北したとの話はどうにも納得できませんでした。

			　しかし、実際にマーリィにこちらから挑発をかけてみると、何かおかしい。

			　対応としては至極当然でしたが、ジェシカが本当に戦死しているなら、もう少し感情の動きがあってもいいはずです。

			　いくら数々の戦を経験している魔剣使いであっても、仲間の死に無感情ではいられないものです。しかも、不意をつかれたということは、いわば指揮官のマーリィ自身の油断によって命が奪われたと言っていいのです。

			　なのに、彼女はオーク討とう伐ばつはおろか、防衛戦力にすら志願しませんでした。

			　オークによって、部下の命と自身の面めん子つをつぶされたと言ってもいいはずなのに。

			　そういったわけで、兵士から聞きだした傭よう兵へい団に敗北したという話を信じる気になったのです。

			「詳しよう細さいは不明ですが、マーリィ様は捕ほ虜りよから解放してもらう条件として、傭兵団と接触することを禁止されたのではないでしょうか？　それならば、マーリィ様が真実を語らない理由が分かる気がします」

			「その傭兵団と、ことを構えるべきかしら？」

			「いえ、マーリィ様を逃がした経緯から考えても、敵対したくはありません。むしろ上手く引き込めれば、良い戦力が増えるかと思います。万が一、戦闘になったら……」

			「こちらは相手の奇襲も分かっていますし、マーリィの時に比べて倍に近い戦力。一気に押しつぶしてしまえるわけですわね」

			「はい、お姉様」

			「なら、交こう渉しよう云々よりも一度攻めて、生き残った傭兵たちを部下に組み込むことにしましょう。下手に最初から交こう渉しようを持ち出すと舐められるかもしれませんし」

			「そうですね。力関係をハッキリさせておけば、大人しく私たちの言うことを聞くはずです。さすが、お姉様です!!」

			「ミストがいつも考えてくれるおかげですわ」

			「では、早速遠征の準備を始めます。ですが、その前に１つだけ気になることが……」

			「何かしら？」

			「はい、兵士から聞き出した情報だと、その１５０名ほどの傭よう兵へい団のほとんどがゴブリンで編成されており、マーリィ様もゴブリンに敗れたとか」

			「さすがにあり得ませんわ。兵士の情報だと、本陣が落とされたのが敗北の要因だそうです。それは誤情報でしょう。どこの傭兵団でも、壁役としてゴブリンを数体から数十体飼っています。敗北したショックもあって、おとり役のゴブリンが目に焼き付いているのでは？」

			「そう……ですね。同じ魔剣使いのマーリィ様が、どうやればゴブリンと戦って負けるのか、私も想像できません」

			「ゴブリンで思い出しました。血戦傭兵団がいる可能性も考えましたが……」

			「それは無理です。血戦傭兵団は、今、ジルバ帝国から遠く離れた国で雇われているそうですから」

			「ええ、やはりゴブリンに敗れたのは誤情報みたいですわ」

			「ありがとうございます、お姉様。これで心配事が減りました。私たちが奇襲に注意して、敵を倒せばいいだけ。いつもと同じですね」

			「ええ、戦いは基礎が一番大事です。さあ、この戦いを制して、まだまだ上にまいりましょう」

			「はい、もっと偉くなって、領地の民にもっといい暮らしをさせてあげましょう」

			　私は、自分たちの目標を再確認し、遠征の準備に取り掛かり始めました。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　いつもと同じように、ザーギスと魔力の研究をしていたのだが、その日は別の報告が入って来た。

			「ユキさん、ジルバ帝国に動きがありました」

			　いつも通り資料の整理をしていたリーアが、突然そんなことを言いだした。

			「どうした？　って、確かにそんな噂があったな」

			　俺たちは、前に偵てい察さつに行ったフェイルの街に斥せつ候こう、もといドッペルを送り込んで情報収集をしている。

			　その情報の中で、ジルバ帝国が亜人集落へ向けて軍を動かしたという噂があった。

			「はい、噂は前からありましたけど、今回は裏付けもとれました」

			「へえ、どこからだ？」

			「マーリィさんからですよ」

			「へぇ、あいつがわざわざね」

			「ついでなのもあったのでしょう。マーリィさんの軍はフェイルを経由して聖国への戦へ再び戻るみたいで、フェイルにいるあいだに接触してきました。ジェシカさんへの手紙も託したかったみたいです」

			「なんだ、姫さんのやつ街に寄ってたのか。こっちにはなんの挨拶もなかったぞ」

			　このご時世、戦の前線に近い街は軍の行き来が多いから、来ていたのに気が付かなかったわ。

			　ジルバ帝国が聖国から奪い取ったというフェイルの街に至っては、物資の運搬や兵士の補充、後送などで、山ほど軍人の行き来がある。

			「まあ、ユキさんは基本裏で情報を集めていますし。その関係で、マーリィさんと接触することがなかったのでは？」

			「確かに、ユキは酒場を中心に探っていたからな。それでは姫様はユキと接触する機会がない。そもそも、下手に会話をするわけにもいかないだろうしな」

			　横から、ジェシカも意見を挟はさむ。

			　この１か月ほど、ジェシカにはリーアと同じように俺の側近として働いてもらっている。

			　この大陸の生の声が聞けて、俺としてはとても参考になっている。

			　逆に、ジェシカの方もことあるごとにウィードに足を運んで、猛勉強しているようだ。

			　ちなみにウィードで訓練した結果、すでに姫さんを凌りよう駕がする実力になったし、あのなんちゃって魔剣よりも強い剣をナールジアさんに作ってもらった。

			　その剣を渡された時のジェシカの顔といったら……。

			「……あの、何か失礼なことを考えていませんか？」

			「バレたか。いや、ジェシカがナールジアさんの剣をもらった時の顔がな……」

			「ああ、ジェシカさん、泣き出しましたよね。このような剣を捕ほ虜りよが頂いてよいのでしょうか？　でしたっけ？」

			「その話はやめてください!!　仕方ないでしょう。それほど凄すごい剣だったんですから!!」

			「それでも私の剣よりは性能が低いのですが……」

			「当たり前です!!　勇者のリーアさんと同じかそれ以上の剣なんて与えられた日には、どうしろと言うのですか!!」

			「いや、普通に過ごせよ。俺みたいに」

			「なれるか、過ごせるか!!　はっ、そんなことより動いているのは、どの軍団なのですか？」

			　ちっ、話を逸そらしたか。

			「ジェシカさんが予想した通りです。オリ○ーとピク○ンです。数はおよそ前回の倍で、建前上の目的はオークに対する防衛と偵てい察さつです」

			「いえ、リーアさん、オリーヴとミストですからね」

			「建前上ってことは、他に目的があるってことか、リーア？」

			「はい、マーリィさんのお話によれば、本当の情報を知っていて、私たちを支配下に置くのが目的のようですよ？」

			「いや、どこが本当の情報だよ」

			　人の口に戸は立てられないのは知っているし、それは想定内だ。それにしても、姫さん率いる２５００を１５０で破った話も伝わっているはずなのだが……。

			「おそらく、私たちは奇襲されたから失敗したんだと、都合のいいように解釈したのでしょう。自分たちで実感しない限り、ユキたちの戦力の凄すごさを計るのは不可能かと。前にも言いましたが、オリーヴとミストは出世欲が強い。姫様が失敗した相手を下せば評価は上がるし、制圧後は精強な兵士も手に入ると考えているのでしょう」

			「なるほどね。都合の悪い情報には耳を閉ざしたか。いや、理解できる情報だけ拾った感じか」

			「で、どうするのですか？」

			　そういえば、そろそろ魔剣の分析もしたいんだよな。

			　ちょうど向こうから来てくれているんだし、殲せん滅めつするか？

			　でも、魔剣を使っているところの情報ももっと欲しいしな。あれが本当にダンジョンコアを材料、あるいはそのものなら、所持している魔剣使いから取り上げるのは嫌な予感がする。

			　そう考えると、オリーヴとミストを生きて捕獲する必要があるな。

			「うし。その２人は捕獲して、魔力研究の実験に使う。よって、姫さんの時と同じで……」

			　俺はコールを使って、先の戦の英雄を呼び出した。

			「なんすか？」

			「スティーブ、これからおよそ２か月後、姫さんと同じ魔剣使いが２人、５０００の兵士を連れてやって来る」

			「はあ、戦いっすか？　でも、それぐらいなら大将たちと亜人の力で大丈夫じゃないですか。いい加減、血の気の多い亜人たちをあしらうのは面倒っす」

			「なるほどな。うん、決めた。今よりスティーブは亜人たちを率いて魔剣使いを撃退せよ」

			「はぁっ!?」

			「いや、詳しく言うと、その血の気の多い亜人連中に言うこと聞かせるためにも、ちょうどいいだろうと思ってな」

			「ああ、適当に突撃させて、ピンチになったところで助けて、おいらたちの言うことが絶対だと教え込むんすね」

			「おう。そこら辺の調整は任せた」

			「へいへい、撃退くらいならどうにでもなりますよ」

			　あ、ノリで撃退って指示してたわ。

			　訂正しないとな。

			「あ、すまん。撃退じゃなくて捕獲でよろしく」

			「無茶言わんでくださいっす!!　今、亜人たちがどんどん集まってきているとはいえ、それを迎え入れるためにも、この村の住環境を整えてるところっすよ!?　今の段階では、せいぜい５００ぐらいしか戦闘要員がいないっす!!」

			「おー、集まったな。ま、相手はせいぜい10倍程度だし頑張れ。最悪、魔剣使いは俺が抑えてやるから」

			「本当っすね？」

			「おう、俺、嘘つかない」

			「なんすか、その胡う散さん臭くささは」

			「だから、予算のすり合わせは自分でやってくれ。こっちは魔力研究で忙しいから」

			「ひぃぃぃいいいぃぃぃいい!!　嘘は言ってないけど、一番厄やつ介かいなことを押し付けやがったっす!?　戦争の予算って、セラリア姐さんに直談判して、エリス姐さんの会計を通して、さらに物資をラッツの姐さんへ発注しなきゃいけない書類地獄じゃないっすか!?」

			「別に、お前の給料でどうにかしてもいいのよ？」

			「おいらの安月給じゃ、むりっす!!　というか、大将が話せば一発で通るでしょうに!!」

			「いや、そこまでの権力はないけどな。俺だってちゃんと書類を作って話を通すぞ？　まあ、ちょっとのミスぐらいは向こうで勝手に修正してくれるけどな」

			　そりゃ、嫁さんだし。

			「くそー、やってやるっすよ。どうせ断ったら魔力研究のトライアルっしょ？」

			「おお、分かってるじゃねーか。魔力ゼロの状態で魔物がどこまで活動できるか、ぜひ観察したくてな。それをスティーブに……」

			「仕事があるんで失礼するっす!!」

			　ち、逃げた。

			「……スティーブが、あの戦いの時に言っていた言葉の意味が分かる気がします」

			　ジェシカがどこか悲しそうな表情で、スティーブが出て行った扉を見つめていた。

			　あいつ、なんの話をしたんだろうな？

		

	
		
			第１６８掘　ゴブリンという生き物

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　ユキと今後についての話が終わったあと、私はある場所へと赴おもむきました。

			　そこは……。

			「おや、いらっしゃいっす。今忙しいんで、適当に座ってお茶でも飲んでてくださいっす」

			　先ほど、ユキから無理難題を言われたゴブリンの将軍スティーブの部屋です。

			「はい、では適当にさせていただきます」

			　お湯を沸わかす魔道具のケトルに蛇口から水を入れて、スイッチを押してお湯を作ります。

			　覚えれば簡単ですが、最初に教えられたときは目の前で起こる現実に混乱したものです。

			　というか蛇口から水が出ること自体、驚きでしたから。理屈は簡単なのですが、考え付きませんでした。

			　ユキが異世界から来たというのは納得です。

			　彼の考えることは私たちからすれば明後日の方向ですが、確かに人々を豊かにする手段ばかりをとっています。

			「で、何か用っすか？」

			　おっと、今はユキの総評をしている場合ではありません。

			　スティーブに話が聞きたかったのでした。

			「ええ、あなたにお話があって来ました」

			　飲んでいたお茶を置いて、一度スティーブの部屋を見渡します。

			　いつの間にか遺跡を中心に、練兵場やウィード幹部の私室があっという間に建設されていました。その中の１つが、スティーブ将軍のこの部屋です。

			　中は彼らからすれば質素なものらしいのですが、私たちの文化からすれば、とんでもない技術の固まりの部屋です。

			　お湯を沸かすケルトや蛇口以外にも、夜でも昼のように明るい電灯、質の良い紙、ボールペンなどなど。

			　一番の驚きは、そんな部屋をゴブリンが使用しているということです。

			「あー、おいらがこうやって仕事してると変っすか？」

			　スティーブが、私の表情を見てそんなことを尋ねます。

			「いえ、将軍職としては当然かと思います」

			「将軍職としてはっすね。で、ゴブリンがこうやって机についてるのはどうっすか？」

			「失礼ながら、今まで一度も見たことがありません。私が知るゴブリンは……」

			「まあ、腰ミノひとつか真っ裸で、粗末な武器で人間を襲っては女を孕はらませる卑いやしい生き物ってところっすか？」

			「そこまで……いえ、私たちの一般的なゴブリンへの見方はそうです。付け加えるなら、飼育して戦争の道具に使うことぐらいですね」

			「ま、そんなところっすね」

			　スティーブは私の言葉に怒った様子もなく、書類処理を続けています。

			「ですが、ユキが率いているゴブリンたちはまったく違います。もちろん、スティーブも」

			「それはありがたいっすね。しかし、ジェシカ姐さんはおいらにボコボコにされていながら、よく普通に話せるっすね」

			「戦いでの出来事です。いちいち恨みを持っていたら、いつまでたっても平和は訪れません」

			「そこら辺は大人っすね。でも、周りは違うっすよ。おいらたちもウィードでは随分受け入れられてきたっすけど、大変です。今でも新しくやってきた住人や冒険者には、ゴブリンだからってだけで怖がられたり、ケンカ売られたりするっす」

			「それは……」

			　今までの価値観を捨てるのは容易ではありません。

			　スティーブやゴブリンたちがそこら辺のゴブリンと一線を画するといっても、知らない人から見れば卑いやしい魔物に過ぎないのです。

			「だからこそ、大将は俺たちに表向き無茶な注文をつけるんっすよ」

			「え？」

			「そうすれば、こき使われてるってイメージがつくっす。それに、服従しているようにも見えるっす。理不尽な命令をされてもちゃんとこなしてるから、ウィードでは評価されてるっす」

			「そんな言い方では、まるでユキが計算してわざとやっているみたいでは？」

			「そうっすよ。ゴブリンが、わざわざ社会になじめるようにやってくれてるんす。他の魔物も同様っすけどね。おいらたちは、一番人からの評価が低いから、優先してこういう仕事をやってるっすよ」

			「……ユキは、いったい何を考えているのでしょうか？」

			「ん？　ジェシカ姐さんは、魔力の枯こ渇かつ問題のことを聞いてるんじゃないっすか？」

			「それは知っていますが、ゴブリンの地位向上となんの関係があるのでしょうか？」

			「あー、うん。普通は、そこで考えが止まっちゃうっすね。大将は、魔物が魔力枯渇問題のカギを握っている場合も考えているっすよ」

			「は!?」

			　魔物が魔力枯渇の原因？

			　いや、魔力を喰らう魔物はいます。というか、魔物は魔力が集まってできるものです。

			　そう考えると、確かに魔力枯渇と関係があってもおかしくありません。

			　そもそも私は、今まで魔物は討とう伐ばつすべき対象としか見てきませんでした。スティーブとは、こうやって話ができているのに。

			「万が一、新大陸の魔物たちが魔力枯こ渇かつの原因で、殺しただけじゃ解決できない場合を考えると、なるべく会話できた方がいいっす。意思疎通できれば、今後人を襲わないように諭さとせるかもしれないっす。その時に必要になるのが……」

			「人から信頼されているゴブリン……スティーブたちなのですね」

			「まあ、そういうことっすね。スラきちさんとか、ミノちゃんとかも候補だったんですが、スラきちさんは魔力枯渇の影響でこっちでは長時間行動できないし、ミノちゃんは伝説の化け物ときた。これじゃ、おいらしかないっすからね」

			　納得できました。

			　スティーブに対する扱いも、すべては魔力枯渇問題のためだったのです。

			　いや、きっとユキは、将来的なゴブリンたちの地位向上のことも考えているでしょう。

			　ユキは、政治家としてもトンデモない人なのかもしれません。

			　私は色々と教えてくれたスティーブに礼を言って、ユキの研究室へと戻りました。

			　ユキは、また、私の予想もつかないことをしているのでしょうね。

			　

			　ｓｉｄｅ　スティーブ

			　ふう、ジェシカ姐さんは行ったっすね。

			「ま、大将は無茶振りしてるように見えて、実は書類を揃えてたりするんすよね」

			　大将が用意してくれた予算を、今度の作戦に必要なものに振り分けていく。

			「甘いと言っていいんでしょうが……実は、おいらたちの存在の意味は、もっと別のところにあるっすよ」

			　ジェシカ姐さんが去って行った扉に呟つぶやく。

			「おいらたち魔物は、万が一、大将が狂った時に、殺してでも止める役なんすから」

			　まったく、一番厄やつ介かいなことを押し付けられたもんっす。

			　大将が本当に狂ったとしたら、それでも大将のことを守るだろう姐さんたちを、なんとかしないといけないし……アスリン姫も敵対するっすね、きっと。

			「まぁ、その時はまずは、この隷属命令を解除するところからっすけど」

			　自分にかけられている大将に対する絶対服従の魔術？　スキル？　をどうにかしないと戦うことすらできない。

			『それぐらい力がないと、俺を殺せんだろうが』って言われたっす。

			「当然だけど、やっぱり無茶っすよ!?」

			　今日も今日とて、大将の絶対服従命令を解除する方法を５分ほど模索して、ふて寝する。

			　書類はあとでいいや。

			　さぼりじゃないっすよ？　心の休憩がいるっす。

		

	
		
			第１６９掘　開戦前日

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　あれから１か月たった。

			　ああ、ジルバ帝国が再び動き出しましたって話からな。

			　その間、俺とザーギスは魔力枯こ渇かつの原因をずっと究明し、ある程度の安全ラインを見出した。

			　そして、ようやく魔剣というオーパーツを抱えたサンプルがやって来る。

			　あ、忘れそうになるけど、亜人たちは、一応、俺たちの言うことを聞いている。

			　いまだに獣人組の嫁さんにちょっかい出したり、俺が表に出てないのをいいことに好き放題悪口を言っていたりするのだが、それらはすべてトーリ、リエル、カヤが叩き潰している。

			　亜人勢力は数にして１３００ほど集まったが、隠れ住んでいる亜人たちの総数からすれば、まだ５００分の１くらいに過ぎない。

			　長老や集まってくれた者たちの話を聞く限りでは、亜人は全部で60万人前後いるが、広く分散して隠れ住んでいるそうだ。

			　60万前後というと多そうに見えるが、この大陸がウィードのある大陸とほぼ同じ大きさであることを考えると少ない。少なくなっている原因は魔力枯渇だが、そう考えるとかなり魔力枯渇が酷ひどい状態だと言える。

			　ちなみに集まってくれた１３００だが、これは総数であって戦力ではない。このうち、戦闘に耐えうるのは８００ほど。残りの５００は、女子供老人など戦う家族についてきた者たちだ。

			　ま、本来であればこの５００も、ほとんどが戦闘に参加する予定だった。しかし、俺たちが設けた基準に達していなかったので、今後のことも考えて、畑を耕したり狩りなどで補給物資の供給にいそしんでもらっている。

			　物資についてはウィードが全面的に支援してもよかったのだが、いまだに人に対する嫌悪がある亜人が多く、表面上俺たちに従っているだけなので、下手に俺たちの力の一端を見せるわけにはいかない。

			　物資が自由に手に入ると分かれば、好きなだけ要求しそうだしな。俺たちを都合のいい道具くらいに見ているのもいるし。

			　異文化交流が難しいことを実感するわ。

			　魔力の枯こ渇かつ原因が分からない以上、無下にできないのが面倒だよな。

			「うぃーっす。大将、とりあえず布陣が済みましたよ」

			「おう、お疲れ。相手の数はどうだ？」

			「だいたい５０００前後ってところですかね。事前情報と同じっす」

			「モーブたちは？」

			「予定通り亜人たちと一緒にいますよ。あれで、少しは人族のことを見直してくれるといいんすけどね」

			　モーブたちには、ここ数か月――実際には３か月ほどだが――亜人と一緒にいてもらって、信頼関係を築くようにお願いしている。

			　もう、俺たち人族への亜人たちの恨みつらみは酷ひどいもので、初めて俺たちと顔を合わせる奴はほぼ確実に顔をしかめる。

			　だから、どうにかしようと、戦闘訓練兼信頼関係を作る役としてモーブたちを送り込んだのだ。

			　報告によると、モーブたちと同じ釜の飯を食って酒を飲んだ奴らは、だいたい仲良くなっていっているらしい。

			　こういうのは、やっぱり大人の対応の仕方があるよな。

			「まあ、少しでも改善すればいいよな。アスリンたちと交流させるのもいいかと思ったが、イメージ改善には繋がらんだろうからな」

			「そりゃ、ちびっこたちの中だと、人族はアスリン姫だけっすからね」

			「ラビリスもフィーリアもシェーラも、こっちじゃ亜人だからな」

			「実は、そのことでアスリンを除け者にしようとした馬鹿な亜人の大人がいまして」

			　おいおい、アスリンみたいな子にそんなことするのかよ。

			「無論、ラビリス、フィーリア、シェーラにボコボコにされたっす」

			「おう、そいつは無事、生きてるのか？」

			　いや、死亡報告などは耳に入るようにしているから、死んでないのは分かっているが、つい聞いてしまうのが人間の心だよな。

			「生きてますよ、一応」

			「一応ってなんだよ」

			「そりゃ、ラビリス姐さんがいましたからね。あのアスリン姫大好きっ子が、何もしないわけないっす。公衆の面前でぼっこぼこにして、裸にひん剥むいてつるしたっす。『子供を虐いじめました』って張り紙を貼って」

			「おぅふ」

			「おいらも、さすがにあそこまではやらないっす。それで全裸につるされたのと、ちびっこにボコボコにされたのがショックだったのか、引きこもりになってるっす」

			「おお、引きこもりになっただけで済んでるんだな」

			　逆に驚いた。

			　日本でそんなことが露見すれば、もうその場所で生活できないぞ。

			　心が強い奴なんだな。いつか社会復帰したら優しくしてやろう。

			「話がずれたな。で、進軍しているオリ○ーとピク○ンは、どこらへんだ？」

			「あ、ずれてたっすね。あの進軍速度だと、到着するのは明日の昼ぐらいっすね」

			「やっぱり、軍の移動は遅いな。車は便利だよな」

			「そうっすね。そう言いながら、おいらたちには剣と魔術で戦えって言うんすね？」

			「理由は前にも言ったけどな。相手にごねられないため、こっちの手札を晒さらさないため……と色々あるわけよ」

			「分かってますよ。大将が出るのもまずいっすからね。それにリーア姐さんはともかく、ジェシカ姐さんが出れば、逃がしたマーリィ姐さんの立ち場が危うくなるっす」

			「そこら辺もあるんだよな。俺が出るなら、一応、側近扱いのジェシカも一緒じゃなきゃおかしいしな」

			「正直、私も実戦で自分の力がどこまで上がっているのか、試したいところですが……」

			「姫さんに迷惑かけるぞ、必ず」

			「……はい、遺憾ながら今回は我慢いたします。ユキも戦闘に出ないようですし、セラリア様も安心されるでしょう」

			「というかさ、なんでセラリアにそこまで気を遣ってるんだ？」

			「それは、ウィードの女王陛下ですからね」

			「それで言えば、俺はセラリアと同じぐらい偉いんだが」

			「分かっていますが、ユキはいつもそういう軽いスタンスでしょう。比べて、セラリア様は王として振る舞っております。それに対しての敬意は必要かと。あと、マーリィ様に似ていますので、いや姫様の成長した姿と言いましょうか……」

			「ああ、やっぱり姫さんとセラリアって似てるのね。中身が」

			「ええ、セラリア様が元武闘派と聞いて、さらに実感しましたね。姫様は貴族の１人で、公爵家ではないものの、遠縁で一応、王位継承権がありますし」

			「似てるなー」

			「はい」

			　セラリアも戦闘大好きだからな。

			　姫さんと顔合わせたらどうなるものやら。

			　そんなふうに雑談をしていると、一緒にいたリーアが話しかけてきた。

			「さて、もういい時間です。明日は戦いなんですから、将軍様たちはお休みくださいな」

			「将軍って実感ないっす」

			「そりゃ、ウィードじゃ将軍っていうより便利屋だしな」

			「あそこでは、軍の必要性がほとんどないですからね」

			　そんなことを話しながら、俺たちは各々の寝床に戻って明日に備えた。

			　あー、敵軍の話はほとんどしてないな。

			　すまん、あまり重要視してねーや。

		

	
		
			第１７０掘　70億対４００万

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　ついに、ジルバ帝国軍と戦う日がやってきました。

			　姫様のおかげで各方面に遠征している軍団が集結することはありませんでしたが、運悪く魔剣使いの姉妹がこちらに目をつけてしまいました。

			　普通なら、亜人に勝ち目などないはずなのですが……。

			「スティーブ、とりあえず降伏を勧めてくれ」

			「えー、意味なくないっすか？」

			「最初に選択肢を与えるってのが大事なんだよ。あらかじめ温情措置を見せつけておいて、負けた後、言うことを聞けば助かるかもしれないって思わせないとな」

			「あー、死兵になったら面倒っすからね」

			「あ、いや、そうなったら全滅させるけどな。その場合は被害がでかくなるから、ゴブリン部隊に銃火器の使用を許可する。戦闘後、命がある奴だけを治療すればいい」

			「魔剣使いの姉妹もやっちまうんすか？」

			「それはスティーブが適当にやれ。そうすれば、姉妹はどうにでもなるだろ」

			「へいへい。どうせ、おいらが面倒事担当ですよ」

			　本陣となる場所で、ウィードの最高指揮者のユキと今回の作戦の総指揮官スティーブが、どうやって敵を捕ほ虜りよにするのかのんびり話し合っています。

			　負けることは、いっさい考えていません。

			　今回の戦いは数にすると、約５０００対１０００です。戦の常識から考えれば、亜人側が負けるのが確定している戦いと言っていいでしょう。

			　しかも、敵には魔剣使いが２人もいるのです。

			　魔剣使いは、１人で１万の戦力ともいわれる強大な戦力です。それが２人もいる敵軍は、実質２万５０００の軍隊と言っていいでしょう。

			　比べてこちらの軍は、軍とも呼べない亜人の志願兵８００ほどが主戦力。

			　確かに、亜人たちは人と比べて身体能力が高く魔術を使える者も多いです。ですが、１人で10や20を倒せる者は稀まれでしょう。

			　武具も持ち寄ったものや私たちから押収した武器しかなく、統一もほとんどされていない状態です。これでは、隊伍を組む正規軍の前では一気に蹴け散ちらされるでしょう。

			　しかし、実は、この寄せ集めは主戦力ではありません。

			　残りの２００がこの人族と亜人の混成部隊の主戦力であり、魔剣使いなどものともしない戦力を保有しています。

			　というか、前人未到の魔剣の解かい析せきを行い、姫様の魔剣を封殺し、私たちの軍をたった１５０で粉砕した人々が揃っているのです。

			　前回は２５００の兵たちが、１人として逃げ出せませんでした。

			　１５０にすべて捕縛されるなど、普通ならあり得ないことでした。

			「ま、大筋は前の姫さんとの戦いと変わらんだろうが。劇的な変化があるといいな」

			「いやっすよ。妙手を打たれると、こっちだって混乱するんすから」

			「混乱するだけだし、それもそうか……。亜人が何人か死ぬかもしれんが、もともと別行動と言ってもいいぐらいだしな」

			「そうっすね。わざと向かわせる話になってるけど、亜人たちもまともにやれば玉砕に近いだろうに、なぜかやる気満々ですからね」

			「あれだろ？　見た目だけだと味方が多そうだから、勝てると思ってるんだろうよ」

			「迷惑極まりないっす。おかげで、ここで迎げい撃げきするって話も無視しそうなんすよ？」

			「そりゃ話にならん。この場所、この平原の４キロ四方でやるからこそ意味があるのにな」

			「逃げられないようなトラップが満載っすからね」

			　そう、実は、この何もない平原はユキによるとダンジョンマスターの支配下にあって、スキルを使って自由に地形を変化させることが可能なのです。

			　つまり、この４キロ四方でジルバ帝国軍が戦えば、負けることが確定しているようなものなのです。

			「しっかし、よかったんすか？　ここら辺の地域を地上げしてしまって。何か、この大陸に影響はないんすか？」

			「軍の迎げい撃げきだしな。逃がすこともしたくない。ダンジョンの支配下に置いてみたが、とりあえず変化はないな。ウィードからの魔力循じゆん環かんは止めているし、地形改造やトラップ作りは魔力を消費するが、とりあえずは問題なさそうだ」

			「じゃ、いっそ一気に地上げをやってしまった方が楽じゃないっすか？」

			「それも意見としてはあるんだが、ここが平原だからできるんだよな。今のところは変化なしって言えば分かるか？」

			「ああ、平原なら見通しがいいし、何かあっても変化に気が付きやすいってやつっすか」

			「そういうこった。実際、支配下に置いてみたら、森や山脈でドラゴンが大量発生しちゃった、てへ、ではダメだろう？」

			「そりゃ、大災害っすね。目の届く範囲ってところが重要ですか」

			「だな、今後の研究次第だが、支配地域を広げられれば色々な意味で便利なんだけどな。今は迂う闊かつに動けん」

			　この大陸を襲う、魔力枯こ渇かつという目に見えない災害。

			　いえ、実際には、亜人の出生率の低下や魔術師の低下など目に見える形で影響が出ているが、この大陸の人々は、それに何かしらの原因があるとは考えていません。

			　だから、ユキは本来、そこまでこの大陸に気を使う必要はないのです。

			　しかし、彼にはなぜかことさら些細なことを慎重に行う気質があります。

			　スティーブはドラゴンの大量発生を大災害と言いましたが、そのドラゴンですら、このウィードが率いる軍なら１人で狩ることができるほどの強さなのです。

			「さて、敵さんも来ましたし、いったんおしゃべりは終わりっすね」

			「じゃ、任せたわ」

			「ういっす」

			　私たちの目の前には、敵の軍勢が正々堂々と整列しており、先頭には、将軍として騎馬に乗った魔剣使いのオリーヴとミストがいました。

			　様子を窺うかがっていると、オリーヴとミストが２人してこちらへ歩を進めてきました。

			　何か口上を伝えるつもりなのかもしれません。

			「スティーブ、いったん相手の話を聞こう。面白い話かもしれない」

			「面白い話って何があるんすか？」

			「……昨日、夕食でピーマンが出て残したとか？」

			「いや、子供じゃないんすから。大将、ピーマンが嫌いなんすか？」

			「子供の頃はな」

			「……２人とも、相手が何か告げますから静かにしてください」

			　こんな場面で食べ物の好き嫌いの話ができるとは、色々な意味で神経が太いですね。

			　しかし、モーブたちやトーリたち、果てはアスリンたちも欠伸あくびをしたり、居眠りしたり、きゃっきゃとお話をしている始末……。私だけでも真面目に聞かなければ……なんで、捕ほ虜りよ扱いの私が一番真剣なのでしょうか。

			　あ、ちなみに私は存在が敵にばれるとまずいので、ユキの道具で変装しております。

			「聞けぇ!!　ジルバ帝国にはむかう亜人たちよ、そして傭よう兵へいたちよ!!」

			　炎の魔剣使い、オリーヴがよく通る美しい声で叫び、全員がその声に耳を貸す。

			「私は、貴様らが退けたマーリィとは違います。今度は生きて戻れぬと知りなさい!!」

			　オリーヴの宣言とともに、後方に控える軍が鬨ときの声を上げました。

			　重なり合った５０００人もの声が、こちらにまで響いてきます。

			　その勢いに飲まれた亜人たちは、数の差を実感し始めて、暴走しかけていた熱気が冷めていっているようでした。

			　上手い。相手は舌戦で、こちらの士気を下げていくつもりのようです。

			「私たちは、この魔剣に勝利を誓います。ジルバ帝国４００万ともいえる民の未来を預かっているのです!!　貴方がたが勝てる道理など、１つもありません!!」

			　そこで、妹のミストが出てきて言葉を繋げます。

			「あなた方が、今、降伏すると言うのであれば手加減をします。もはや、剣を交えずに済む方法などありません!!　傭よう兵へい団の皆さまも覚悟してください。降伏するにしても、一度私たちの攻撃を受けてからです!!」

			　これで亜人たちの士気がさらに落ちました。

			　こちらが何を言っても、一戦交えて力の差を見せつけるつもりですね。今後、取り込みやすくするために。

			「どうした!!　降伏宣言であれば、さっさと言うがいい!!　手加減は戦が始まってからではできんぞ!!」

			　これが最後だと言わんばかりに、オリーヴが声を上げます。

			　さて、ユキたちはどうするのか……。

			「スティーブ、作戦変更だ。俺が出る」

			「ういっす。……はい!?」

			「全武装の使用を許可。交戦寸前で合図を出すから、一気に四方を囲え。俺たちだけであの軍を潰す」

			「ちょ、いったいどうしたんすか!?」

			「いや、ちょっと暴れたくなった。話もしてくるわ。リーア、ジェシカ、ついて来てくれ」

			「はい」

			「え!?」

			「モーブたちは、予定通り亜人たちと行動。トーリたちは交戦開始後、すぐに暴れろ。アスリンたちは、唯一の抜け道になるここを塞いでくれ」

			「おう、任せとけ」

			「分かりました」

			「お兄ちゃん、頑張ります!!」

			　私はユキの行動に驚きを隠せませんでした。

			　彼のスタンスは、常に表に出ないことです。

			　しかし、これではまったく逆。何を考えているのでしょうか。

			「あなたが傭よう兵へい団のリーダーかしら？」

			　オリーヴは私の困惑を知る由もなく、近づいてきたユキに話しかけます。

			「ああ、言いたいことがある」

			「降伏か？」

			「俺たちは、ジルバ帝国軍のお前さんたちを潰す」

			「ほう」

			「なぜです？　あなた方には勝目など微み塵じんもありませんよ？」

			「いや、どこからどう見ても、俺たちの勝ちしかあり得ない。たかが国民が４００万の国に止められると思うな」

			　ユキが淡々と語ります。

			　何を言っているのでしょうか？

			　ウィードの人口は１万とそこら。ウィードのある大陸の大国でも、ジルバ帝国と同じぐらいのレベルです。決して、たかが４００万ではないはずです。

			「ふん、どうやら何を言っても無駄のようですね。しっかり叩き潰してあげましょう。ミスト、戻るわよ」

			「……はい。残念です」

			　そう言って姉妹が自陣に戻……らなかった。

			「か、体が!?」

			「え、なんで!?」

			　彼女たちが、私たちに顔を向けたまま固まっている。

			「俺の話が終わっていないのに、勝手に帰るなよ。とりあえず、体を固定させてもらったよ」

			「ぐっ、卑ひ怯きよう者め!!」

			「あ？　５０００で１０００を叩き潰そうとしてる奴に言われたくないわ」

			「私たちは、正々堂々と兵法にのっとり動いただけですわ!!」

			「奇襲も、相手の大将を狙うのも兵法だろ」

			「……っ。私たちを討ち取っても、その後、５０００に押しつぶされるだけですよ」

			「馬鹿だろ。お前たち姉妹を動けなくする力を持ってる時点で、どれだけの兵力差があるのか理解できないか？」

			「お姉様、全軍に攻撃命令を!!　彼は何もしてきません!!　きっと私たちを封じるので精いっぱいなのです!!」

			「分かりましたわ!!　全軍突撃!!」

			　オリーヴの宣言で、すぐに５０００の軍が鬨ときの声を上げてこちらに向かってきた。

			「そんなところか。スティーブ、始めろ」

			『うぃっす』

			　ゴゴゴ……。

			　地面の下から白い物体が上がってきて、敵を含む私たちがいる戦場を囲みます。

			「な、なんですか、これは!?」

			「囲まれた!?」

			　オリーヴは状況を把は握あくするのに精いっぱいな様子ですが、妹のミストはまずいことになっているのが理解できたようです。

			「お前たちが４００万の未来を背負うなら、俺は70億の一片だ。スティーブ、撃て！」

			『了解。全部隊、射撃開始。目標敵本隊、兵器使用自由!!　兵器使用自由!!』

			　その合図で、一気に爆音が鳴り響きます。

			　もう、いっさいの音が消し飛ばされるような爆音。

			　いったい、どれだけ爆音が響いたか分かりません。時間もどれだけたったのかも……。

			「射撃停止」

			『了解、射撃停止。繰り返す、射撃停止!!』

			　ユキがそう言っただけで、爆音が止まり、辺りに静けさが戻ります。

			「な、なんてことを!?」

			「あ、あり得ない。何が起こったのですか……」

			　姉妹はすでに体の硬直を解かれているようですが、私たちに襲い掛かることはありません。爆音が鳴り響いた自軍がいた方を向いたまま、オリーヴは愕がく然ぜんとし、ミストは座り込んでしまいました。

			　それも当然です。

			　すでに、５０００の軍は存在していませんでした。

			「ううっ」

			「あ、腕がぁ……」

			「イタイ、痛いよぉ……」

			　いるのは生き残った負傷兵のみ。

			　立っている兵士はわずかしかいません。

			「正々堂々、対等――そんなあり得ない状況にすがるなよ」

			「ゆ、許しませんわ!!」

			「お、お姉様、やめっ……」

			　オリーヴが、目の前にいたユキに魔剣を振るいますが……ゴキッ。

			　嫌な音が響きました。

			「あぐっ、腕が、私の腕が……!!」

			「お姉様!?　このっ!!」

			　妹のミストも姉を助けるために、咄嗟にユキに攻撃しようとしましたが……。

			「う、嘘!?　魔剣の力が使えない!?」

			　ユキに剣先を握られて動かせないでいました。

			「最初から言っただろう。俺たちの勝ちしかないって」

			「ひ、卑ひ怯きよう者め」

			「お前たちも、最初から大人数揃えて来てるんだ。そっちのやり方と何も変わらんがな」

			「真っ向から勝負すれば……」

			「俺に傷一つつけられていないがな」

			　オリーヴは口を開くごとに何も言えなくなっていきます。

			　そう、彼女が言い訳できるようなことなんてないのです。

			「リーア、その２人を捕縛してくれ。スティーブたちは、亜人と一緒に敵の生き残りを確保。治療は後回しだ。死んだらそれまでってことにしとけ」

			「分かりました」

			『了解っす。お前ら、大仕事っすよ!!』

			　後方に控えていたユキの軍（？）が動き出します。

			　リーアが、その間にオリーヴとミストに縄をかけました。

			　大人しく捕縛されたミストがユキを見つめて、口を開きます。

			「……あなたの言う、70億とはなんでしょうか？」

			「俺の故郷で生きている人々の数だな」

			「あ、あり得ないですわ!!　そんな人数がいるわけ……!!」

			　オリーヴが大声を上げて否定しますが、ユキは淡々と続けます。

			「いるんだよ。そして、その70億の人々の中の１人が俺だ。過去から今までの蓄積で、70億もの数になった。力、知識、そのすべてを受け継いでいるわけではないけどな。たった４００万に負ける道理はない」

			「……私の魔剣が使えなかったのも、その70億の知識でしょうか？」

			「当たり前だ。故郷では、俺はただの凡人だからな。お前ら姉妹は、俺の故郷の歴史の積み重ねに負けたんだよ」

			「偶然ではなく、必然だったのですね……この負けは」

			　ミストががっくりと肩を落とします。

			「本当は、自らの功績と自軍を強化するためだけの戦争。それを、４００万の民の未来のためとは笑える。そんなことを言う奴には、手加減なんていらないだろう？」

			　何も言えなくなった姉妹が、リーアに本陣の方へと引きずられていきます。

			「……まったく。ウィードを相手にするには……相手にすること自体が破滅ですね」

		

	
		
			第１７１掘　自ら出た理由

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			　ユキは今、旅館の宴会場で１人正座をしている。

			　取り囲んでいるのは妻たち。

			　無論、私を含む。

			「ユキ、私は凄すごく怒っているの」

			　私がそう言うと、他の妻たちも頷く。

			「そもそもお兄さんは、なんで今回に限って自ら最前線に出たのですか？」

			「そうです。旦那様が討って出たと聞いた時には、流産するかと思いました」

			「あー、その、すまん」

			　ウィードで待機している妊娠組はもちろん、あの戦場で一緒にいたメンバーですら何も聞かされていなかったから、本当に心臓に悪い。いつものように相手をからかってすぐに戻ってくるかと思いきや、そのまま戦闘しだすんだから。

			「ラビリス、ユキに触って。なんであんなことをしたのか尋問するわ。さすがに、私も予想外よ。夫が前線に立つなんてね」

			「分かったわ」

			　私はセラリアの要請に応えて、ユキの頭にいつものようによじ登る。

			　おっぱいをたくさん押し付けてやるわ。おっぱい好きでしょ、知ってるんだから。

			　目線とかですぐ誤魔化すけど、大好きなのよね。私がたくさん触らせてあげるわ!!

		

	
		
			[image: p_75.jpg]
		

	
		
			「で、どうしてあんな行動をとったのかしら？」

			「まあ、そりゃ色々理由がありまして……」

			「それはそうでしょうとも。これで考えなしでしたなんて言ったら、首輪をつけるわよ」

			「俺は犬じゃねーよ」

			「さっさと喋しやべりなさい」

			　うん、セラリアの言う通り、さっさと喋るのよ。

			　ユキってば、本当に首輪をつけられて鎖につながれている自分をイメージしてる。

			　飼ってみたいわね。毎日遊んであげるわ。うふふふ……。

			　と、いけないいけない。ユキってば恐ろしい子!!

			　心を読む私への対策に、こんな素敵な想像をするなんて!!

			「うーん。どこから説明したものか……」

			「なに？　そんなに難しい話なのかしら？」

			「難しいと言えば難しいし、簡単と言えば簡単なんだが、その時の状況を説明しないと俺の気持ちが分からんだろう？」

			「ああ、そういうことね。流れが重要ってことかしら？」

			「そうそう。俺だって、最初は自分から前線に出ようとは思わなかったけどな。あの姉妹が、ちょいと俺の琴線に触れたんで」

			「あら、ようやく女を孕はらませるつもりになったのかしら？　いいわよ。いい加減、あなたは欲に溺おぼれなさすぎだから、一度は堕落した方がいいのよ。あなたの琴線に触れたなら器量よしだろうし、魔力枯こ渇かつの原因を調べるついでに、その姉妹を肉奴ど隷れいにでもしてみなさい。横に裸で侍はべらせて、いつでも相手ができるように……」

			「なに、そのエロ設定!?」

			「そのエロをなかなかしないユキさんには、ちょうどいいかと思います。だって、新大陸にいる時は全然押し倒してくれないんですもん」

			「いや。ドッペルだしね。他所だからね？　俺、そんなオープンな変態じゃないよ。つか、毎日夜はこっちで相手してるじゃん!!」

			「ちっちっち、そんなんじゃ足りないんですよ、お兄さん。見ての通り若いですから、私たち」

			「まあ、俺は毎日だけど、皆はローテーションだしな……そう言われると、すまん。頑張ります……」

			　そうよ。頑張って。

			　大丈夫、ユキならできるわ。

			「さて、夫が今後ベッドで頑張ってくれる約束は取り付けたし、本題に戻りましょうか。あの姉妹が変なことを言ったのね？」

			「ああ」

			「リーア、覚えているかしら？」

			「ええっと、普通の口上だったと思うんですが……」

			「それなら私が覚えています」

			「じゃ、ジェシカ、言ってみてくれるかしら」

			「はい、では失礼ながら……」

			　ジェシカが姉妹の口上を述べていくと、ユキの心が乱れるセリフが存在した。

			「セラリア、ユキが反応した言葉があるわ」

			「どれかしら？」

			「えーと。『私たちは、この魔剣に勝利を誓います。ジルバ帝国４００万ともいえる民の未来を預かっているのです!!　貴方がたが勝てる道理など、１つもありません!!』ってところよ」

			「なるほど……」

			「あの時、ユキは『お前たちが４００万の未来を背負うなら、俺は70億の一片だ』と言っていました。あれは事実なのですか？」

			「ん？　嘘は言っていないぞ、ジェシカ。俺の故郷の地球には、70億弱の人が生きている」

			「一片ね。ふふっ、あなたらしいわね」

			「セラリア様は『一片』という意味がお分かりになったのですか？　私は、なぜ背負うとか守るではなく『一片』と言ったのか不思議なのですが」

			　ジェシカは、まだまだユキのことを知らないのね。

			　このユキが、人を縛しばり付けるようなことを言うわけないわ。

			「夫は、自分は王や将軍などといった特別な立場ではないと宣言したのよ」

			「よく意味が分からないのですが？」

			「ふふっ。ジェシカは、今まで国のため、民のために戦ってきたから想像ができないかもしれないわね。それなら、王が滅べば国はなくなるのかしら？」

			「はい、当然です。跡を継ぐ者がいなくなれば国はなくなります」

			「それは、違うわ。国の名前が変わるだけなのよ。国がなくなったからと言って、民がすべて死に絶えるわけではないわ。民はそれぞれ生きる道を探す。私たち王族や貴族なんて、民からすればそんなものよ」

			「……つまり、私たちが民を背負っているというのは傲ごう慢まんだと？」

			「間違いではないけど、正しくもないわ。ジェシカも、民を守る兵士である前に１人の人間でしょう。いきなり上の役職の人間から『お前を守ってやっているのだ』なんて言われても、実感がないでしょう？　最前線で戦っているのは自分なわけだし」

			「確かに……」

			「民だって同じなのよ。彼らは必死に自分たちの生活を守っている。家族ひとつとっても、稼ぎ頭の夫が家族を守っているとは言わないわ。家のことを任せられる妻がいるし、未来を担う子供もいる。その１人１人が背負っているし、守ってもいるのよ」

			「なら、私たちに意味はないのでしょうか？」

			「いいえ、国としては、敵としてやってきた相手をなんとかしないと、そこに住んでいる民が被害を受けるわ。だけど、意味はあっても、それだけではないの。ウィードを見たでしょう？」

			「はい、ここの民は自由に生きていますね」

			「そう、本来の国民の姿と言うべきかしら。というか、国だって人が集まってできた物よ。王がいるから国になるんじゃないわ。王１人だけの国なんて、聞いたことがないでしょう？」

			「それはそうです。……そういうことですか。ユキは、それで姉妹に対して１人で出たわけですか」

			「そうよ。姉妹は自らの軍の士気を上げるため、また、こちらの士気を下げるために言ったのでしょうけど、その言葉がユキを動かしてしまった」

			「相手は自分の出世、軍の強化が今回の目的なんだから。夫は軍の長としてではなく、故郷の70億の１人として相対したってわけよ。ジェシカは知っているでしょう。人は集まって手を取り合えば、ウィードのような素晴らしい街を作れることを」

			「はい」

			「夫としては、相手が４００万なんて大層な数をあげて戦いを正当化しようとしたんだから、70億の１人として完敗させたかったんでしょう？」

			　セラリアがそう言ってユキの方を向く。

			「どうだろうな。色々な気持ちがあったしな。ま、セラリアの言ったことは外れてないと思う。俺は、あの時は地球人の１人として戦ったわけだ。これは卑ひ怯きようやズルなどではなく、俺たちの歴史の積み重ねの結果だってな」

			　ユキの考えが頭に入ってくる。

			　うん、確かにその通りだ。

			　あの姉妹はユキに対して、負けると宣言している。その数では無理だと。

			　だから、ユキはそれを覆くつがえした。

			　ただの人々の歴史の積み重ねに敗北したのだと、彼女たちに知らしめた。

			　お得意の魔剣まで封殺して。

			　素敵よ。素敵すぎるわ。

			「ふむ。誰か、その時の映像を録画してる？」

			「はい、もちろん!!」

			「さすが、リーアね。夫の頑張る素敵な姿の鑑賞会でもしましょう」

			「「「はーい」」」

			　私たちは喜んでセラリアの提案を受け入れた。

			　だって、ユキが頑張る姿なんて、めったにないもの!!

			「やめてー!!　その鑑賞会だけはやめてくれ。なんか、すげー恥ずかしい!!」

			「「「絶対、見る！」」」

			「いや―――!?」

			　ユキがここまで嫌がるのも珍しいわ。

			　うん、何か素敵。

			　あ、そう言えば思い出したわ。

			「ねえ、ユキ、あの姉妹はどうするの？」

			「あー、少しやりすぎた感があるんだよな。ま、実験に付き合わせるのは確定してるし、そのあとは姉妹と話しあってからだな」

			「私はセラリアの言う通り、肉奴ど隷れいにした方がいいと思うの」

			「なんでだよ……」

			「だって、完全なお嬢様よ？　私たちとはタイプが違うから、ユキもきっと楽しめるわ」

			「そんな理由で嫁さん増やすなよ」

			　ユキはやっぱりそっち方面では、故郷の習慣が抜けないのか、どうも嫌がる。

			　もう私たちに手を出しているんだから、少しははしゃいでもいいと思うのだけれど。

			　ま、私たちのお眼鏡に適った相手じゃないとダメだけど。

			　その点、あの姉妹なら器量よし、おっぱいよし、性格よし？　ま、そこは、今度話してみてからね。

			　腕も立つし、ユキを守る四天王なんて役職はどうかしら？　魔王の所と一緒よ。

			「四天王は負けフラグな気がするんだ」

			「あ、私、声に出てた？」

			　でも、なんで四天王は負けフラグなのかしら？

		

	
		
			第１７２掘　魔剣と姫

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、嫁さんたちはあの適当な説明で納得してくれたようだ。

			　人間って、納得できないことが実際に起こると、自分の解釈で勝手に自己解決してしまうものだ。そうしないと心が安定しないからとかなんとか。

			　そうした考えを、ラビリスが読み取って言う。

			「ふぅん。本当はユキの若気の至りってこと？　さっきの戦いは？」

			「ま、そんなところだと思ってくれ」

			　正直、あんな士気の上げ方をする姉妹を普通に下しても、きゃいきゃい文句を言って話にならなそうだからな。

			　自分たちは絶対勝てるって言げん質ちをとっておいて、完膚なきまでに叩き潰した方が後々やりやすそうだったんだよな。

			　亜人は怖おじ気けづいていたし、あのまま戦闘して被害が大きくなったら、今後の亜人との交こう渉しように問題が出る。

			　結論、ああいうタイプはプライドを粉々にした方がよい。

			　それでも駄々をこねるのなら、ポイすればいいだけだし。

			「あら、酷ひどい」

			「でも、駄々をこねるのをほっといたら、ラビリスたちが折せつ檻かんするんだろう？」

			「それは当然ね」

			「それはいいとして、なんで姉妹やジェシカの嫁入りのＯＫが出るんだ？　というか、他に嫁が増えたりしたら、皆の相手をする回数が減るんだぞ？　なんか間違ってないか？」

			「そうねえ。そこは問題なのだけど、ユキが無理をしないためね。お嫁さんの私たちがたくさんいれば、ユキは優しいから私たちを大事にしてくれるでしょう？」

			「そりゃ、嫁さんは大事にするわ」

			「だからよ。たーくさんのお嫁さんが、ユキが大好きーって子がいれば、変に無理をしないでしょう？　できた子供も放っておいたりしないでしょう？」

			「そりゃな」

			「ユキから、世界を救うために連れて来られたって聞いた時、心に触れて分かったの。ユキは、本当は静かに暮らしたいんでしょう？」

			「それができないからな。最悪、ルナが俺をつぶしに来るだろう」

			「ユキは不老なんだから、ゆっくりやればいいじゃない。私たちも、ルナに掛け合って不老にしてもらったんだもの」

			「おい!?」

			　マジか、ラビリスが不老になっただって!?

			　というか他の嫁さんもか。あー、俺からさっさと釘を刺しておくべきだった。

			「大丈夫。私は後悔していないわ。この姿から成長しなくていいんだもの。種族的にはもう子供も産めるし、ずっとユキと出会った時の姿でいられるのは素敵よ。ああ、アスリンとか何人かは、まだ不老化してないわよ。アスリンは成長したら、きっとボインボインになるわ。楽しみね」

			「アスリンの胸は成長すると見てるのか」

			「それは当然。あの子、あの体型にしてはおっぱいの成長が速いのよ。成長すれば、胸は私に並ぶぐらいになるんじゃないかしら」

			　それはそれは……アスリンは逸材だったか。

			「で、あの姉妹はどうするのかしら？」

			「いったん普通に話してみるよ。そのために、わざわざ70億なんて言ったんだからな」

			「その70億の意味が、よく分からないのだけれど？」

			「比喩みたいなものだからな。70億に当たる俺の故郷と、あの姉妹が４００万と言ったジルバ帝国。これを聞いてピンと来ないなら、それでいい。セラリアは感覚的に分かってたみたいだけどな。意味を理解したであろう姉妹は、今ごろ震えてるんじゃないか？」

			「？」

			「つまりだ。70億の人々を養える国、世界があるってことの宣言だったんだよ。４００万の国が相手になると思うか？」

			「数では無理ね」

			「数は分かりやすいよな。でも、それだけじゃない。70億人いるってことは、それだけ色んな技術や知識が磨かれているってことだ」

			「つまり、あの姉妹はユキを通して、ちきゅうの人たちに敗北したってことかしら？」

			「ああ、たかが４００万だ。確かにその中にも、天才や特殊な才能を持つものがいるだろう。だけど、それなら70億の俺たちの方が有利だ。圧倒的に数が多いからな。生まれてくる技術や知識も同じ。単純に比較はできないが、数が多ければ、それだけ才能、技術といったものが生まれる可能性が高くなる。事実、俺の故郷の戦い方に、あの姉妹とジルバ帝国はまったく手も足も出なかった」

			「一方的だったわね」

			「物資がたくさんあるとか、そんなのは二の次なんだよ。まず、どのような方法で戦うかが大事なんだ。剣を振るうより銃の方がいい。これは、俺の世界では当然だ。チートだから勝てて当然だ、なんて言うのは馬鹿だ。分かるだろう？　確かに強力な武器があれば強い。だけど、１人じゃ何もできない。だから、俺は魔物に知識を教え込んで軍を組織したし、命令１つですぐ攻撃できるようにした。これは、チートではなくて、故郷の知識のおかげだ。これを、俺１人の成果だなんて言えない。どこからどう見ても、俺は70億の一片なんだよ」

			「ユキが、いつも自分は大したことはないって言っているのもそのせい？」

			「ああ、ほとんど俺が考え出した策じゃない。故郷で学んだ知識だ。大したことをしているのは、この知識を積み重ねてきた俺の先人たちだ」

			「ユキは、故郷では普通の人だったって言ってたわね」

			「おう。ただの一般人。普通に暮らしてたよ」

			　普通に働いて、たまの休みにゲーム三ざん昧まいしたり、昼寝したりするのが趣味なただのおっさん。

			「うん。あなたは間違いなく70億の一片ね」

			　俺のイメージが伝わったのだろう。

			　ラビリスがそう言って笑った。

			「そういえば、ユキは姉妹と話すって言ったけど。何を目的に？　魔力枯こ渇かつの話と関係あるのかしら？」

			「そうだな。というか、この魔力枯渇した大陸で、なんであの魔剣が普通に稼働するのか不思議すぎるんだよ」

			「そんな資料、見たわね」

			「皆には、一応、資料として渡しているけど、正直、難しいよな」

			「ごめんね、ユキ。頭が悪くて」

			「それは適材適所ってやつだ。こうした分析は、俺やザーギスに任せとけ」

			「ふふっ、やっぱり素敵よ。で、魔剣が問題なのね？」

			「ああ。というか、あの魔剣の発動条件とかも不思議なんだよ。ジェシカから聞いただろう、あの魔剣の不思議な話」

			「ええ。魔剣は常に姫と共に目覚める、かしら？」

			「そう。なぜか魔剣は、女性限定で歴代使われている。前回の姫さん、マーリィの魔剣は警戒して触れないようにしたし、ほぼ何も研究はしていない。ただ、ジェシカからの情報で、魔剣と女性という話があったんで、ザーギスも何かあるのではと睨にらんでいる」

			「それが、枯こ渇かつの原因だと睨んでいるの？」

			「いや、直接の原因ではないと思うが、それなりの鍵かぎになっていると思う。だから、今回、姉妹が来てくれて本当にちょうどよかったわけだ」

			「ユキにかかれば、由緒正しい魔剣と姫もただの研究材料ね」

			　ラビリスが言ったことが、なぜか少し気になる。

			「ん？　ユキ、何か引っかかってるわね。……由緒正しいんじゃないかしら？　そこでユキの考えが乱れたわ」

			「……由緒正しいってのは、出所がはっきりしてるってことだよな？」

			「ええ。人なら生まれ、物ならいつ手に入ったのかとかかしら？」

			　ラビリスに言われてピンときた。

			「魔剣は誰が作ったんだ？」

			「……ジェシカに聞いてみましょう」

			　俺たちは鑑賞会に参加しているジェシカに会うため、部屋を出た。

			　なんのために、誰が魔剣を作ったんだ？

			　さすがに、勝手にできたような代物じゃないしな。

		

	
		
			第１７３掘　実験交こう渉しよう

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「さて、お２人とも体の調子はどうだ？」

			　俺は現在、魔剣使いの姉妹の所へ来ている。今後の展開をどうするか決めるために。

			　いや、正直、ジルバ帝国と開戦するのでも問題はないんだ。

			　姉妹が連れてきた軍は全滅に近い状態にしてしまったし、姉妹に嘘の報告をさせたところで、遠からず大規模な調査隊が来ることになる。

			　どう嘘をつかせても、軍のほとんどが壊滅した事実は消しようがない。

			　さすがの俺も、命を復活させることはできないし。ルナなら可能かもしれないが、この世界でそんなことをしている姿を見たことはないし、たとえ可能でも協力はしてくれないだろう。

			　人が生き返るようになれば、それはそれで大問題だからな。

			　というわけで、ジルバ帝国に俺たちのことがばれるのも時間の問題だ。

			　今回は俺が直接手を下したわけだが、スティーブたちに任せても結果は変わらなかっただろうし、面倒には変わりない。

			「……兵の皆は、どうなりましたの」

			　色々考えていると、ようやくオリ○ーじゃなくてオリーヴが口を開いた。

			　俺への返事ではなく質問だったがな。

			「どうなったのかは、知っているんじゃないのか？」

			　もう、ほとんどが木こつ端ぱ微み塵じんにされて、生き残りも大怪け我が。

			　ちなみに、生き残った兵士たちの食い扶ぶ持ちは、自分たちで賄まかなってもらっている。

			　正確に言うと、鹵ろ獲かくしたものを配給している状態だ。いちいちウィードの財布を開く必要も義理もない。向こうから攻めてきたんだし、こっちが損をする理由はない。

			「……あなたは私たちを捕縛した後、生き残った兵たちを治療するよう部下に指示していました。生き残りはいるのですか？」

			　今度は妹のピクミ○……いや、ミストが話しかけてくる。

			「はぁ、とりあえず質問に応えるのが先な。そっちに選択権がないのを自覚しろ」

			「あんな卑ひ怯きような真似をしておいて!!」

			「お姉様、落ち着いてください」

			　ありゃ、結局、卑怯者扱いか。

			「元気はありそうだな。だが、卑怯者という言葉はいただけない。どこが卑怯だった？　絶対勝てるって言ってたのはそっちだろ？　というか、そっちは俺たちよりも５倍近くも戦力を集めて負けたんだ。どっちが卑怯者かね？」

			「それは、兵法というものですわ!!」

			「なら、少数で勝った俺の策も兵法だ。誰が、真っ当にぶつかり合うかよ。全滅するのが目に見えてるのに」

			　いや、真っ向からぶつかっていたとしても、俺たちウィード組は１人も討ち取れないと思うがな。亜人勢力はともかく。

			「ぐっ」

			「ま、そっちが何を言っても状況は変わらん」

			「では、あなたは、何をしに私たちの前に現れたのですか？」

			　ミストがこちらを睨にらみ付けている。

			「自己紹介をな。あの時は、そっちがまくしたてるだけだったから、こっちが自己紹介する間もなくつぶしたけど、今なら普通に話せるだろうと思ってな」

			「……オリーヴ・メルトと言いますわ」

			「……私は妹のミスト・メルトと申します」

			　２人とも、嫌々ながらもとりあえず名乗った。

			　まぁ、名前は知ってたけどな。

			「俺は……そうだな、この傭よう兵へい団のリーダーでユキと言う」

			「……お前は分かっているのか？　これで確実にジルバ帝国に敵対したのだぞ」

			「で？　そっちが攻めて来たから迎げい撃げきした。その結果だ。ジルバ帝国が攻めてくるのなら、また殲せん滅めつしてやろう。今回と同じように、馬鹿みたいに兵士数を揃えて連れてくるだけだろうから。狙いやすいったらありゃしない」

			「……あの攻撃は、何度でもできるものなのですか」

			　ミストが、俺の目をじっと見つめて質問をしてくる。

			　これは探ってるな？　どうやれば勝てるのかを。

			　うんうん、これぞ人の道だね。あきらめないで、手段を模索する。

			　文明こそ遅れているが、このミストという子にも見所はありそうだ。

			　これが、強者やチートを凌りよう駕がしうる力の根源だ。

			　と、質問に答えてやるかね。

			「何度でもできる。あれより激しくもな。ちなみに最大射程が５キロぐらいだから、大軍がくるなら、適当に引き寄せて一気にドーンだな」

			「「……」」

			　姉妹がそろって俺の発言に絶句している。

			　２人はあの攻撃がこちらの切り札で、１回きりしか使えないと思っていたようだ。だが、現実には無限とはいかないが、ここら一帯を耕すぐらいはぶっ放せる。

			　……予算の関係上、なるべく出し惜しみしたいが。

			　だから、地球からすれば前時代的ともいえる、数を集めて隊伍を組むような古い戦法では勝負にならん。

			「そろそろ本題に入ろう。君たち姉妹があることに協力してくれるなら、生き残っている兵士たちを連れて帰ってもいいとしよう」

			　うん。捕ほ虜りよにしておいても、自前の物資がなくなればウィードから供給しないといけない。

			　それはお断りなので、帰ってもらおう。

			　姫さんの時と同じ方針だな。

			　それが一番時間を稼げるし、お金もかからない。

			「……兵は、やはり生きているのですね」

			「何人残ったのですか？」

			「１０２３人だ。思いのほか生き残ってよかったな」

			　実は、姉妹を捕縛したあと、怪け我がの治療をする前に姉妹が連れてきた兵士たちをある実験に使った。

			　その成果が、１０２３人というわけだ。

			　実験というのは、兵士たちに俺が回復魔術をかけたのだ。

			　結果、俺の回復魔術が凄すごいことが分かった。これまで、人に回復魔術がどれだけ効くのか曖あい昧まいだったが、俺の回復魔術は少し桁けたが違ったらしい。

			　本来、四し肢し欠けつ損そんはエクストラヒールでも治せないものらしいが、俺のエクストラヒールだと治せることが分かった。四肢欠損していた兵士も、なくなった四肢が完全に治ったのだ。

			　なぜ、このような違いが出たのかはザーギスと考察中だが、多分、人体に対する認識の差だと思う。

			　ルナ曰いわく、俺の能力はこの世界にある便利そうな力を適当につぎ込んだだけなので、オンリーワンな能力はないそうだ。そう考えると、この世界の回復術師との差は、人体の仕組みに対する理解、認識の差くらいしか思いつかない。

			　そもそも、この世界の回復魔術は本当に回復魔術を使っているのかというと……。

			　あ、いかんいかん。

			　今は姉妹と話しているんだった。この件は、また別のところで話そう。

			「「……」」

			　姉妹は、まだ悩んでいるみたいだな。

			「……何に協力すればいいのか、聞いてもいいでしょうか？」

			「当然の質問だな。なに、簡単なことだ。魔剣を調べたいんで、実験に付き合ってくれ」

			「なんという罰当たりなことを!!　あれは、始祖様がもたらした秘宝なのですよ!!　それを実験だなんて!!」

			「いや、実戦で使って壊れる可能性を無視するのは、いいのかよ」

			　しかし、ジェシカから聞いた通りみたいだな。

			　あれから、ジェシカに魔剣について詳しく聞いたのだが、魔剣は遥か昔、始祖と呼ばれる人々が、亜人に対抗するために鍛きたえて作りあげた伝説の武器なのだという。

			　いや、人が作ったんだから、伝説も何もただの人造の武器じゃん。

			　その始祖とやらの人々については、まったくの情報なしだ。

			　伝承は色々あるが、当時の亜人たちとの戦いの中で、始祖は人々の中で英雄扱いされている。どんな人だったかという部分についての記述は、「素晴らしい人である」としか残っていない。

			　まったく、調べるのに苦労する。

			　歴史研究とかをしている人が、実に大変なんだと分かる。

			「お姉様、落ち着いてください。私たちに魔剣を返してくれると言っているのですね？」

			「そうなのか!?」

			「そりゃ、魔剣を使えるのは君たち２人だけだ。返さないと実験ができない。ああ、解放してやる時には、魔剣も一緒に持っていっていいぞ」

			　魔剣については、この大陸じゃ文字が読めない一般人ですら知っている存在だ。

			　そんな物を手元に残せば、必ず変な事態になる。

			　魔剣を求めてジルバ帝国以外の国が来たりとかな。

			「実験……それを手伝えば、本当に生き残った兵と魔剣を返した上で解放してくれるのですね？」

			「ああ」

			「解放された私たちが、暴れないともかぎりませんわよ」

			　姉のオリーヴが挑発的に言うが、しょぼい魔剣を持って暴れたところで、被害はスティーブが焦げるぐらいだろう。

			「いや、暴れてもいいけど。怪け我がしないようにな」

			「へ？」

			「俺に傷一つつけられない奴らが、他のメンバーをどうにかできるわけねーし」

			「お姉様、大人しくユキの提案に従いましょう。悔しいですが、私たちでは歯が立ちません。何か問題を起こして魔剣を取り上げられれば損です。兵の命もかかっています。どうか、我慢してもらえませんか？」

			「……ミストがそう言うのでしたら。分かりましたわ。ユキの提案をお受けいたします」

			「よし、交こう渉しよう成立だ。細かい書類は後で持って来させるから、それに署名してくれ」

			「「え……」」

			　誰が口約束だけで済ますかよ。

			　書類に残しておけば、あとで色々利用できそうだしな。

			　ま、２人がその可能性に気付くかどうかは知らないが。

			「実験は明後日から始める。まあ、それまではゆっくりしててくれ。あ、無茶な実験はしないから。協力と言っても命の危険があるような内容でもないし、書類にそこら辺も書いてあるからな」

			　大事だよね。書類。

		

	
		
			第１７４掘　魔剣の秘密　序章

			　

			　ｓｉｄｅ　トーリ

			　今日、私はユキさんたちに呼び出されました。

			　ウィードの特別会議室に集合ということなので、よほどのことだと思います。

			　魔剣使いの姉妹を捕縛して１週間とそこいらなのですが、それだけ重要な情報が集まったということでしょう。

			　ちなみに、特別会議室というのは、以前に各国の王様たちと会談をした会議室よりも遥かに警備が厳重な場所です。ここに入れるのは、私たちユキさんの嫁たちと、ユキさんが一緒に連れてきた人のみになります。

			　ここに足を踏み入れる人は、ユキさんの正体を知っている人に限られるのです。彼が何を神から託され、何をなそうとしているのかを知っている人間に。

			　ジェシカさんは新大陸の重要な情報源であり協力者なので、この会議に参加しています。

			　まあ、指定保護もかけていますし、問題はないでしょう。仕事は真面目で好感がもてますし、新大陸では差別されている亜人の私たちにも普通に接してくれます。

			　というか、正直、新大陸の亜人たちについて言うと、私たち獣人族のお嫁さんメンバーですら、彼らが苦手です。

			　ユキさんが言うように、積み重ねられた人族への恨みというのがあるのでしょうが、私たちが強いと認識した途端に求婚してきたり、人族を倒そうなどと誘ってきたりするんです。

			　最後には、私たちの大事なユキさんを貶けなすような発言をするので、これまで何度かぶっ飛ばしています。

			　全部の亜人がそういうわけではないのですが、私たちに接触してくるのはそういう輩やからが多いのでうんざりです。

			　リエルとカヤも、色々とイライラしています。

			　セラリアと相談しているのですが、新大陸で勝手に建国をするにしろ、ユキさんの意思がそれなりに傾かないと維い持じできないので、あまりお勧めをしないとのこと。

			　確かに、今のまま亜人を国民にした国を作っても、内側が纏まとまっていないので内政を進めるだけでも大変なことになります。

			　かといって他所の国を乗っ取るにしても、どちらにせよダンジョンがあるこの地点は守らなければならず、私たちが助けた亜人たちを放りだす結果になってしまいます。

			　うん、ユキさんの言う通り、最初から見捨てておけば色々動きやすかったと思います。

			　こんな状況ですけど、ユキさん曰いわく、俺たちが二度もジルバ帝国撃退を成功させているので、最近は亜人の反発が少なくなってきているらしいです。

			　……あまり実感がないのですが……だって、求婚ばかりしてくるんです。

			　ユキさんが、「トーリが美人だからだよ」って言ってくれて嬉しいのですが、そこらの男に好意を向けられても全然嬉しくありません。ユキさんに茂みに押し倒されるような出来事なら、いくらでもウェルカムなのですが。

			　とまあ、こんな感じで、会議が始まるまで妊娠待機組と話をしてるところです。

			「はぁ～。トーリたちも大変ですね。兎人族の私も、そっちに行ったら同じ扱いになるのでしょうね」

			　ラッツがウサミミをゆらゆらさせて、さっきの話を自分に置き換えて想像していたのか、苦笑いを浮かべています。

			　なお、妊娠３か月宣言があってからさらに３か月ほど経っているので、ラッツのお腹は目に見えて大きくなっています。

			「あ、冗談でも新大陸に来ようなんて思わないでください。亜人たちにユキさんの子供を身み籠ごもっているなんて知られたら、堕おろせとかいわれますよ」

			「は？　ぶち殺しますよ」

			「うん。そんなことがあったら、僕もぶち殺すけどさ。そんな子供に悪影響がありそうな場所には来ない方がいいって、トーリは言いたいんだよ」

			「ああ、なるほど。分かりました、リエル。落ち着くまでは、新大陸には行きません」

			「そうねえ。私も様子を見に行きたかったのだけれど、そんな状態じゃ、やめておいた方がよさそうね」

			　横で話を聞いていたセラリアも、やれやれといった調子で同意します。

			　ルルアやデリーユ、エリス、キルエたちも、残念そうな顔をしていますが、大人しくしていることにしたようです。

			「あ、そういえばさ、キルエってなんでシェーラより先に妊娠したのさ？　立場的に結婚式も辞退したくらいなのに」

			　突然、リエルが尋ねました。

			「それは……」

			　キルエがお腹をさすりながら説明しようとすると……。

			「それは、私が頼んだことなのです」

			「シェーラが？」

			「はい。私はユキさんの側室として来ていますから、正室のセラリアより先に妊娠するのはよろしくないのです」

			「え、でもさ、ユキさんは裏方で、表面上、セラリアが女王なんだから関係ないんじゃない？」

			「それでも、ガルツの立場としては私がユキさんの子供を先に身み籠ごもったということで、ウィードになんらかの譲歩を求めたり、ウィード内での私の発言力を上げようと画策する可能性があるのです。最悪、生まれた私の子供に要いらぬことを吹き込むでしょう」

			　うーん、政治の難しいところですね。

			「そうなのよね。ユキや私たち当事者からすれば正室とか側室とか関係ないのだけれど、表向きには私が正室、ルルア、シェーラが側室、他が愛人といったような感じになっているわ」

			「……シェーラ様がおっしゃった通りです。国の関係上、シェーラ様が妊娠するのは、セラリア様がご出産した後ということになります。ですから、シェーラ様から、せめて私は愛の赴おもむくまま子を成して欲しいと言われたのです」

			　なるほど。うん、愛の赴くままって素晴らしいです。

			　我慢しなければいけないシェーラは少し可哀想かわいそうですが、私も落ち着いたらユキさんとの子供を作ろう。ばんばんするんだから。

			「新大陸へ行っているお主らも無事でなによりじゃ。して、ユキはまだ来ないのか？」

			　デリーユがそう言って辺りを見回すと、ちょうど会議室の扉が開いてユキさんが入ってきました。後ろから資料を持ったリーアとジェシカ、機材を運ぶザーギスが続きます。

			「おう、待たせた。みんな、座ってくれ。ってもう座ってるな。リーア、ジェシカ、資料を。ザーギス、こっちは一緒に準備するぞ」

			「「分かりました」」

			「はい」

			　ジェシカも、最近はユキさんの補佐が板についてきました。

			　まあ、マーリィさんの側近だったのですから、慣れている部分もあるのでしょうけど。

			　そんなことを考えていると、手元に資料が回ってきました。

			　最近の会議は、これが普通です。

			　ウィードに来る前は、こんな上品質な紙は見たこともありませんでした。ましてや今みたいに、資料として皆に配られるようなことはありませんでした。

			　さて、思い出に浸るのは終わりにして、資料に目を通しましょう。

			　お仕事は大事です。ユキさんの妻なのだから、夫の頑張りを蔑ないがしろにしてはいけません。

			　タイトルは『魔剣の構造』と書いてあります。

			「魔剣って、そこのジェシカの上司だったお姫様が持っていたやつよね？」

			「いや、お姫様のセラリアが言うなよ」

			「今は女王よ」

			「そうだったな。と、その姫さんが持っていたもので間違いないが、今回の資料は、また別の魔剣についてだ」

			「ああ、そういえば、ジルバ帝国の欲をかいた連中が攻めてきたらしいじゃない。その時？」

			「そうだ。その時に魔剣をこちらで確保したので、しっかり調べさせてもらったわけだ」

			「ここに皆を集めたってことは、それなりの情報が手に入ったってことかしら？」

			「それなりだな。まあ、とりあえず資料を見てくれ」

			　そう言われて、再びみんな資料に目を通し始めます。

			　えーと……基本的にはナールジアさんの作るエンチャント剣には及ばない粗悪品と呼んでいい物だが、ある一点だけ上回っているところがある……ふむふむ。

			「え」

			「ユキ、これは本当なのかのう？」

			　全員、ある一文で目がとまったようです。

			　代表してデリーユが疑問を口にしました。

			　その一文とは……。

			「魔剣の魔力供給源は中央の魔石……ダンジョンコアだ」

			　そう、ダンジョンマスターがダンジョンを動かす時に必要となるもの。ルナさんからＤＰをもらう手段です。

			「ダンジョンコアを使った魔力貯蔵、魔力の総量だけは、ナールジアさんが作った剣より遥かに上だ。なにせ、このウィードのダンジョンコアすら、いまだに増え続けているからな」

			　いったいどういうことなのでしょうか？

			　ダンジョンコアを材料に？　誰が、なんのために？

		

	
		
			第１７５掘　魔剣の秘密　中章

			　

			　ｓｉｄｅ　カヤ

			　皆がユキの言葉に驚いている。

			　それもそうだ。ダンジョンコアを材料にして作った武器など、今まで聞いたことはない……。

			　しかし、ユキ曰いわく、武器としての性能はあまりよろしくないそうだ。

			　確かに、それは姉妹が実験で魔剣を使っていた時、私も見ていて分かった。

			　だって、私の炎魔術の方が強いもの。

			　ユキの強制引き上げで私のレベルが高いのもあるけど、根本的な魔術のレベルが違うような気がした。

			　資料に目を通しながら、私は実験の時のことを思い出す。

			　あの時、私はユキに呼び出されて、実験場所に赴おもむいていた。

			　そこにはあの姉妹とザーギス、護ご衛えいのリーア、ジェシカ、それとちびっこ４人が待っていた。

			　

			「お。カヤ、ごめんな」

			「……気にしないで。ユキには、お稲荷いなりさんを作ってもらうから」

			「おう。任せとけ」

			「あ、お兄ちゃん、私も!!」

			「兄様!!」

			「ユキさん、私も!!」

			「酷ひどい男ね。カヤだけなんて……」

			　うん、相変わらずユキの周りは騒がしい。

			　こうやって思いっきりユキに甘えるメンバーのことは嫌いではないけど、私は、布団の中以外ではあまりユキにべったりではない。

			　リエルとかは不思議がっているけど、こういう距離感が好きなのだ。

			「はいはい、みんなの分も作るからな。さあ、今からお仕事だから邪魔しないようにな」

			「「「はーい」」」

			　ユキがちびっこに言い聞かせて、私に向き直った。

			「とりあえず、見学者がいるけど大丈夫か？」

			「ん、問題ない。みんなにとっては、いい勉強になると思う」

			　ちびっこたちは、ユキの補佐だからレベルだけは高いが、圧倒的に実戦経験が足りていない。

			　少しでも、その経験を増やすことは大事だと思う。

			　私と姉妹の実験が役立つなら利用するべきだろう。

			「ねー。ユキさん、僕へのご褒ほう美びはないの？」

			　横で同じく実験に参加するリエルが抗議の声を上げる。

			「リエルは、あとでお刺身の盛り合わせだ」

			「うん。がんばるよー!!」

			　安い女ね、リエル。

			　……私も人のことは言えないか。

			「で、トーリはステーキでいいか？」

			「あ、はい。わざわざありがとうございます」

			　で、トーリは自己主張しなさすぎ。

			　お肉が好きなのは何も恥ずかしいことじゃないのに、ユキの前では淑しゆく女じよに見えるよう振舞って主張しない。布団では、わんわん激しく鳴いてるのにね。

			「さて、そっちの準備はいいか？」

			「……ええ、構いませんわ」

			「……あの、一応、魔剣を使うのですから、子供たちがあまり近くにいては……」

			　……と、今日のメインの姉妹を忘れていたわ。

			　２人とも、私たちの日常に追いついてないみたい。

			　まあ、当然ね。見た目だけだと、アスリンたちは子供にしか見えないし。

			　でも、中身は私たちよりレベルが上だから、経験と技量以外負けているわよ。アスリンたちを相手に、あの２人では何もできないと思う。

			「そうだな。お姉さんたちが、こう言ってるんだ。もう少し離れて見ような」

			「「「はーい」」」

			「「……」」

			　それでも姉妹はどこか納得いかない様子で、微妙な表情のままだったが。

			「じゃ、始めるか。ほれ、魔剣だ」

			　ユキがそう言って、アイテムボックスからひょいっと魔剣を取り出して放り投げる。

			「!?」

			「え、自分でアイテムボックスの魔術を使えるのですか!?」

			「そりゃ使えるわ。いちいち驚くなよ。俺たちとの実力差は、すでに実感しただろう？」

			　確かにユキのアイテムボックスは珍しいスキルではあるが、私たちの大陸にないわけではない。新大陸では、かなり珍しいスキルみたいだけど。

			「そんなことはどうでもいい。魔剣に変わった感じはあるか？」

			「……ミスト、大人しく現実を受け入れましょう」

			「……はい、お姉様」

			　ユキに言われて魔剣を振ったり、わずかな炎や水を発生させている。

			　ふうん、ほとんど魔力を使わず魔剣自体の力で魔術を発動しているみたい。

			　リーアの武器や鎧よろいとは違うタイプね。

			　リーアの勇者装備は、リーアの魔力を吸ってようやく起動するようになっている。

			　私たちも各々専用の武器や鎧がバージョンアップするたびに渡されているけど、それも自分たちの魔力を供給して動くタイプだ。

			　それと比べて魔剣は、民間向けに作られた魔力なしで明かりが灯る電気のランプみたいなものだろう。

			　例えはあれだけど。そんな表現が正しいと思う。

			「特に問題はありませんわ。しかし、実験と言っていたので、魔剣はすでにバラバラにしたあとだと思っていました」

			「そうですね。何も問題はないようです」

			「じゃ、実験を開始しても問題はないな」

			「構いませんわ」

			「よし。ならまずは、魔剣で得意な技でも見せてくれ。必殺技とかじゃなくていいぞ。戦う者としては、奥の手を見せたくないだろうからな」

			　ユキがそう言って姉妹から離れる。

			　姉妹がいきなり斬りかかってくることも考えて、様子を見守っていると……。

			「そう睨にらまないでくれます？　私たちとて捕ほ虜りよの自覚はありますのよ」

			　私たちにきつい目で見られているのを感じていたのか、オリーヴが何もしないとアピールをする。

			「……私たちは、見張り役。きつい目で見られて当然」

			　私はオリーヴに言い返した。

			　あなたたちから戦を仕掛けておいて、何を馬鹿なことを。私個人としては、こんな私利私欲で戦を起こす奴なんて大嫌いだ。あの、ロワールを思い出す。

			「これぐらいは我慢しろ。戦を仕掛けて捕まって、五体満足なんだからな。別に暴行もされてないし、兵器で吹っ飛ばされた兵士たちよりましだろう？」

			「……」

			「お姉様、これは仕方がありません」

			　否定しないのね。

			　ふん、やっぱりそんなものね。口で何か言っても、行動するような力が伴っていない。

			　そんなやりとりの後、姉妹が魔剣の技を放った。

			「わー、すごいです!!」

			「兄様も、あんな武器が欲しいですか？」

			「ふむふむ」

			「……ユキが欲しがる武器は、もっとえげつないわよ、きっと」

			　ちびっこたちが姉妹の魔剣を見てきゃっきゃと騒いでいるけど、監視役として情報収集している私たちとしては微妙だ。

			　今のところ、魔術のレベルを超えるようなものはない。

			　利点としては、魔剣は発動するための魔力が限りなく少なくてすむ感じがする。さっき見た通り、私たちが魔術を使うより圧倒的に消費魔力が少ないのだ。

			　魔力感知のスキルで魔力の流れが分かるので、これは間違いない。

			　魔剣は私たちの大陸でいう杖つえに該当するのだろうか？

			　私が得意な棒術の棒も、魔石をつけて魔術を使いやすくしていたし、そんなものだろうか？

			　でも、単純に力が違う？　桁けたが違うっていうんだっけ？　そんな感じがする。

			「ふむふむ、ザーギスどうだ？」

			「そうですね。なんというか期待外れと言いましょうか……」

			　ユキとザーギスも、同じ感想を抱いているようだ。

			　やっぱり、何か物足りない。私たちが強くなりすぎたのかな？

			「……いいでしょう。敗れはしましたが、魔剣と私たちの力を見くびられてはジルバ帝国の名折れ」

			「お姉様……分かりました。全力を見せましょう!!」

			　そして、馬鹿２人は実験場を覆おおうほどの魔力を魔剣から引き出し、炎と水の魔術を発動させた。だけど……。

			　ボシュ。

			　バチャ。

			　そんな音と共に魔力の流れが消えた。

			「何やってるんだ。そんな魔力で魔術を使ったら爆発するわ。機材と資料が無駄になるからやめろ」

			「あ」

			「え」

			「まったく。こんなに簡単に頭に血が上ってどうするんだよ。で、ザーギスどう思う？」

			　ユキが魔力消失の魔術を使ったのだと思う。

			　夫ながら恐ろしい。あれでは魔術は完全に使えない。

			　デリーユのように、身体能力と身体強化の魔術が使えれば問題ないが、まだ私たちはデリーユの半分も制御が上手くいかない。

			「ふむ、確かに規模は素晴らしいですが、個人での再現はたやすいです。ユキや私といった魔術に長たけている者なら、もっと早く、規模も大きくできるのでは？」

			「というか、溜ためが必要な行動がいただけん。爆弾落とした方が早くね？」

			「それはその通りですが、それができるのは、ユキだけと言っておきましょう。とりあえず、あれがダンジョンコアを使って魔力を引きだしているのは当たりでしょう。姉妹の魔力量では、あんな大規模な魔術を発動できない。試しに、ユキがコアの制御を奪ってみては？」

			「それも考えたんだが、まだ管理者がいるとしたらこっちのことがばれそうだしな。そこらへんが問題だ」

			「ああ、なるほど。では、こっちで同じ物でも作ってみますか？」

			「それが一番だろうな。あとは、軽く実戦でも見てみるか。この前は、戦うも何もこちらの完封だったしな」

			「戦っているところを観察できれば、それが一番ですからね」

			　２人が話を終えて、私たちに視線が向く。

			「ということだ。さっきの通り、リエルとカヤ、姉妹の相手を頼むよ」

			「任せてー」

			「分かった」

			　私たちが姉妹の前に立つと、姉の方が少し不機嫌になる。

			「いいのかしら？　亜人が相手だと、手加減が難しくなりましてよ？」

			　私を無視してユキに話しかける。

			　この女、気安くユキに話しかけるな。

			「……あ？　ああ、まあ頑張ってくれ。カヤ、殺すなよ」

			「……半殺しにする」

			「あら、できないことは言うべきじゃなくてよ」

			　オリーヴが言葉を発した次の瞬間、私は彼女をふっ飛ばしていた。

			「お姉様!?」

			「あーあー。カヤ、だめだよ。姉妹の魔剣の使い方を観察しないといけないんだから」

			「あ、ごめん。忘れてた」

			　私は壁にふっ飛んだオリーヴを立たせる。

			「うぐっ……」

			「……骨が折れてる。はぁ、ヒール」

			　仕方ないから回復魔術をかけてやる。

			　回復魔術って便利。使えるようにしてくれたリリーシュ様に感謝しよう。

			「……ほら、続き。ちゃんと魔剣を使って攻撃してくれないと、私が困る。さっきの攻撃は防げないようだったし、手加減する」

			「て、手加減!?　ひゃわ!?」

			　仕方ないので、稽古の時のように棒術で軽くオリーヴに打ち込んでいく。

			　だが、その日、オリーヴは魔剣を使用することなく倒れた。

			　ミストの方は、リエルが上手くやってたみたい。

			　おかげで、ご褒ほう美びのお稲荷いなりさんが少なかった。

			　まったく、明日はちゃんと魔剣を使わせよう。

			　

			　そんな感じで、私たちは魔剣の実験をしたのだった。

		

	
		
			第１７６掘　魔剣の秘密　終章？

			　

			　ｓｉｄｅ　リエル

			　今、僕たちはウィードの会議室で、魔剣についての会議を開いているところだ。

			　ユキさんの話と資料で、魔剣にダンジョンコアが使われているのは分かったけど、それがどんな意味を持つんだろう？

			　ミストとは手合わせしたけど、僕の魔術で十分に相殺できる。大規模魔術は隙が大きすぎるから乱戦では使えないし、僕たちみたいな高レベルには通用しない。

			　武器としてはまあまあぐらいで、特徴は魔力をたくさん貯蔵してるってことぐらいかな？

			　あれ？　何か引っかかるような……。

			「ねえ、ユキさん。なんでダンジョンに置いていないダンジョンコアに魔力が蓄積されてるの？」

			　ポロッと出た言葉だった。

			　特に考えなく、不思議だなーって感じで。

			「よく気が付いたな。それが不思議だったから、俺たちも同じような物を作ってみた」

			　そう言って、ダンジョンコアがくっついた剣をユキさんが取り出す。

			「これは、ナールジアさんが１週間かけて作ってくれた魔剣のレプリカだ」

			「レプリカだなんて失礼な。あんな欠陥品と一緒にしないでください。まあ、発想は面白かったですね。ダンジョンコアを魔力収集道具として使い、魔力を溜ためることで使用者の負担を減らす。完全に盲点でした。誰でも使える魔道具の開発をしていなければ、理解すらできませんでしたね。発想がまったく違いますから」

			　ナールジアさんが自信満々に説明するが、半分も理解できない。

			　とりあえず、魔力をたくさん溜められるから便利だってことは分かった。

			「まあ簡かん潔けつにまとめると、ダンジョンコアに魔力がたくさん溜められてすげーってことだ」

			「あー、略さないでくださいよ」

			　抗議の声をあげるナールジアさんに、リーアが説明する。

			「すいません。今は魔剣の説明中なので、ナールジアさんの作った剣についての詳しよう細さいは、またあとでお願いします」

			「むー、仕方ないですね」

			　ナールジアさんが不満そうにトコトコと自分の席に戻っていく。

			「話がずれたな。どうやって魔力が溜まるのかという質問だが、敵を斬れば、それだけである程度魔力を溜められる。殺せば、そのまま相手の魔力がごっそり手に入る。ダンジョンみたいに一定空間内に存在するだけで吸収するというわけにはいかないみたいだが、ある意味武器にするのは間違っていない。これで、ダンジョン外でも魔力が溜められるわけだからな」

			「なるほどね。でも、魔剣はなぜ作られたのかしら。しかも、なんで何本も作られているのかしら？」

			「そこまでは分からん。長い戦乱のなかでダンジョンコアの流用を思いついたのか、果ては新大陸のダンジョンマスターがまだ生きていて、何か行動しているのか……。そういえば、この大陸では、ダンジョンコアはどういうふうに扱ってるんだ？」

			　ユキさんの疑問にセラリアが答える。

			「武器への転用は聞いたことがないわね。魔力が多く貯蔵されているのは分かっていたから、ほら、王城なんかで、魔術を使いにくくするような結界をはるための道具として使っていたわね。攻撃より、守りに使用していたわね」

			「あー、ダンジョンコアに対する認識は、魔物が落とす魔石の凄すごいバージョンみたいなものだったっけか。それなら、武器に使ってもおかしくなかった気がするんだが……よく防衛道具にしか使われなかったもんだ」

			「それは、ダンジョンコアが希少だからよ。もし、武器にして奪われたら厄やつ介かいでしょう？　というか、武器に使えるのか分からないのに、希少なコアを実験的に使ってみようだなんて考えないわよ」

			「なるほど。でも、向こうの大陸では武器に使っているよな。というかダンジョンコアって、向こうの大陸の方がさらに希少なんじゃないのか？」

			「そうね。ダンジョンは、すでに遺跡と呼ばれているみたいだし」

			「そういうことか……」

			　ユキさんがセラリアと話して何かに気が付いたみたい。

			「おい、ルナ。ちょっと来い」

			　突然、ユキさんがコールでルナを呼びつけました。

			　なんでまた、あの駄女神を呼ぶんだろう？

			「なによ、今、ドラマがいいところだったのに」

			　現れたルナはジャージ姿で、片手にポテトチップスの袋を持っていた……。
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			　うわぁ、絶世の美女でも、こうなるとダメだなぁ。

			　僕はああならないように、日々注意しよう。

			「聞きたいことがある。あっちの大陸のダンジョンマスターは、当時１人だけだったのか？」

			「ん？　それは言ったじゃない。１人よ。それで、随分前に死んじゃったわよ。他の奴らは、その前に死んでたしー」

			「弟子とか、部下みたいなのはいなかったのか？」

			「さあ？　そこまで詳しくは知らないけど、ＤＰの交換要請が来なくなったから様子見に行ったら、死んでたのよ」

			「死に様は？」

			「背中からバッサリ。まあ、ユキみたいにずっとダンジョンで過ごしてるタイプでもなかったし、ここまで堅けん牢ろうな防御もしてなかったからね。普通に敵にやられたのか、味方に裏切られてやられたのかなんかは知らないけど」

			「なるほどな。それで、死ぬ前、ＤＰ交換でダンジョンコアを大量に集めてなかったか？」

			「いえー。そもそも、１人であの大陸を切り盛りしてたからね。ダンジョンをいたるところに作るために、毎回、結構な数のコアを頼んでたわよ。稼ぎ頭だったんだけどねー」

			　あ、それじゃないかな？

			　普通ならユキさんみたいに支配地域を広げていく方が効率がいいし、コアをたくさん注文する意味もないはずだ。

			「……とりあえず、大まかな原因は分かったな」

			「そう言えば、なんでそんな質問をするのよ？」

			「……本当に、お前は適当だな」

			「そりゃ細かいことを気にしていたら、他の星の面倒が見れないじゃない。どこも一緒でしょう？　立場が上になればなるほど、些さ事じには関わっていられないのよ」

			「正論ではあるが、そのだらけきった格好をどうにかしてから言うべきだな」

			「何言っているのよ、休憩中に呼び出したのはそっちでしょうに」

			　ルナの言っていることは分かるけど、納得はしたくない。

			「魔剣が作られた経緯は分からないけど、材料はたくさんあったみたいね」

			　セラリアがとりあえずルナを無視して話を続ける。

			「でもさ、魔力枯こ渇かつはそれ以前からあったんだよね？　それなら、魔剣はやっぱり関係ないと思うけど」

			「リエルの言う通りね。ユキさんは、そこについてはどう考えているのですか？」

			　僕の考えにエリスが賛成してくれた。

			　というか、エリス、今日の会議で初めてしゃべったよね？

			　つわりが酷ひどいとか言ってなかったっけ？

			　大丈夫かな？

			「直接的な関係はないだろうけど、魔剣の作られた経緯を調べれば、魔力枯渇の原因に近づけそうだと思う」

			「……なるほど。当時のダンジョンマスターが、何を目的に魔剣を作ったのかを調べるのですね？」

			「ああ、これでようやく分かりやすい目標ができたな。この大陸にいたダンジョンマスターの足跡を調べて、魔剣が何本あるのかも調べよう。そうすれば、自ずと見えてくるものがあるだろうよ」

			「それはよかったです。ですが、ジルバ帝国の動きや、亜人との関係は……うおぇぇえぇ」

			「え、エリス!?　ど、どうしたんだ!?　い、医者!?　お医者さんを!?」

			　あ、やっぱり無理してたんだ。

			　皆がエリスの周りに集まる。

			「はいはい、ユキさんはもうすぐお父さんになるんですから、落ち着いてくださいね～」

			　いきなりリリーシュ様が現れて、エリスの様子を診てくれる。

			「うん、つわりね。こればっかりはどうしようもないから我慢してね」

			「……はい、問題ありません。子供がいる証拠なのですから……うっぷ……」

			「はいはい、ちょっと横になりましょうね～」

			　結局、その日の会議はそこで終わってしまった。

			　でも、とりあえずの目標は、ダンジョンマスターと魔剣の関係の調査だね。

		

	
		
			第１７７掘　ウィードの最近とこれから

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺たちは魔剣の話と今後の方針を決めた後、久々にのんびりしていた。

			　ここのところ、研究やジルバ帝国への対策で忙しかったしな。

			「そう言えば、魔族の件とかはどうなったんだ？　特に問題があるような報告は受けていないが、進展の話もめっきり聞かないんだが？」

			　俺は宴会場で嫁さんたちとお茶を飲みつつ、誰にともなく尋ねた。

			　ちなみにエリスは、つわりが酷ひどいのでそのまま自室で休んでいる。

			「ああ、それは、わざと報告してないのよ。ユキたち新大陸冒険組には、余計な不安は与えるべきじゃないでしょう」

			「ん？　セラリアの言い方だと、問題があったのか？」

			「いえ、特にはないわ。ユキが先手をとって、後退してくるルーメル侵攻軍の指揮系統をつぶして回ったおかげで、魔物は離散。ルーメルを侵攻していた魔族は、魔王城の落城を聞いて軒並み降伏。ほぼ戦闘はなかったわ」

			「ほぼってことは、少しはあったのか？」

			「それは、もちろんよ。リリアーナを追い落とした奴らは、普通に降伏してもただでは済まないのが分かっているでしょうから、必死に抵抗したわ。まあ、あっさり捕縛されたけどね」

			「そりゃ、一応、デュラハンやリッチとかを入れてたからな」

			「普通のデュラハンやリッチじゃなかったしね。普通なら、１匹で災害級のモンスターよ」

			「それでもスラきちさんや、スティーブよりは下なんだよな」

			「ああ、言われてみれば、スティーブも怪物級のモンスターだったわね。なんか召使いのイメージが強くて、そうは見えないわ」

			　ああ、スティーブって、セラリアにとってそういう扱いなのね。

			　頑張れスティーブ……。

			　

			「へくしっ……」

			「隊長、風邪ですか？」

			「いや、また、大将かセラリア姐さんが変なことを企たくらんでいる気がするっす」

			「頑張ってください」

			　

			　とまあ、そんな感じで魔族領は現在、落ち着き始めているそうだ。

			　監視役としてエルジュがリリアーナの補佐についていて、各国の王もそれに賛同している。魔族に対する勘違いも、作戦に参加した各国の精鋭たちが自国に戻って伝え始めていて、人々は魔族に好感を持つようになっているようだ。

			　魔族嫌いも根強くいるが、個人の能力が人より遥かに高い種族なので、各国の軍などは積極的に魔族の引き入れ政策を王に進言しているんだと。

			　現金なものというか、狙ってやったのだが、ここまで効果的だとあれだよな。

			「そういえばさ、勇者タイキの方はどうなったの？　キユとコヴィルが王様たちを追い落とすのを手伝ったとこまでは聞いたけど、それからはさっぱりだよね？」

			　リエルが思い出したように言う。

			「それは、俺から話そう。なにせ俺の同郷だからな。王を追い落としたあとは、タイキ君が中心になって政治を執とり行っている。タイキ君としてはウィードみたいにしたいらしいが、大多数の国民は、国を救ってくれたタイキ君に、そのまま治めて欲しいって希望しているらしい」

			「まあ、勇者だし、それなりのことはしたんだから、当然じゃないかな？」

			「その通りだな。ここまでやっておいて、後は好き勝手やってくれというのは無責任すぎるからな。とりあえず、タイキ君が王代になって国の立て直しをやっているところだ。ランクスの王族はプライドだけは高かったらしくて、蓋ふたをあけてみると随分所領が荒れてたみたいだ。タイキ君の手付かずの場所も多いから、そこへの支援が今の仕事だな」

			「はぁー、表立って色々やると、本当に大変なんだね」

			　なんとなくではあるが、リエルも、俺がなるべく裏方に回ろうとしている理由を理解し始めたかな？

			「リエルの言う通りね。こういう国の一大事に、勇者タイキみたいに表立って動いてしまうと、なかなか身動きが取れなくなるものよ。だから、ユキは今までの諸問題を、ユキ個人やウィード単体で処理しようとしなかったのよ。ウィードでは、ユキの故郷と同じように民衆に政治を任せるという最終目標を掲げているから、女王の私もそこまで忙しいわけではないしね」

			「使えるところは最大限使って、自分はなるべく身軽でいようって感じ？」

			「まあ、リエルの言う通りだな。新大陸の方でもそういうスタンスで行かないと、国なんて作ってたら面倒にしかならないからな。ジルバ帝国か亜人、それか両方に停戦条約でも締結させて、俺たちが自由に動ける状況を作るのが一番好ましい」

			「ああ、そうすれば、僕たちが亜人の面倒を見なくていいわけか」

			「今日の魔剣に関する調査報告で、取るべき行動もみえてきたからな。並行して魔力枯こ渇かつの原因も引き続き調べていくが、前任のダンジョンマスターがどういった方針で魔力枯渇を防ごうとしたのかを調べるのも悪い選択ではないだろうよ」

			　ルナの管理はグダグダだが、まあ世界を維い持じしようってこと自体、言ってしまえばルナの趣味みたいなものだしな。

			　そっぽを向かれたら、それでおしまいなわけだ。

			　こっちにとっては死活問題でも、ルナにとっては、道端の枯れかけた花を助けてやるかーぐらいの意識だろう。あんなに行動は適当だが、ルナは自称・上級神らしいし、力はあるようだからな。星の環境や人なんぞ、下手すれば道端の花以下くらいに思ってる可能性すらある。

			　本当は、今みたいに色々情報のやり取りができるだけ僥ぎよう倖こうなんだろう。

			　駄女神なのには、変わりはないが。

			「なるほどねー。僕たちより前にここで魔力枯こ渇かつを調べていた人なら、絶対、僕たちより調べたことは多いはずだよね。それを探すってことか。うん、納得」

			「ま、それで簡単に原因が分かるとも思えないが、一気にヒントが増えると思うしな」

			「そうね。それが間違っているのか正しいのかは、こちらで判断すればいいだけだし、私たちとは違った視点で調べていたりするかもしれないわね」

			　セラリアの言う通り、別の視点で魔力枯渇を調べていたのなら、俺たちではたどり着けない情報まで握っている可能性が高い。

			　ルナの最初の話では死亡したとしか聞いてなかったから、あまり重要視していなかった。だが、俺は引き継ぎと言うべき形で新大陸を任されたんだから、前任のダンジョンマスターの情報は重要だよな。

			　前任者について、ルナはほとんど知らないようだけど。

			「ルナは、ただダンジョンを運営するべしって伝えただけらしい。でも、非効率にしろダンジョンコアを使った魔剣を作ってたくらいなんだから、前任のダンジョンマスターも何かしらに気が付いたんだろう」

			「その可能性は大きいと思うわ。でも、ただ単に作っていただけという可能性もあるわよ？」

			　セラリアの言う通り、ただ魔剣を作りましたという可能性もある。現地人だし、まずは戦力増強するために、魔剣を作ってみたという可能性もないわけではない。

			　でも、俺は魔剣が、前任者が魔力枯こ渇かつに対して何らかの行動を起こした結果の産物だと思っている。

			　剣で直接切り付けたり、命を奪わないと魔力を回収できないあんな非効率な物を、希少すぎるダンジョンコアで作るなんて、意味がなさすぎる。

			　とにもかくにも、前任者を調べれば色々情報も集まるだろう。魔力枯渇に関係あるにしろないにしろ。それを集めてから別の方向へ方針転換しても問題ない。

			　今のままでは地道に研究をするしかないのだから、分かりやすい目標ができたのはありがたいことだ。

			「こちらとしても研究するしか方法がないんだから、目的ができるのは悪いことじゃない」

			「まあ、その通りね。でも、その場合、ザーギス率いる研究班は残すとして、あなたが実働部隊ということになるでしょう？」

			「そりゃな。ザーギスは魔族だし、下手な場所へ行けば何が起こるか分からん。こっちはドッペルだからな。人と何も変わらん体だ。俺が動くしかないだろう」

			　俺の返答に、セラリアが少し考えて口を開く。

			「……やっぱり、手を付けやすいのはジルバ帝国かしら？」

			「だな。亜人たちは勢力が弱すぎる。広い範囲で情報収集するのなら、ジルバ帝国を狙うのがいいだろうな」

			「ん？　ユキさん、ジルバ帝国を倒すつもりになったの？」

			「いやいや。違うよ、リエル。ただ単に情報を集めるのなら、この近辺だとジルバ帝国が一番いいだろうって話だ」

			「ああ、そうだねー。というか、亜人たちがいるあの場所も、一応、ジルバ帝国領ってことになってるみたいだしね。もうこうなったら、ジルバ帝国に直談判とかできたらいいのにね」

			　……直談判？

			「あれ？　冗談だよ？　そんなことすればジルバ帝国に僕たちのことばれるし、亜人たちに大規模な討とう伐ばつ軍が送られるかもしれないんだよね？」

			「あなた、今、姉妹をどうやってジルバ帝国に送り戻すか、考えていたわよね？」

			「ああ、ある意味ジルバ帝国を裏からこっそり牛耳るのにちょうどいいかもな」

			　二度にわたって魔剣使いを迎げい撃げきした実績を使えば、ある程度話はできるだろう。

			　そろそろ迎撃するのもめんどくさくなってきたんで、ジルバ帝国がまだケンカを売ってくるなら潰そうかと相談していたところだ。

			　だが、それではジルバ帝国に住む一般人に面倒が降りかかる。

			　なら、もう俺たちを敵だと認識させなければいい。俺たちの保護下にある亜人たちも含めて。

			　直接会って、一方的な約束を取り付けさせるのだ。

			　直談判に行く俺たちがどうにかなるわけもないが、万が一があってもドッペルだし、後でお礼参りでもしてやればいいだろう。

			　直接ジルバの王に脅おどしをかけられる、いいチャンスだ。

			　都合よく、王に会えそうな２人がいるし。

			「それなら、姉妹にはどう動いてもらうのが、こちらにとって都合がいいかしら？」

			「戦いにはならない方が楽だしな。こちら側についてもらって、王を脅す側になってくれるといいな」

			「それが一番ね。そのまま王都を落として、その王を傀かい儡らいにしてもいいけど、色々と面倒よね。向こうから協力してくれる方がいいわ」

			　俺とセラリアはそう言って笑い合う。

			「うわぁ、怖いな２人とも。オリーヴとミストも可哀想かわいそうに……僕は何もしてあげられないや」

		

	
		
			第１７８掘　ジルバ帝国の落日　序章

			　

			　ｓｉｄｅ　ミスト

			「おー、ここがジルバ帝国の王都ねー」

			「どうですか、凄すごいでしょう。あなたたちは、こんな国とことを構えると言ったのです。今からでも遅くはありませんわ。私がとりなせば、将軍職くらいには取り立ててもらえるでしょう」

			「いや、馬鹿だろ。文字通り俺に手も足も出なかった魔剣使いが、何言ってんだか。なんだ、またボコボコにして欲しいのか？　カヤ」

			「……任せて」

			「冗談ですわ!!」

			　私たちは、ユキが率いる傭よう兵へい団の隊長格を連れてジルバ帝国王都へと戻ってきました。

			「お姉様、そんなことで騒ぐより、私たちは王にどう軍壊滅の説明をするのか考えなくてはいけません」

			　そう、ユキたちを突き出して、傭兵団に負けましたなどと言ったところで信じてもらえないでしょう。そもそも、ユキたちを突き出すなんてことは不可能です。

			　それは、捕ほ虜りよの日々で実感しました。

			「そ、それもそうですわね。しかし、この有様では、まともに説明もできませんわ。ねえ、ユキ、マーリィみたいにオークの首を用意してくれたら助かるのですが？」

			　お姉様の案は妙案だと思います。

			　そうすれば、大規模なオークの群れを迎げい撃げきしたとして、私たちの軍が壊滅状態になったことの言い訳が立つのですが……。

			「え、今から王都内で、どうやってオークの首を揃える気だ？」

			「それは……」

			「というか、王都に着いて今さらだな」

			「「……」」

			　私とお姉様は、閉口してしまいます。

			　捕虜から解放されたことで、すっかり舞い上がっていました。王都に帰ってからのことを、まったく考えていなかったのです。

			　というか、何をどう説明すればいいのかも分かりません。

			　だって、あの村から王都の近くまで来るのに、マローダーという乗り物に乗ってきたのですが、わずか３日ほどで着いたのです。

			　本来であれば、早馬に乗ったとしても１週間はかかる距離です。

			　ひと足先に解放された生き残りの兵士たちには、先行してフェイルの街へ戻るように指示していたのですが……まさか、私たちが先に王都に着くことになるとは……。

			　おかげで先に兵士たちに報告させて様子を見ることもできず、いきなり私たちが王に直接報告する羽目になったのです。これでは失敗を取り繕つくろう方法もありません。

			　失態の代償として魔剣と領地を取り上げられるでしょう。

			　魔剣はともかく、経済的に傾いていた故郷の領地をなんとか立て直したところなのです。領地を取り上げられれば、今までの苦労が水の泡になってしまいます。

			「嘘の報告をすればいいじゃん。って、それが難しいわけだ」

			「……当然ですわ。マーリィのことを追い落とした私が言うのもなんですが、魔剣の所持者になりたい者や、私たちの戦果に嫉しつ妬としている者も数多います」

			「つまり、下手に嘘の報告をすれば、さらに首を絞めることになるってことか」

			「……はい。隠ぺいできるほどのことであればいいのですが……」

			　５０００の兵が１０００に減ったのを隠すことはできません。

			　持っていった武具も兵糧も奪われました。

			　本来、武具と残った兵糧は、国に返却する義務があります。

			　１つ２つ、10や20ぐらいならどうにでもなりますが、１０００単位の損失は隠しようがありません。

			　すぐに足を引っ張ろうとしている連中の耳に入り、報告されるでしょう。

			「ふむ。で、２人には、どんな処しよ罰ばつが下されると思っているんだ？」

			「……ただの敗走ではないのが痛いですわ……」

			「……命令を無視して全軍で強制捜索、さらにオークではなく１５００ほどの傭よう兵へい団と亜人に敗北し、５分の１まで兵力を減じる失態。物資もほとんど奪われたことを鑑かんがみますと……」

			「運が良くて、降格処分と領地没収。悪ければ斬首ですわね」

			「それだと２人を助けて解放した意味がないな。そうだな、これから俺たちに継続して協力してくれるなら、首をつないでやれると思うが、どうする？」

			「本当ですの!?」

			「……何が目的でしょうか？」

			　お姉様は喜んでいますが、私はこのユキが、ただの憐れみでそんな提案をするわけがないと知っています。

			　継続して協力するということは、あの魔剣を今後も調べ続けるということでしょう。それになんの意味があるのか、いまだ教えてもらっていません。

			　何か、とんでもないことに首を突っ込んでいる気がするのです。

			　と、そんなことより、簡単な問題があります。

			「自分から聞いておいてなんですが、目的はなんでもいいでしょう。私たちは、協力するだけで首を繋げるのですから。でも、どうやって私たちの命を助けるつもりですか？　国を相手どって、そんな交こう渉しようができると思っているのですか？」

			　そう、いくらユキの率いる傭よう兵へい団が強いとはいえ、帝国を相手にできるわけがありません。

			「まあ、相手にできると思うけどな。１人がほとんどの権限を握っている帝政は、色々攻略のしようがあるんだよ。信じる信じないはそっちの勝手だが、このままじゃ２人が放り出されることは確実なんだろ？」

			「……放り出されるだけなら、まだマシですわ」

			「足を引っ張る連中に殺されるか、どこかの貴族に囲われるか、一兵士として使い潰されるか……どのみち、私たちは死ぬしかありません」

			　兵士として死ねるのなら、まだマシでしょう。

			　最悪、どこかの貴族に性奴ど隷れいのように扱われ、ごみのような最後を迎える可能性もあります。

			「それなら、なおのこと俺に任せてみればいい。特別、２人に何か行動してもらうことはないしな」

			「え？」

			「いや、私たちの手を借りずに、どうやって私たちの問題を解決するつもりなのですか？」

			「それは、まだ秘密だ。２人は、とりあえず１週間ぐらいたったら、早馬で到着したってふりをして王城にくるといいさ。１週間ぐらいなら身を隠せるだろう？」

			「え、ええ。そのぐらいなら問題ありませんわ」

			　何を言っているのか、私には理解できませんでした。

			　てっきり私たちの報告についてきて、王にケンカを売るような発言をするのかと思っていたのですが……。これでは、ユキたちは王城に立ち入ることすらできないはずです。

			「なら、待っててくれ。俺の作戦も必ず成功するわけじゃないから、他の作戦でも考えててくれ。よし、じゃあ、皆いくか」

			「「「はーい」」」

			　そして、私たちは王都の人混みへと消えるユキたちを見送ったのでした。

		

	
		
			落とし穴26掘　雪が降る季節になりました

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　朝、普通に定時に起きる。

			　異世界に来て、はや10か月近く。

			　リリアーナをはじめ魔族のゴタゴタは落ち着いたが、新大陸の方はいまだ研究中で、下手に動けない。そんな日々の、ある休日――

			「あー、お兄ちゃん、起きたー」

			「兄様、お外を見るのです!!」

			　なぜか今日は、ちびっこたちの方が先に起きていた。

			「外？」

			　なにやら興奮しているアスリンとフィーリアに言われて、窓越しに外を見る。

			「へぇ、雪か」

			　しんしんと雪が降っている。

			　ちなみにダンジョンの気候は、基本的に外の気候と合わせている。晴れだとか雨だとかの日々の天候も含めて。

			　だから、ダンジョンの外、つまりウィードの外でもこのように雪が降っていることになる。

			「この地域は、雪が結構、積もるのか？」

			「よく分かんないです。私たちはお兄ちゃんと一緒で、ここで迎える冬が初めてだから」

			「ああ、そりゃそうか。それなら、アスリンやフィーリアは、雪を見たことがあるのか？」

			「あります。でも、こんなにたくさんは初めてです、兄様!!」

			「うん、私も。これって積もるのかな？」

			「どうだろうなー。この様子なら積もるかもな」

			「積もって欲しいです。雪が積もったところは、見たことがないです」

			　ふむふむ、アスリンとフィーリアは、こんなに降っている雪が初めてで興奮してるんだな。

			　で、１人だけ一歩引いたところで２人を見て微ほほ笑えんでいる、おっぱい幼女に声をかける。

			「で、ラビリスはどうなんだ？」

			「私は初めてではないわ。それより、寒いから抱きしめて欲しいわ」

			　雪よりもハグを要求するラビリス。

			　相変わらず抜け目がないというか、嫌ではないので、そのままラビリスを抱える。

			　コアラを抱いている感じだよな。他人からは、恋人同士というより子供と大人に見えるだろうし。

			「失礼ね」

			「いや、見た目の話だからな」

			　それにしてもアスリンとフィーリアは興奮しているからなのか、子供は風の子というやつなのかは知らんが、寒さは平気らしい。

			　が、俺は平気ではない。寒い。さっさと、飯を食って暖まろう。

			　これからは朝がつらくなるな。

			　そんなことを思いながら、普通に朝ご飯を作って宴会場に運ぶと、そこには厚着をして転がっている嫁さんたちがいた。

			「何やってんだ、皆？」

			「寒いのよ。だから暖房をつけて厚着をしてのんびりしているの」

			　セラリアが代表して答え、皆も頷く。

			「便利よね、エアコンって。こんなに簡単に暖が取れるんですもの」

			　なんというか、わが故郷の文明を喜んでくれるのはいいが、これは何か違う気がする。

			「とりあえず、朝ご飯を食べるから、その厚着を脱いどけよ、皆」

			「「「はーい」」」

			　嫁さんたちが一斉にもそもそと服を脱ぎだす。

			　皆、３枚から５枚は着てるってところか？

			　それぞれ、山ができそうな服の集まりを置いて朝ご飯へと向かう。

			「「「いただきます」」」

			　朝食後は、今日は皆、旅館でのんびりすることにした。

			　ＯＦＦの日、つまりは休みだ。

			　無論、新大陸の方にはドッペルを置いているので、何かあればすぐに対応できる。

			「しかし、雪が降るとは……お兄さんにとって、雪は珍しいですか？」

			「いや、地球で俺がいたところでは普通に降ったし、積もる時は積もる感じだった。雪を使った遊びもあったしな」

			「へえ、どんなのかしら？」

			　皆と雑談をしていると、すぐに時間が過ぎていく。

			　お昼に差し掛かったところで、あることを思いついた。

			　外を見ると雪は降ってはいるが、日中ということで、積もるにはまだまだ勢いが足りないようだ。

			　アスリンたちもさすがに雪が積もるのを待つのに飽きたのか、３人で何かを話している。

			　ちょうどいいかな。

			「おーい、アスリン、フィーリア、ラビリス、来てくれ」

			「「「はーい」」」

			　ちびっこたちがすぐに集合した。

			「そろそろお昼なんだが、今日は、ちょっと変わったお昼ご飯を作ろうと思う」

			「はい、お兄ちゃん、どんな料理ですか？」

			　ウィードに来てから、俺と一緒にずっと料理を頑張ってきたアスリンが、わくわくしながら聞いてくる。

			　アスリンはまだ子供だが、正直、料理のレパートリーはウィードでは一番ではないかと言うぐらい、色々と一緒に作ってきた。

			　と、いけない。説明をしないと。

			「今日の料理だが……まず、落ち葉を庭の真ん中に集めよう」

			「「え？」」

			「どういうことかしら？」

			　２人が驚き、ラビリスは首を傾げる。

			「まあ、それはお楽しみってことで。俺はちょいと食材を集めてくるから、その間に落ち葉を……そうだな、軽くたき火ができる程度に集めてくれ。枯れ枝とかでもいい」

			「本当に料理？　たき火をする準備にしか聞こえないのだけれど？」

			　ラビリスはそう言いながらも、アスリンとフィーリアを連れて庭に向かい、落ち葉を集め始めた。

			　さて、俺もアレを手に入れてくるか。

			　日本人ならだいたい勘付くと思うけど、あれだ。

			　普通なら秋口が旬だけど、雪が降ってても美味おいしいやつだ。

			　

			「で、この寒い日に外で食べるとか、正気？」

			　ちょうどできあがったところで、やって来たセラリアから文句があがった。

			「寒い日に、こうやって食べるのがいいんだよ。ほれ、焼き芋」

			　ポイッとセラリアに放る。

			　難なくそれをキャッチするセラリア。中身が芋だとようやく知ったようだ。

			「ほ、本当に芋ね。これのどこが料理よ」

			「まあまあ、食ってみろって。ただの芋じゃないから」

			　そう、焼き芋といえばサツマイモ。

			「甘くて美味しい!?」

			　そう、芋の中でも独特な芋。

			　たき火をしながらできる料理（？）のひとつだ。

			「はぐはぐ、美味しいです」

			「お兄ちゃん、美味しいです」

			「うん、不思議ね。ただ焼いただけなのに」

			　ちびっこたちが、ガツガツ焼き芋を腹に入れていく。

			　他の嫁さんたちも最初こそ驚いていたが、今は普通に焼き芋を食べている。

			　うん、たき火を囲んで話をしながら食べる。

			　定番だよな。

			　さて、俺も食べるかなーっと。

			「あちっ!?」

			　これも、焼き芋のお約束だよな。

		

	
		
			第１７９掘　ジルバ帝国の落日　王の章

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			「これが間かん諜ちよう隊の調査結果か……」

			「はい、信じられませんが、このような情報が上がっております」

			　我の隣に立つのは、この国でマーリィの実力を凌しのぐと言われている魔剣使いのエアである。

			　彼女は平民から出世したという出自もあって、軍団を持たず、護ご衛えいという形で常に我の傍に仕えている。

			　まったく、身分とはやりにくいものよ。

			　貴族たちの面めん子つを勘案して、彼女にはこの立場にいてもらっている。

			　エアは貴族の後ろ盾を持たぬゆえ、身内につぶされる危険性があるので、軍団などと言った表立った戦果や褒賞を与えるわけにはいかなかったのだ。

			　彼女には護衛以外にも、こうやって身内の監視役などをさせているのだが、今回、奇妙な報告が上がってきたのだ。

			　手に持つ羊皮紙には、こう書かれている。

			『風姫騎士マーリィの敗走、および火水姉妹の敗走の事実について――』

			　最近、貴族たちの間で魔剣使いに対する感情が悪化していることは分かっておった。

			　いや、魔剣使いは１人で１万に匹敵する。それゆえ、その存在は常に危険、または嫉しつ妬との対象として見られてきた。

			　軍団を任せている３名の魔剣使いに対しては嫉妬も激しく、良からぬ噂も聞いている。

			　曰いわく、風姫騎士はオークごときに敗走して逃げ帰ってきた。

			　曰く、後を追うように代わりに向かった火水姉妹も実は弱くて、オーク相手に敗走しているのではないか？

			　噂を聞く限り、分かりやすい批難の箇所を見つけて、３人を追い落とそうという算段なのだろうと思っていたが――調査させた結果は違っていた。

			『風姫騎士マーリィの敗走は事実であり、その相手はオークではなく、傭よう兵へい団の模様』

			　などと、俄かには信じがたい話が記されていた。

			　わずか１５０程度の敵に、２５００を連れた魔剣使いが負けたのだと言う。

			　しかも、敗走したというのも事実ではなく、壊滅して捕縛されたらしい。

			　その後、マーリィが交こう渉しようの末、ジェシカを差し出して魔剣と兵を返してもらったというのが真相だというのだ。

			「……どう思う？」

			「……情報がすべて事実というわけではありませんし、これはさすがにあり得ない内容かと」

			　エアも我と同じく、さすがに信じがたい内容だったようだ。

			「マーリィ様の部下から聞き出した話ですから、間かん諜ちようが直接事態を確認したわけでもありません。奇襲により壊滅したという報告がありますし、おそらく情報を聞き出した兵士が、そのとき混乱していたため誤情報になったのかと」

			「それが妥当か。しかし、捕縛された事実は、さすがに誤解しようがないと思うが？」

			「捕縛されたのであれば、何人か死亡しているはずです。しかし、マーリィ様の部隊はジェシカ様以外、兵を減じておりません」

			「ふむ……捕縛ではなく、何か別のことがあったということか？」

			「おそらくは。しかし、確かめるわけにもいきません。そんなことをすれば、王がマーリィ様を疑っていると噂が立ちます」

			「向こうから話してくるのは可能性が低いから、隠しているところを呼び出して聞き出すわけにはいかんか？」

			「別に兵の損害はありませんし、戦果としてはオークの首も持ってきているので、呼び出して聞くこと自体は何も問題はないかと」

			「ふむ、マーリィの方はそれでいいとして、火水姉妹の方はどう思う？」

			「彼女たちは、この前の謁見を見ても分かりますが出世欲が高い。マーリィ様に挑発するようなことをしていましたし、わざわざ名乗り出たのですから、ある程度準備をしてことに臨んだと思います。心配は無用でしょう」

			「確かに、魔剣使い２名と５０００もの兵が、傭よう兵へい団ごときに敗れる道理もない。姉妹が戦果をあげてくれるなら、それでいいわけか」

			「はい。姉妹が軍を連れて向かってから、はや２か月と言ったところです。すでに結果を出して、こちらに帰ってきているところかもしれません」

			「ははは。報告を受けた場所まで、およそ１か月はかかるのだぞ？　それでは、傭兵団と戦う時間がないぞ？　まさか、１日で殲せん滅めつして戻ってくるということか？」

			「それも、あの姉妹なら可能でしょう」

			「お主が冗談を言うとはな。さすがにそれはあり得んよ。索敵もせねばならぬし、あと１か月はかかると我は見たぞ」

			　そうやって、我とエアはこの件を杞き憂ゆうと切って捨てていた。

			　そこで魔剣使いたちに関する話を終え、他の話題に移った時、廊下を慌ただしく走る足音が聞こえてきた。

			「む？　会議室前は走るなと言ってあるのだが」

			「変ですね。王よ、少し下がっていてください。万が一ということもあります」

			　言葉に従って、会議室の入り口から離れてエアの後ろに回る。

			　我とて、そこらの兵士では勝負にならぬほどの腕はもっている。だが、王という身で無為に前に出ることはためらわれる。

			　それに、エアという魔剣使いがいるのだ。我が出る理由はないだろう。

			　しばらくすると会議室の扉がノックされて、外から声が届いた。

			「王様、少々問題が起きております。中に入って説明してもよろしいでしょうか？」

			　我とエアは目を合わせて頷く。

			　外にはエアの部下もいるはず。問題があれば即排除される。

			　それがないということは普通の兵士なのだろうが、警戒しておいて損はない。

			「よかろう。入ってくるがいい」

			　我がそう言うと、ちゃんとしたジルバ式の作法に則のつとってゆっくり扉が開かれた。

			　うむ、普通の兵士であったな。エアも警戒を解く。

			「して、何があった？」

			　我が問うと兵は困った顔をして、言いにくそうに呟つぶやく。

			「よ、傭よう兵へいと名乗るものが、この王城に押し入ってきました」

			「ふむ。ならば、さっさと無礼者を制圧すればよい。何か問題でもあるのか？」

			「そ、それが、まったく止められず……並の兵士や兵士長では相手になりません。よろしければ、エア様のお力を借りたいのですが」

			「私が？」

			「ほお、押し入ってきた傭よう兵へいは、それほど剛の者か。エア、ちょうどいい。お前の力を臣下たちに見せつけてやるとよい。肩身の狭せまい今の状態も、多少は改善されるだろう」

			「……ありがとうございます。では、その傭兵の所へ案内してくれ」

			「我もついて行こう。無礼ではあるが、エアの戦いぶりによっては、多少罪を減じてやらんことはないからな。わっはっはっは……」

			　我とエアはそうして移動し、ちょうど玉座の間で傭兵と対峙した。

			「ほう、ここまでたどり着いておったか」

			「ん？」

			　返事をしたのは、女や亜人の女に囲まれている男だった。

			　見た感じ、普通の男……いや、線が細いな。あれではまともに剣を振れまい。

			　それにしても、見たこともない服を着ておるな。

			「で、髭ひげのおっさんは誰だ？」

			「きさま!!　無礼だぞ!!」

			「よい」

			　今にも飛びかかろうとするエアを押しとどめる。

			　ひと言も言葉を交わさずに終わってはつまらんからな。

			「我はジルバ８世。ジルバ帝国の頂点に立つ者であり、王である」

			　我がそう言うと、傭よう兵へいを囲んでいた我が兵士たちが膝を折って頭を垂れる。だが……。

			「あ、そう。で、何か用事？」

			　その男は、事もなげにそんな言葉を返してきおった。

			「用事といえば用事だな。無礼にも王城の玉座に押し入り、王を見ても礼を尽つくさぬ罪人を裁かぬ王などおらんよ」

			「ふむ……なら、罪人を裁けない王様がいたらどうなるんだ？」

			　変な男だ。妙な返しをしてくる。

			「そんな王は王ではあるまい。そんなことがあれば、王の権威や力は失墜しているのと同義だ。ま、予想とは違った対話だったが、最後に名前でも聞いておこうか」

			「名前ね。なんで最後なのか聞いていいか？」

			「まったく王の質問に答えぬどころか、質問で返すとはな。しれたこと、ここまでの無礼を働いたのだ。どうあがいても、お主らに生きる道はない」

			　我がそう言うとエアが前に出た。

			「えー、またですか。いや、いるとは思ったけどさ……。よし、スティーブ君に決めた」

			「えー、またですか？」

			「この前は、俺が相手しただろうに」

			「まー、そりゃそうっすね」

			「ほれ、お前があれを使えるのかどうかの実験でもあるんだよ」

			「あー、またおいら、モルモットなんすね」

			　ゴブリンが喋しやべっておる!?

			　そして、そのゴブリンが見事なまでに綺き麗れいに剣を構えた。

		

	
		
			[image: p_154.jpg]
		

	
		
			「なんつーか、魔剣使いってのは性格が少し歪ゆがんでるんすか？　この人も、なんか変な感じがするっす」

			　エアに対して暴言を吐くゴブリン。

			　ああ、面白いゴブリンであったが死んだな。

			　エアがすでに魔剣を抜いている。これは助けようがない。

			　次の瞬間、エアの姿が文字通り消え、我は勝利を確信した。

		

	
		
			第１８０掘　ジルバ帝国の落日　魔剣使いの章

			　

			　ｓｉｄｅ　カヤ

			　今日は微妙な気分だ。

			　ジルバ帝国の王都に、ユキとお嫁さんメンバーとおまけのスティーブで来たのだが、何かとウィードと比べてしまう。

			　王都は確かに、人が多くてにぎわっている。

			　だが、それだけだ。

			　露店などが多く立ち並んでいるが、あれでは通行の邪魔だし、ほら、窃盗も簡単に起きている。加えて、並べられている商品に至っては、ウィードの品質にまったくかなわない。

			　いや、ユキが常々比べるのが間違いだと言っていたが、その通りなのだろう。

			　路地裏に少しでも行けば、糞尿の嫌な臭いが漂ってくる。

			　ウィードとは本当に違いすぎる。

			　というか、ここ、トイレがない……うわ、この王都にいるあいだ、そこら辺に垂れ流し？

			　せめてトイレットペーパーを使おう。

			　私がそんなことを考えていると、ラビリスが疑問を口にした。

			「ねえ、ユキ、よかったのかしら？　あの２人がいれば、王城の道案内はいらなかったのに」

			　そういえば、目的はジルバ帝国を治めてる人に会うんだっけ？

			　もう、ジルバ帝国の文明レベルが低すぎて、生活をどうしようかで頭がいっぱいだった。

			「そうですね。道案内を別に雇うのは、面倒だと思いますけど？」

			「大丈夫だって。ユキさんのことだから考えがあるんだって」

			　リーアとリエルが口々に言う。

			　リーアの言う通り別の人に案内させるのは面倒だし、リエルの言う通りユキがそんなことを考えていないわけがないと思う。

			「……で、どうするの？」

			　私はユキに聞いてみた。

			　運が良ければ早くことが終わって、美味おいしいご飯とトイレのある生活に帰れる。

			「どうするんっすか？　というか、おいらに加えてここじゃ毛嫌いされている亜人たちも連れているから、悪目立ちしてるっすよ？」

			　そう。スティーブの言うように、私たちは半数が亜人。

			　私もその１人だ。周囲から奇異な目や侮ぶ蔑べつの目で見られて、いい気分ではない。

			　まあ、手を出してくるよな馬鹿は、今のところいないみたいだが。

			「そうだな。スティーブはともかく、嫁さんたちが変な目で見られるのはあれだな。ちょうど案内の兵士も来たことだし……」

			　ユキがそう言ったところで、人混みをかき分けて兵士がこちらにやってきた。

			「どけ、ここら辺に、亜人に首輪をつけずに連れまわしている馬鹿がいると聞いた。どこだ!!」

			　あ？

			　ユキと私たちに対して、何言ってるんだこいつ？

			　燃やす？

			「ま、あの姉妹が俺たちに協力しているってばれたら、あれだしな。ばれるにしても、俺たちがすべて掌しよう握あくしたあとがいいだろう？」

			「ああ、それはそうですね」

			　ユキとトーリのやり取りを聞いて我に返り、私は思いとどまった。

			　ふう、危ない危ない。

			「ふふふ……ユキってば、面白いことを考えているのね」

			　ラビリスがそう言って微ほほ笑えんでいる。

			　やっぱり、何か考えがあるみたい。

			「じゃ、堂々と王城へ向かって王様に謁見を果たしますかね」

			「貴様、話を聞いているのか!!　王都では亜人の首輪なしの連れ歩きは禁止されている!!」

			　無視されている兵士が激怒し、剣を抜いて近づいてくるが……。

			「あ、そこの兵士さん、俺たち、今から王城に用事があるんだ。道案内をお願いできないかな」

			「貴様!!　亜人を王城に連れていくなど、もってのほか!!　王に対する無礼で、この場で斬り捨ててくれる!!」

			　こいつ、最初から斬るのが目的だったみたい。

			　だが、ユキに剣が振り下ろされることはなかった。

			「で、ユキさん、この兵士はどうするのですか？」

			　リーアが剣を弾いて、地面に叩き伏せていた。

			　無論素手で。強くなったね、リーア。

			　あの勇者の剣なんか使ったら真っ二つだろうし、仕方ない。

			「このままにしておこう。王城の案内って言っても、ここから見えてるあの城に行けばいいだけだからな。分かりやすい」

			　確かに、王城はここから見えている。

			「ユキさん、どうやって王城に入るの？　これじゃ、兵士がたくさん来るんじゃない？」

			　リエルが不思議そうに顔を傾げている。

			「それが狙いだ。どうせ身分も何もないからな、真っ当に会えるわけない。だから、こちらの実力を示しつつ、王城に向かえば会えるってことだ」

			「ああ、なるほど」

			「あとは、この王城突撃で、ダンジョンに攻撃を加えるなって脅おどしにもなるしな。亜人たちに対する態度も、これで少しは大人しくなるだろう」

			　なるほど、やっぱり色々考えていた。

			「で、主に皆に戦ってもらうことになると思うが、いいか？」

			　ユキが私たち全員に視線を巡らせる。

			　無論、異論などないから全員が頷く。

			「よし、俺は極力戦わない方針でいく。皆のサポート役だな」

			「大丈夫です。ユキさんは私が守りますから」

			　そう言ったリーアが、勇者セットを出現させて盾を構える。

			「あとは、そうだな……。間違っても、楽しみすぎて１人になるようなことがないように。アスリン、フィーリア、いいか？」

			「「はーい」」

			「あら、私には言わないの？」

			「あの、私にも……」

			　ラビリスとシェーラが不満げに言う。

			　いつも一緒の４人だから、仲間はずれにされた気分よね。

			「２人はしっかりしてるからな。２人のお姉さん役だ、頑張れ」

			「分かったわ」

			「そう言われては仕方ありません」

			　うん、２人ともアスリンとフィーリアのいいお姉さんだ。

			　私たちは忙しいからあまり相手をしてやれないけど、あの２人はいつも一緒だから。

			「さて、団体様が来たようだし、なぎ倒しつつ王城へ向かうとしますか」

			　ユキがそう言ったところで、さっそく多くの兵士が私たちを取り囲み始めた。

			　だけど、力不足もいいところ。こんなんじゃ私たちは止められない。

			「うわあぁぁあぁ!?」

			「なんでだ!?」

			「お、応援を呼んで来い!!」

			「くそ、当たらない!?」

			「こ、子供まで!?」

			　結局、王城の門はぶち壊して、玉座まで難なく到着した。

			「……誰もいないな」

			「いませんね」

			「……えーと、ユキさん、王は常に玉座に座っているわけではありませんので」

			　シェーラの言葉に皆が納得する。

			「「「ああ、そりゃそうだ」」」

			　それからしばらくして、高そうだが動きにくそうな不便な服を着たおっさんと、魔剣らしきものを持った豪華な軍服の女性が入ってきた。

		

	
		
			第１８１掘　ジルバ帝国の落日　ゴブリンの章

			　

			　現実にルール違反など存在しない。

			　ルールなんてのは、人が勝手に規定しただけのこと。

			　なるべく対等に見えるように、比べやすいように作られた、人が人を測るための道具と言ってもいい。

			　結果、対等なんてのはあり得ないし、同じ条件なんて存在しない。

			　そもそも、対等であるなら、結果は引き分けしかあり得ない。

			　どちらかが勝ったり負けたりということ自体、対等ではなかったという証だろう。

			　いや、こう考えるならありだな。

			　どういう手段を取っても構わないと世界が肯定しているのだから、生き物はすべて対等だとも言える。

			　最初から、生まれた時から無数の選択肢が存在していて、その選択の結果が今だ。

			　だからな、お前も色々考えて生きていけ。

			　俺も色々教えるが、そんなのは世界の情報量に比べれば些細なもんだ。

			　お前自身が感じたことは、お前だけの経験だし、知識だ。

			　ゴブリンであるお前が、見下してくる奴らに、弱くて卑いやしい生き物なだけじゃないって教えてやれ。

			　ま、それの第一歩として、俺との戦闘訓練を行う。

			　

			　ｓｉｄｅ　スティーブ

			　なんか、大将と訓練をしていた頃を思い出すっす。

			　だって、魔剣使いの姉ちゃんが、いきなり目の前から消えたと思ったら――

			「死ね」

			　後ろから声が聞こえてきたっす。

			「なっ!?」

			　あ、今の驚いた声は、おいらじゃないっす。

			　魔剣の姉ちゃんっす。

			　なぜかというと、必殺の不意打ちがあっさりおいらにかわされたからっす。

			「んー。発想は悪くないっすけど、不意打ちする時に声を出すなんて間抜けっすよ？　それとも、それだけスピードに自信があったっすか？」

			　おいらはさっと、魔剣使いの姉ちゃんの方に向き直る。

			「……どうやって」

			　姉ちゃんがそんなふうに不思議そうにしているので、普通に言っちまったっす。

			「いや、前に逃げただけっすよ。目の前にいないなら、上か後ろしかないっすからね。前方が安全っす」

			「……敵がいきなり消えて、そんな的確な判断ができるわけない……」

			　そう、普通はその場にとどまって周囲を確認するところ。

			　しかし、残念ながら、そんなことは経験済みっす。

			　大将と練習試合をしてた頃は、いきなり目の前から消えて、変な所から攻撃されるなんて日常茶飯事だったっす。

			　というか、あれで、止まってるのがダメってことがよく分かったっす。

			　戦場では、常に頭や体を動かし続けるのが大事っす。

			　だけど、これだけやっても大将にはいまだに１本も取れないっす。

			　だって、魔剣の姉ちゃんみたいに近づいてきて斬りかかったりしてくれないっす。遠距離からの狙撃とか、かわせねーっすよ。

			　いや、勘でかわしてたデリーユの姉さんは凄すごいと思うっすよ？

			　でも、人やゴブリンにできる動作じゃないっす。

			「何事も反復練習っす。その程度のことは、だいたい経験済み……って、何か悲しくなってきたっす」

			　はぁー。普通のゴブリンになりたいかと言われればノーっすけど、こんな多忙な職場もあまり……。

			　心中、自分の境きよう遇ぐうを嘆いていると、魔剣の姉ちゃんがその隙にまた消えたっす。

			「もう、少しは自分に優しくする時間くらいくれてもいいじゃないっすか」

			　ガキンッ。

			　そんな音が、左からした。

			「甘いっす。そもそも、この盾すら傷をつけられないなら勝負にならないっす」

			　そう、わざと攻撃を受けたっす。

			　なんで相手がわざわざ盾を持っている左側に攻撃したのか理解に苦しむっすが、実は、どこから攻撃されてもＯＫだったっす。

			　大将を見習った多重障壁の術式が、ナールジアさんお手製の武具に付与されているっす。

			　だから、この新大陸のレベルの攻撃ではほぼ通らないっす。

			　というか、さすがに傷ぐらいつくかなーっと思っていたっすけど、傷すらつかないとか、酷ひどい格差があるっすね。

			　これ、大将の故郷じゃチートっすよ、チート。

			　あ、ならこのセリフが合うんじゃないっすかね？

			「ふふふ……」

			「何がおかしい!!」

			　お、おいらが含み笑いをしたら、相手がのってきてくれたっす。

			「この様じゃ、後が大変っすよ。この中だと、おいらが一番弱いっすから!!」

			「なっ!?」

			　おお、驚いてる驚いてる。

			「いや、それってなんか違くね？」

			　横から大将が疑問を投げかけてきた。

			　魔剣使いの姉ちゃんの相手をしながら、大将と話を続ける。

			「あれ？　そうっすか？」

			「それってさ、四天王の中で最弱!!　って感じで言ったんだろう？」

			「そうっすよ」

			「それって、お前がやられてから次の奴が言うセリフで、しかも死亡フラグだから」

			「あれ、おいら、死亡フラグ立てたっすか？」

			「いや、そもそも自分で一番弱いって言い切るような敵は、そうそう見たことないな。ある程度似てるセリフっていうと……『私で十分です』とか言って出てくる側近みたいな奴のセリフがあったが……」

			「おいら、進んで仕事は増やしたくないっす。その側近さん、勤勉っすね」

			「お前なら、そうだよな。じゃ、お前のセリフはやっぱ新しいジャンルだわ」

			「どういうジャンルっすか？」

			「あー、なんだろうな……」

			　そうやって大将と会話していると、なぜか攻撃が止まった。

			「ん？　どうしたっすか？」

			「ふざけてるのか!!」

			　あれ、何か怒ってるっす。

			「いや、ふざけるも何もないだろう。なあ」

			「そうっすね」

			　ふざけるも何もないっす。

			「それ以前の問題だ。スティーブを真剣にさせられないような腕で、真面目にやる理由もないわ」

			「それは、侮ぶ辱じよくだ!!」

			　侮辱って言われてもっすね。

			「そこでボケっと傍観している王様」

			「な、なんだ」

			「俺たちが本気になっていい？」

			「どういう……」

			「いや、聞くなよ。分かってるだろ。そこの魔剣使いで、その様だ。俺たちが全員動き出したらどうなるかね？」

			　ああ、大将がなんか脅おどしてるっす。可哀想かわいそうに。

			「ふん。ただ倒せなくて、戦いを引き延ばしているだけではないか。そのゴブリンは、いっさい攻撃しておらぬ。守るのに手一杯で攻撃できないのだろう」

			「おお、すげー。今の戦闘を見て、そんなコメントができるってある意味スゲーわ。よし、スティーブ、さっさと片付けて良し」

			「ういっす」

			　大将がそう言うなら、情報収集は終わりっすね。

			　事前にあの姉妹から聞いた通り、もう１人魔剣使いが王城にいたのは確認できたっす。

			　魔剣の能力は聞いてなかったっすけど、まかさ転移系だとは驚いたっす。

			　でも、使い手の方がこれじゃ残念っすね。

			「来るか!!」

			　意気込んでるところを悪いっすけど……。

			　ズドン！

			　そんな音が響いたあと、魔剣使いの姉ちゃんが窓に突っ込んでいた。

			　いや、おいらがやったんすけどね。

			「剣を振りかぶっておいて蹴けりとか、お前も俺のやり方に染まったね」

			「どうも、大将のおかげっす。というか、剣で斬りつけたら真っ二つになるっす」

			「ああ、やっぱそれぐらいの差がある？」

			「あるっすよ。手加減が凄すごく難しいっす」

			　差が本当にありすぎるっす。

			　会話しながら戦って、どうにでもできるって驚きっすよ。

			　あれほどの転移スキルの無駄使いは、見たことないっす。

			　大将みたいに武器だけ体内に飛ばすとか、半分だけおいらを転移して真っ二つにするとか、色々考えがあるだろうに……いや、ないか。

			　やっぱ大将がズレてるんすよ。

			「おい、今、何か馬鹿にされた気がするんだが」

			「いえ、大将が鬼畜だってことを再認識しただけっす」

			「馬鹿にしてね？」

			「それよりも、そこの王様との話はいいんすか？」

			「あ、そうだった」

			　そう言って大将が固まっている王様に視線を向けて口を開く。

			「はい、倒して見せたけど……今度は自分自身も含めて全員、ああなってみる？」

			　頭から窓に突っ込んでるオブジェっすか。

			　女性ならお尻とか胸とか見る価値があるっすけど、男は気持ち悪いだけっす。

		

	
		
			第１８２掘　ジルバ帝国の落日　意外な結果の章

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			　我は夢でも見ているのか。

			　無礼にも、傭よう兵へいと名乗る８名が玉座まで踏み込んできたが、その傭兵が飼っているゴブリンに、最高戦力の魔剣使いが敗北。

			　リーダーと思われる男が我を挑発した結果、それに激げつ昂こうした部下が30名近くで襲い掛かったが、すべてはその男の言う通り、全員、窓に突っ込んでオブジェと化した。

			　しかも、その男はいっさい動いていない。

			　その男の周りにいる女たちが、一瞬にして叩き伏せたのだ。

			　無論、身体能力や魔術に優れた亜人がいるというのもあるのだろうが……。

			　我慢できなくなった部下が、男を挑発した。

			「貴様!!　先ほどから女に守られていて、恥ずかしくないのか!!　正々堂々と勝負せんかぁ!!」

			「いや、俺たち９人に30人近くで襲って来ておいて、正々堂々とはなんぞや？　つか、それを言うなら、そこの王様（仮）だって魔剣使いの女性に守られてるじゃん」

			「王は、この国の象徴!!　そんな危険な真似をする必要はない!!」

			「じゃ、俺も指揮官として、手がふさがるような真似はできないな」

			「ぐっ……」

			　まったくもって正論である。

			　正論で封殺されて、逆にこちらが挑発された形になっている。

			　その証拠に、挑発した男が怒り狂って、斬りかかろうとするが……。

			「残念。そんなじゃ、僕のユキさんには、指１本も触れられないよ」

			　多分、猫の血を含むであろう亜人が、目にも留まらぬ速さで兵士の剣を切り落とし、蹴けりを入れた。結果、窓の飾りがまた増える。

			「さて、そちらの理屈では、犯罪者を裁けない王は王ではない、だっけか？」

			「……」

			　まさか、自分が言った言葉が、そのまま己に突き刺さるとは思わなんだ。

			「……何が目的だ。我の首か？　それとも、この国の荒廃か？」

			　我は、ようやく相手の実力を正しく認識するに至った。

			　この傭よう兵へいたちに有効な手段は力ではない。いや、力ではとても敵わない。戦乱渦巻くこの世界において、この傭兵たちはすでに我らより上にいる存在だと認識させられた。

			　だが、その実力がありながらも我の首はいまだ繋がったままだ。

			　あの余裕からすれば、この城どころか、王都の人間を皆殺しにするのもたやすいだろう。

			　だが、それをせず王城に、いや、我に会いに来たということは他の目的があるはずだ。

			「首が目的なら、最初から切り落としてるわ。この国の荒廃が目的ならわざわざ王城に足を運ぶかよ。そんな分かりきったことを聞くな、馬鹿だろ」

			　ぬぐっ、兵士と同じ轍てつを踏まぬようにこらえるが、これは少々頭にくるな。

			「ま、ようやくそこの仮の王様も含めて、お偉いさんたちは差を実感したようだな。わざわざ乗り込んだ甲斐があったわけだ。誰かの紹介じゃ、足元見られるだけだし面倒くさい。やっぱり、これが正解だな」

			　この者たちは、色々と狙って乗り込んできたということか。

			「さて、ようやく俺たちも本題に入れる。簡かん潔けつにいこうか。目的は主に３つ。１つ、そっちの軍が３度にわたってケンカを売ってきたので、魔剣使い３名を含めて排除した。わざわざ生かして解放したんだから、差を実感してくれ。いい加減鬱うつ陶とうしいんで、フェイルの街から亜人の村への侵攻をやめろ。次やったら、この王城を落とす。お前の命を含めてな」

			　なんだそれは、事実上の降伏勧告ではないか。

			「２つ目、こっちは色々調べものがしたいから、王都にある資料の閲覧許可をくれ。これは、そっちが迷惑をかけた賠ばい償しようってやつだな。３つ目、俺たちに敗北した魔剣使いたちの今後の保証をしてもらおう」

			「……２つ目はまあいい。３つ目だが、なんの意味がある。魔剣使いたちは独自の権限をもっているし、我もそれを認めている。そちらに攻め込んで、その結果、我の首に剣が突き付けられている状況だ。処しよ罰ばつせぬわけにはいかぬ」

			「何言ってやがる。お前たちだって、最初は俺たちのことを舐めてたくせに。さっきの魔剣使いと会議室で話してた時には、事実を聞いたのにあり得ないって結論づけたじゃねえか。そう考えれば、全体的な失態を犯したのは上の立場の王様ってことだぞ。ま、処罰云々は立場上、しなけりゃ権威が崩れるとか心配もあるだろうから、魔剣を没収するぐらいにしとけ」

			「それでいいのか。魔剣がなければ魔剣使いの娘たちは、ただの有能な指揮官程度だ。すぐさま、今まで不満を溜めた者に貶おとしめられるだろう」

			「その後のフォローは、こっちでするからいい。ま、魔剣を取り上げるにしても、姉妹はともかく風姫騎士は前線から呼び戻さないといけないし、面倒この上なさそうだけどな」

			　確かに、今、聖国へ向かわせている侵攻戦力を下げるのはよくない。

			「……質問がある。なぜ魔剣使いたちを庇かばう？　そちらに実質的な手出しをしたのは、その者たちだぞ」

			「そりゃ、簡単。こっちは、怪け我が人が多少出たが死者はなし。つまり、歯牙にもかけられるような相手じゃなかったわけだ。結果、こちらにとってはよき協力者になってくれたというわけ。実力差を知って、話を素直に聞くようになったしな。全員、必死に国への侵攻を止めるために協力してくれたわけだ」

			「なるほど、我の首がまだ繋がっているのは、実は魔剣使いたちの功績、そう言いたいのだな？」

			　ふむ、これはある意味好都合か。

			　幸い、各軍団には話がまだ行っていない。

			　今回の騒動は握りつぶして、彼らの要求を呑んだ上で、ある程度我らの要求をのませることができれば、この国にとっては利益となる。

			　エアを含め、４名の魔剣使いを軽くあしらった実力者と関係を持てるのは大きい。

			　今までの会話から、無茶を言うような男ではないと思う。

			　いや、無茶ばかりなのだが、鳥に海の中ですごせ、モグラに空を常に飛び続けろと命令するような荒唐無稽なことは言わない。あくまで実現可能なことを言っている。

			　事実、魔剣使いの処しよ罰ばつに関しては、魔剣を取り上げる処罰自体は認めている。要求している保証というのは、命や財産のことだろう。

			　最悪、噂を聞きつけてこの傭よう兵へいたちにケンカを売る者が出てくる心配はあるが、こっちとしては、ある意味不穏分子の処理としても使える。

			「あ、わざわざ２つ目の賠ばい償しようを情報提供にしたのは、金銭じゃ色々問題が出てくると思って言ったんだからな？　ケンカを吹っかけてくる奴を減らすためだ。これにかこつけて、いらん部下を俺たちに排除させようなんて考えるなよ。お前らの兵士が突っかかってきたら、そっちの金庫から勝手に賠ばい償しよう金をもらっていくからな。魔剣使いですら手も足も出ないんだから、刺激するような真似はするなって厳命しておけ」

			「……分かった」

			　この男、何もかもお見通しか？

			　為政者としての経験でもあるのか、最初から堂々としておる。

			　傭よう兵へい団のリーダーをしているからというのもあるが、何か他の感じがしてならぬ。

			「ま、こちらの要求はそんなもんかね。何かあれば追々言う」

			「これで終わりではないのか」

			「敗北者に発言権はない。それが、お前らのルールだろ？　ま、無茶はいわねーよ。国を落としても混乱するだけだしな。こちらに利がある限りそっちに協力もする。それでいいだろう？」

			　よし、何やら微妙だが、こっちに協力すると本人から言わせた。

			　反対する重鎮たちへの説得材料になりえるだろう。

			「……ところで聞きたいんだが」

			「なんだ？」

			「いや、受け入れる意向を示してもらってなんだが、まだ俺たちは要求を言っている段階だ。まずは、会議でもして来い。王が独断で物事を進めても荒れるだけなのは、知っているだろう？」

			「ぬっ」

			　確かに、我らに選択肢はなかったのだが、建前上、皆を説得する会議の場を設けなければいけない。

			　王１人では国は成り立たぬ。

			「ゴホン、そちらの要求は理解した。しかし、すぐに判断をするわけにもいかぬ。１週間ほど……」

			「馬鹿、３日だ」

			「……分かった。３日後に結果を伝えるゆえ、しばらく城に逗とう留りゆうするとよかろう」

			　くっ、時間すらもらえぬか。

			　３日の内に、なるべく優位になる交こう渉しよう材料を考えなければ。

			　

			　表向きの歴史書には存在しない、たった１日の出来事だった。

			　この日、ジルバ帝国は密やかに王城が落ち、そして、再び返還されたのであった。

		

	
		
			落とし穴27掘　寒い日の……

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　いやー、この前は焼き芋をお昼にしたけど、それなりに好評だったな。

			　というか、あれがきっかけでウィード内で、サツマイモの栽培がカヤ主導で行われることになった。

			　わざわざエリスやラッツが予算を割いているあたり、皆、それなりに気に入ったんだろう。

			　カヤの農業組合も、わざわざサツマイモ専門で人を集めている気合の入れようだし。うん、世の中、うまい飯が大事だよな。

			「うむ。今日も寒い」

			　とりあえず、ダンジョンマスターの権限で気温を変えたいぐらい寒い。

			　具体的に言えば、今の気温は５度だ。平日の昼でな。

			　夜の気温次第では、朝、雪が積もっていることも珍しくない。

			　ウィードの位置する地域は、雪が積もるのが普通な土地らしい。

			　これなら雪を使ったレジャーができそうだな。

			　そんなことを考えつつ、軍務の方で書類仕事を片付けていく。

			　といっても、人の担当はセラリア、魔物の担当は俺という仕分けができているので、そこまで忙しくはない。

			　スティーブとかスラきちさんとかに仕事を割り振って、あとはお任せ体制だからな。

			　セラリアの方はウィードの女王としての仕事もあるから、それなりに忙しそうだけど。

			「その分、俺が家で色々頑張らないとな」

			　夜の方じゃなくて、飯とかの方な。あとは娯楽関連だ。

			　頑張っている嫁さんには、せめて家ではのんびりして欲しいからな。

			「大将、書類持ってきましたっす。って、何をやってるかと思いきや晩飯のネタっすか」

			「おう、嫁さんには無理させてるからな」

			「おいらたちにも、うまい飯を回して欲しいもんですね」

			「お前らは普通に外で食べて来いよ。大所帯だろ」

			「へいへい、所帯をもつと冷たくなるっすね」

			「そっちも所帯持ちみたいなもんだろ」

			「男しかいないっすけどね!!」

			　なに怒ってんだか。ま、そんなことより今日の晩ご飯っと……冬の定番の鍋は、秋にやっちまったしな。あとは……。

			「ああ、あれがあったな」

			「あーあ、おいらはその程度っすか。いいっすよ、飲み屋にでも行ってきますから」

			　いまだスティーブに彼女を作ってやれていないので、スルーするしかない。

			　メスのゴブリンを作ってやることを忘れてたわ。

			　だって新大陸とか忙しいし、スティーブのためだけに作るのはね。

			　それに、今のウィードだと、俺の独断で魔物を生み出すわけにはいかない。

			　冒険者ギルドや各国との兼ね合いがあるのだ。

			　スティーブのために、ちょいと新しいのを作りましたって事後報告をすれば問題になる。

			　隠しててもいいが、ばれたら色々突かれる原因になるしな。

			　ただ、いい加減スティーブに春が来てもいいと思っているんだが……。

			　ゴブリンも人と同じように家族を持ったりするんだってウィードの人たちが知るだけで、色々周りも変わってくるだろうし。

			「こっちも、調整が必要だな。時間を見て根回しするか」

			「なんすか？　また、晩飯の話っすか？」

			「いや、ちょいと面倒事をな」

			「はあ、色々大変っすね。で、晩飯は決めたんすか？」

			「まだ決まってない。冬ならではってのを探していてな」

			「あー、そういや、大将がほとんど毎日台所をしきってるんすよね？」

			「おう」

			「そりゃ、ネタが尽つきるわけっす。おいらも、店が増えたとはいえ最近は、同じ店のローテーションっすから」

			「ちゃんとバランスよく食えよ。偏食が魔物にどう影響するか知らんが……オークのジョンたちは、頭に皿でも生えてきそうだからな」

			「ジョンすかー。本当に畑で作るきゅうりが好きっすよね、あいつ。大将の言うように河童になりそうっす」

			「バカいえ。ウィードに日本の妖怪なんぞ生まれてみろ。性た質ちが悪いわ。厄やつ介かいな能力持ちが多すぎる」

			「あー、影を舐められると死ぬとかっすか？　バジリスクみたいなもんしょ？」

			「目が合っただけで死ぬとかもあるからな」

			「うっわ、ないわー。それはないわー」

			　貞○以前にも、妖怪にはそういう厄介すぎるタイプが存在する。

			　間違ってこの世界に誕生すれば、一国どころか大陸が１つ没しそうだからな。

			　そんな存在を考えだす地球が怖いわ。

			「あ、話がずれたっす。晩飯っていうのと少し違うかもしれないっすけど、冬は屋台なんかがいいって言ってませんでしたっけ？」

			「屋台？　……なるほど、屋台か。スティーブ、ありがとう。なんとなく今日の晩ご飯が決まったわ」

			「それはよかったっす。じゃ、こっちの書類に……」

			　スティーブが書類を差し出そうとするが、アレの準備をするなら、今からやらなければ晩ご飯に間に合わない。

			　いや、本来なら２～３日煮込むのが基本なのだが、まあ仕方がない。多めに作って、翌日、明後日と味の変化を楽しんでもらおう。

			　これで、３日間ぐらい晩ご飯のネタに困らなくて済む。

			「俺は用事ができた。よって、その書類はスティーブに任せる。セラリアやエリス、ラッツに文句を言われないように、調整を頑張れ」

			　そう言って事務室をあとにして、晩ご飯の買い物へ向かう。

			「あー!?　またっすか!?」

			　頑張れ、スティーブ。俺はお前の成長を信じている。

			「さーて、今日は普通に買い物しようかね」

			　今回の晩ご飯に特別な材料は必要ない。

			　ウィードにあるスーパーラッツで十分揃うものだ。

			「おや、お兄さんじゃないですか」

			「あれ、ラッツ、なんでここにいるんだ？」

			　妊娠中のラッツは、仕事は産休ということで休んでいる。

			　重い荷物を持つことも多いスーパーの仕事など、もってのほかだ。

			「おお、そんなに怖い顔をしないでください。力仕事はしていませんとも。ただの書類整理ですよ」

			「なら、一緒に帰ろう。晩ご飯の買い物は終わったし」

			「いいですよ。書類関係は終わりましたし、これからどうしようかと思っていたところです」

			　すんなりラッツが一緒に来てくれた。

			　ふぅ、お腹に子供がいるんだから、大人しくしててくれっていうのは俺の我わが儘ままだと分かってはいるが、心配なのは仕方がない。

			「……ごめんな。さっきは、ちょっと冷たい言葉だったかもな。一日中家だと退屈だしな」

			「なはは、大丈夫ですよ。皆、お兄さんにこんなふうに扱われて、嫌な顔なんてしませんから。むしろ濡れます」

			「……それならいいが。負担になっているんなら、ちゃんと言えよ。隠す理由はまったくないからな」

			「分かってますよ。それはそうと、今日の晩ご飯って言ってましたよね？」

			「おう」

			「ジャガイモ、大根、こんにゃく、牛串、卵、ちくわ……えーと、どんな料理なんでしょうか？　煮物ですか？」

			「あー、煮物で間違いはないかもな」

			　確かに煮込む。ぐつぐつと。

			「冬の食べ物ってやつだよ。酒にもよく合う」

			「おお、それはいいですねーって、あまりお酒は飲めないんですよねー」

			「まあ、多少はいいだろう。四六時中家にいてストレスもあるだろ、それぐらいはな」

			「楽しみにしてますよー」

			「任せとけ」

			　さ、家に帰ったら頑張って作りますかね。

			　そして、晩ご飯に至る。

			「あー、トーリ、牛すじ取りすぎー!!」

			「リエルだって、たくさん食べたじゃない!!」

			「……お揚あげは進化する。がんもどき、きんちゃく……素晴らしい」

			「おー、たまごも味が染みてますねー」

			「あ、本当？　ラッツ!?　くっ、まだ大根が残っているのに」

			「まあまあ、ミリーさん、残りはつまみにして、のんびり飲みながらやりましょう」

			「……ナールジアさん、飲みすぎはやめてくださいね。あら、このジャガイモもいいですね」

			「美味おいしいのですか？　ジャガイモ、まだ残ってます？」

			「ルルア、こっちにあるぞ。ほれ」

			「デリーユさん、出だ汁しが落ちますから、このお皿に」

			「勇者と魔王が仲良く食卓を囲むシーンは、いつ見てもおかしいわね。それはそうと、エルジュ、そのちくわは私によこしなさい。妊娠している私の些細な願いよ」

			「酷ひどい!?　私が取ったのに!?　妊娠を盾にしてる!?」

			　大人組はこんなふうに忙しく、子供組は……。

			「はふはふ、たまごが熱いです」

			「よーく冷ますのよ」

			「あつつ、みじゅ!!　おみじゅ!!」

			「はいはい、フィーリア、これ飲んで」

			「シェーラ様、こちらの大根もいい感じです」

			　キルエが混ざっているから、そうそう問題にはならないだろう。

			　全員、よく楽しんでいるようだ。

			「さて、俺も……」

			　味の染みた大根にからしをつけて……。

			「かっー、塗りすぎた!?」

			　でも、この感じがいいんだよな。

			　そんな冬の１ページ。

			　新大陸を攻略中だが、こんな平和も続いている。

			　さて、これからも頑張りますかね。

		

	
		
			落とし穴28掘　初クリスマス

			　

			　ｓｉｄｅ　アスリン

			「ふぁ――、今日も雪だぁぁあ!!」

			　今日も朝目が覚めて、すぐに窓のカーテンを開けました。

			　最近は、雪が積もっているのが楽しみなのです。

			「うにゅ、アスリン、うるさい」

			「フィーリア、そんなこと言ってないで。ほら、また雪が積もってるよ!!」

			「あ、ほんとだ。今日は雪合戦できるです!!」

			　雪を見たことがなかった私たちは、お兄ちゃんに教えてもらった雪合戦をしたり、雪だるまやかまくらなどを作って遊んでいます。

			　お手てが冷たくなって痒かゆくなるけど、遊んでいるとあまり気になりません。

			　だって、それだけ楽しいんだもん。

			　あと、お兄ちゃんが手を握って暖めてくれるから、お得なの。

			「……２人とも朝から元気ね」

			「ラビリスちゃんも、外を見て。雪が積もってるよ」

			「あら、本当。今日もユキの中で暖まれるわね」

			　ラビリスちゃんは一緒に遊んでくれるけど、すぐにお兄ちゃんの袢はん纏てんの中に入って暖まるの。

			　少しうらやましいけど、雪で遊ぶのも楽しいからあまり気にならない。

			　私たちもお兄ちゃんに言えば、すぐしてくれるし。

			「おーい、３人とも起きてるか？　って起きてるな」

			「あ、お兄ちゃん」

			「兄様」

			「ユキ」

			　お兄ちゃんが私たちを起こしにきたので、皆すぐに駆け寄ります。

			　最近は、お兄ちゃんと一緒に寝る回数が減っています。

			　だけど、シェーラちゃんやキルエさん、この３人でおしゃべりしながら夜更かしするのは楽しいので、あまり気になりません。

			　お兄ちゃんはすぐ寝ちゃうので、あんまり夜更かしできないの。

			「うーん、今日は何をして遊ぶのです？」

			「そうだねー。かまくらじゃなくて、雪のお城を作ってみようよ」

			「おお、お城ですか!!　私もやる気が出ます!!」

			「何か本格的で、とても大変そうね」

			「お兄ちゃんは、今日はお休み？」

			　私はお兄ちゃんの腕で運ばれながら、今日の予定を聞いてみます。

			「そうだな。午前中は特に用事がないから、皆と一緒に雪のお城を作るのを手伝おう」

			「やったー!!」

			「兄様がいれば、大きな城にできるです!!」

			「よかったわね。でも、午前中ってことは、午後は用事があるのかしら？　今日は休みのはずでしょ？」

			　ラビリスちゃんは、お兄ちゃんのお仕事スケジュールを知っているの。

			　いつもなら、お休みの日は一日中、私たちと一緒にいてくれるのに、今日は不思議。

			「ねえ、お兄ちゃん、午後は何するの？」

			「んー。もうすぐクリスマスなんだよな。その準備だ」

			「「「クリスマス？」」」

			　私たちは首を傾げる。

			　初めて聞く言葉。なんだろう？

			「いつもの通り、俺の故郷の行事ってやつだ。それの再現をしてみようと思ってな」

			「そっかー。それなら仕方ないね」

			「兄様がやりたいことをするべきです」

			「そうね。クリスマス、楽しみにしてるわ」

			「おう。さて、とりあえずは顔を洗って、ご飯を食べたら雪で遊ぶか」

			　そんな感じで、いつもの通り顔を洗って、朝ごはんを食べて、雪遊びをしました。

			「……うん。なんか凄すごいな」

			「さすがと言うべきね」

			　お兄ちゃんとラビリスちゃんが、何か微妙な顔をしています。

			　なんでだろう？　フィーリアちゃんの指示の下で、ちゃんとした雪のお城ができたのに。

			「なんだ、雪ってここまで精巧に物を作れるんだな。雪まつりのオブジェとかは画像で見たことあるが、実際にできるとはな」

			「フィーリアの才能は凄いわね」

			「本当に雪の城だしな……」

			　よく分からないです。

			　雪のお城を作るんだから、ちゃんとした雪のお城を作るに決まっています。

			「兄様、どうですかー!!」

			「おう、凄すごいぞー!!　っと、そろそろ俺は準備に行くよ。今日は料理もクリスマスに合わせて作るから、俺に任せてくれ」

			「「「はーい」」」

			　その後、私たちはしばらく遊んでから、お風呂に入ってのんびりしたあと、宴会場に向かいました。そしたら……。

			「うわー、すごい!!」

			「木が光っているです!!」

			「へぇ、これがクリスマスかしら？」

			　宴会場の隅に木が置かれていて、色々な飾りをつけられて光っていました。

			「お、ラビリスたちも来たんですね。これはなんでしょうか？」

			　ラッツお姉ちゃんたちは先に来ていたようで、その木を見て驚いたり、じっと見つめたりしています。

			「ええ、これは……」

			「クリスマスツリーだ」

			「あ、お兄ちゃん？」

			　お兄ちゃんが入ってきたのですが、なぜか赤い服に赤い帽子の姿です。

			「何かしら、その格好？」

			　セラリアお姉ちゃんも、不思議そうに首を傾げています。

			「こっちには似た風習はないか……。まあ、元は聖誕祭だから、宗教の意味合いが強い行事だしな。現在の形になったのは、紆余曲折があってだったっけ……」

			「えーと、何やら悩んでいるようですが、これはクリスマスツリーというのですね？　こうやって華やかに飾るのですから、何かの祝いごとですか？」

			　ラッツお姉ちゃんが、少し考え込んでいるお兄ちゃんに声をかけます。

			「ああ、祝い事だ。本来は、この世界の例えでいうと、勇者か神様が地上に降りたった日みたいに言われていてな。この日は、家族で祝ったりするんだよ。ま、そういう宗教的意味合いは薄くなって、ただの祭りの日みたいになっていたけどな。こうやってクリスマスツリーを飾って、クリスマスにちなんだ料理を食べて、そして……」

			　そう言ってお兄ちゃんが、アイテムボックスから白い大きい袋を取り出しました。

			「クリスマスには、大切な人へプレゼントを渡す風習もあるんだよ。ほれ」

			　お兄ちゃんが、白い袋から綺き麗れいな紙に包まれてリボンがかけられた箱を取り出し、皆に渡していきます。

			「中は開けてからのお楽しみだ」

			「えーと、そう言われると開けたくなるのですが、お兄さん」

			「無論、すぐに開けてくれてもいいぞ」

			　皆がすかさず袋を破いて中身を確認します。

			「これは……」

			「マフラーです!!」

			　そう、中には今日のような寒い日にぴったりな、綺き麗れいな模様のマフラーが入っていました。

			「本来なら、皆の好きな物を聞き出して、それに合わせてプレゼントするべきなんだがな。急に思いついたんで、俺の判断で似合いそうなマフラーを１人ずつ選んできた。俺のセンスで選んだから、気に入らなかったらごめんな」

			「「「そんなことありません!!　大事にします!!」」」

			　皆が一斉に言います。

			　当然です。お兄ちゃんが私たちのために選んだマフラーを、気に入らないわけがないです!!

			「ま、大事にしてくれるのはいいけど、ちゃんと使ってくれよ？　本来の使い方をしてくれる方が俺も嬉しいし、マフラーも本望だろう。さて、あとはクリスマスの料理を食うぞー!!　ま、ピザとかケーキ、チキンもあるが……まあ、さっそく食べよう」

			　そうやって、私たちは初めてのクリスマスを過ごしたのです。

			　外では、雪が降り、景色を白く染め上げていました。

			「マフラー、暖かい」

			「兄様の匂いがします」

			「ふふっ、大事にしないとね」

			　今日作った雪のお城を見ると、お兄ちゃんが仕掛けをしてくれたのか、夜の闇やみの中、色とりどりに綺麗に光っていました。

		

	
		
			第１８３掘　ジルバ帝国の落日　餌を撒まく章

			　

			　ｓｉｄｅ　アスリン

			　お兄ちゃんは凄すごいのです。

			　もう何が凄いって、全部凄いのです!!

			　今日は、新しい大陸のジルバ帝国の王様へ会いにいったんです。

			　普通なら会えるはずがないんですけど、お兄ちゃんは、ダダーっとそのままお城へ向かって入っていきました。

			　そしたら、普通に王様が現れたんです。ちゃんと、お話もしました。

			　お兄ちゃんが、迷惑だからちゃんと部下の面倒を見るようにって言うと、王様が頷くんです。

			　ちゃんと、お話を聞く王様でした。

			　でも、少し怖い王様です。セラリアお姉ちゃんのお父さんとは、感じが違いました。

			　ということで、お兄ちゃんのお話を聞いた結果、王様は部下の偉い人たちを集めて会議をするそうです。

			　ちょっと時間がかかるので、私たちはお話が終わるまでの３日間、お城にお泊まりすることになりました。

			「退屈だねー」

			「だねー」

			「……まあ、お城で待つにしても、下手に動くと迷惑がかかるから。ユキを困らせたくないでしょう、２人とも？」

			「「うん」」

			　今日は１日目の夜。

			　と言っても、出されたご飯を食べて、その後はお部屋でのんびりしているだけ。ご飯はあんまり美味おいしくなかったです。

			　お城は初めてだから色々見て回りたいけど、お兄ちゃんに迷惑がかかるから我慢します。

			「そうですね。明日はユキさんに許可をもらって、お城を見て回りましょうか？」

			「いいの、シェーラちゃん？」

			「ええ、２人とも初めてのお城なんですもの。私には慣れた景色ですが、２人にとってはいい経験になるでしょう」

			「……そうね。ユキにもちゃんと言えば、許可してくれるわ」

			「「やったー」」

			　やったのです。

			　シェーラちゃんとラビリスちゃんがお兄ちゃんに言ってくれるなら、見学できます。

			「ま、正直、がっかりすると思いますけどね。ウィードの方が進んでますから……」

			「いいんじゃないかしら。シェーラが言った通り、アスリンとフィーリアにとっては初めてだし、見学自体は楽しいものよ。といっても、しばらくしたら見飽きるでしょうね。トイレもお風呂もないし」

			「ああ、そう言えば今日はお風呂なしですね。いくらドッペルとはいえ、身綺き麗れいにしたいのですが……」

			「……ドッペルから抜け出して、家で存分に露天風呂に入りなさいな」

			「それしかないですよね……」

			　何かシェーラちゃんとラビリスちゃんの２人は、少し残念そうです。なんでだろう？

			「じゃあ、アスリンは何が見にいきたいですか？」

			「うーん、うーん、そうだねー。お庭が見たいな。きっと綺麗だと思うんだ」

			「おー、確かにそうだと思います。私は、お城にある武具を見たいです」

			「フィーリアちゃんは、鍛か冶じに熱心だねー」

			「はい、アスリンと違って料理がそこまで上手くないですから、鍛冶で兄様を助けるんです!!」

			「フィーリアちゃんなら、きっと凄すごい鍛冶屋さんになれるよ」

			　だって、いつも鍛冶のお手伝いをして、私たちの武具を作ってくれるから。将来は、ナールジアさんぐらいの腕になるんじゃないかなって思います。

			「ふぁぁ……」

			「ふにゅ……、さすがに眠いです」

			「ふふ、はしゃぎすぎたわね」

			　ラビリスちゃんの言う通り、今日は初めてのお城で少しはしゃぎすぎたみたい。

			　眠い……。

			「ユキもゆっくりしろって言ってたし、もう寝なさい。明日、たくさん城を探検しましょう」

			「「はーい」」

			　私たちはそう言って、初めてベッドにもぐりこみました。

			　ウィードではお布団だし、奴ど隷れいの時は床に寝ていたからベッドは初めてなのです。

			「お布団みたいにフカフカで柔らかくない……」

			「うー、掛布団が重いです……」

			「……そこは我慢しなさい」

			「そうですね。ウィード以外は大抵こんなものです。これでも高級品ですけど、比べるのが可哀想かわいそうですね」

			「「うー」」

			　フィーリアちゃんと２人で不満の声を上げますが、本気で言っているわけじゃないです。

			　お兄ちゃんを困らせるようなことはしません。

			「さあ、寝るわよ」

			「はい、私たちも一緒に寝ますから我慢しましょう」

			「「うん」」

			　大きなベッドに４人一緒に入りました。

			「いつもと一緒だね……」

			「ですぅ……」

			　あ、なんかとても眠く……。

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			「眠ったみたいですね」

			　シェーラの声が聞こえてくる。

			　私とシェーラは、アスリンとフィーリアを挟はさんで両端で寝ているのだ。

			「……そうね。慣れない場所だから疲れたんでしょう」

			　ドッペルの身体でもあっさり寝てるってことは、本体もすでに爆睡してるわね。

			　あっちの方はご飯を食べてないから、明日しっかり食べないといけないわね。

			「はい、２人は慣れていないようですから。しかし、ラビリスはこういうことに経験が？」

			「さあ、どうだったかしら」

			「分かりました。ラビリスがそう言うならそれでいいです。しかし、どう思いますか？」

			「何が？」

			「今日、ユキさんが言った３日間という話です」

			「ああ、あれね」

			　ユキはジルバ帝国の連中に、３日という時間制限を設けた。

			　その理由はまだ聞いていないが……。

			「さすがに、３日は短すぎます。ウィードみたいに各国とゲートでつながっているならともかく、この大陸の移動手段は基本、馬です。遠征しているという軍団の方々も、ジルバ帝国の重要な役職につかれているはず。それを呼び戻す暇ひまもないまま結論を出せというのは、今後の火種になりえます。ユキさんが、そのことを分かっていないはずがないのですが……」

			「そうね。確かに３日だけじゃ、すべてに手を回すのは無理よね。この３日間はいいとして、私たちも後でまたこの王城に来たら、邪魔者扱いどころか剣を向けられるかもね」

			「はい、王の方針に反対して独断で動くものが出るのは確実でしょう」

			「シェーラの言う通りね。でも、それって１週間、いえ、１か月、１年と期間があったところで反対意見がなくなるのかしら？」

			「それは……無理ですね。今回はユキさんらしくない、真っ向からの殴り込みです。今までなら、気が付いたらすべて終わったあとなのです。私たちの時もそう。魔王征せい伐ばつも、ほかも……」

			「……多分、ユキの中では、これも布石なのよ。ユキが国を背負うのは重荷でしかないって考えてるのは知っているわよね？」

			「はい、ユキさんの立場上、国は駒であり、自ら運営するのは愚でしかありません。本拠ともいえるウィードでさえ、運営自体は私たちや住人の皆さんにほぼ委ねています」

			「そうよね。私も薄っすらとしかユキの心を覗いてないけど、多分、この状態はわざとよ。３日間という期間も含めてね」

			「わざと？」

			「私たちを連れてきたのが不思議だったのよ。実力を示して相手を屈服、あるいは対等に交こう渉しようするなら、相手から良い感情を持たれないとダメでしょ？」

			「それは当然です」

			「でも、その場に私たちみたいな子供や、この国では嫌われている亜人のトーリたちを連れてきた」

			「つまり、最初から実力行使が目的だったと？」

			「いえ、多分私たちを出だ汁しにして、相手の弱みを完全に握るつもりね」

			「弱みを握る……ですか」

			「ええ、それもぐうの音も出ないほどにね。って、長々話してないで寝ましょう」

			「あ、そうですね。ラビリスの話が本当なら、明日はひと騒動あるはずです」

			　そうやって、私たちも目を閉じる。

			　薄れゆく意識の中で、ユキがいったい何をするつもりなのか楽しみな私だった。

		

	
		
			第１８４掘　ジルバ帝国の落日　計画の章

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「さて、そろそろ寝ますかね」

			「そうですね」

			　俺は案内された個室でリーアとのんびり過ごし、今日１日を終えた。

			「ちょっと、ベッドが固いけど仕方ないよな」

			「そうですね。ウィードが特殊ですから」

			　２人ともベッドを触って苦笑いする。

			　しかし、こうした時に不満が出るから、ウィードの生活基準も少し下げるべきか？

			　これでは、ウィードから将来羽ばたくであろう子供たちが、外の世界に絶望してニートになってしまう可能性がある。

			　いや、ニートは言いすぎだが、ウィードから出たがらない可能性が高い。

			　これは一度、全体会議をしてウィードの問題点として考慮すべきだな。

			　住人の意見も、ぜひ聞きたいところだ。

			「あの、ユキさん……」

			「ん？　どうした？」

			　考え事をしていると、リーアが少し不安そうに声をかけてきた。

			「この状態はいいのでしょうか？　いかに私たちが強いと言っても、バラバラに襲撃されれば……」

			「されれば？」

			「いえ、鎮圧は容易でしょうけど。交こう渉しようするのに面倒なことになるのではないでしょうか？　というか、アスリンちゃんたち子供だけで一部屋なんて心配です」

			　まあ、問題は交渉よりも、アスリンたちの安全ということだ。

			　しかし、こればっかりはどうにもならない。

			「心配なのは分かるが、これも予定のひとつだからなー。我慢してくれ」

			「予定？」

			「そうそう予定。魔剣使いの女性たちの実力からして、俺たちを上回る敵はいないだろうって結論が出てるだろう？」

			「はい」

			「つまり、王城を制圧して王様と交渉するのは、分かってたよな？」

			「いえ、ユキさんが王様になるのかと……」

			　いや、ないから。

			　そんな面倒なことを誰が進んでやるかい。

			「ま、リーアの希望に添えなくて残念だが、そんなことをすれば、この国の国民や臣下の掌しよう握あくに時間がかかりすぎる。だから、俺たちが自由に行動してよくなるように交こう渉しようしたんだ。本来の目的は、魔力枯こ渇かつの調査だからな。下手に国に縛しばられる必要はない」

			「それは分かりますが、なんで表立って敵を作るような形で、ジルバの王様と交渉に臨んだのですか？　これじゃ、別の部屋に泊まっているトーリたちやアスリンちゃんたちが、危ないと思いますけど。秘密裏に脅おどしてもよかったのでは？　というか、今までのユキさんのやり方と違って、今回は結構、大胆な気がするんですけど？」

			　リーアが俺の行動について疑問を抱く。

			　確かに今回の行動は、今までのゴタゴタの時とは異なり、かなり俺自身が前に出ている。今までで言うと、たとえばウィードではエルジュをたてて、セラリアを領主に迎え、必死に自分の存在を隠そうとしてたからな。それとは正反対の動きだ。

			「そうだな。確かにウィードでは目立たないようにしてきた。だけど、こっちでの目的は違うから、取る手段も違ってくるってことだ」

			「えーと、目的は世界の魔力枯渇を防ぐためですよね？」

			「あー、最終的な目的はそれで間違いじゃない。でも、ウィードでの目的、こちらでの目的と段階的に色々あるんだよ」

			「段階的？」

			「そう、段階。最終的な目標を達成するまでに、手順としていくつかの小さい目標をクリアしていくわけだ。そうだな、俺が最初にこの世界に来た場所がウィードなのは知ってるよな？」

			「はい。ユキさんがルナ……様に連れられて来て、世界を救うために動きだしたのですよね？」

			　ルナって呼び捨てでいいと思うぞ。

			「そう、動き出した場所だ。その時の俺は、まったくの一文なしで常識知らずだったわけだ。だから、俺はダンジョンを使って力を蓄たくわえ、諸国と交こう渉しようをして、魔力枯こ渇かつの対策のために前準備を色々してきたわけだ。ウィード、つまりダンジョンに人を住まわせてＤＰを確保したり、ダンジョンの機能を使って戦争を沈静化させたりと言った具合にな」

			「えーと、結局、すべては魔力枯渇を解決するためですよね？」

			「そう、でも、それはまだまだ先の話だ。だから、俺はウィードでしっかり地盤を準備したんだ。俺自身も最初はドッペルなんて呼べなかったし、身の安全が最優先だった。だけど、今は違う。この新大陸での目標は、準備段階じゃない」

			「ああ、準備が整ったから、積極的に動き出したってことですか？」

			「そうだな。これ以上の物資や技術を得ようとすると、うん十年計画になっちゃうしな。ルナが、ちょうどよく魔力が枯渇している大陸に案内してくれたんだ。ちまちま交渉した結果こじれるより、こじれるようなことはさっさと起こして、俺たちが早く自由に動けるようにした方がいいと思ったわけだ」

			「そういうことですか。確かに、今までのように裏でこっそりやるのは時間がかかりますよね。身の安全対策はドッペルで大丈夫ですし、ダンジョンの入り口もモーブさんたちや魔物部隊が守っているから、憂うれいはないわけですね。あっ、こじれることはさっさと起こしてって……」

			　ようやくリーアも察しがついたようだ。

			「アスリンちゃんたちを別室に宿泊させたのは、問題を起こすためですか」

			「問題を起こすのは、ジルバ帝国側だけどな。俺たちは３日間のんびりさせてもらうだけだ」

			「……３日間何も起こらなくても、次に来た時、確実に問題が起こるわけですか……」

			「だな。３日のあいだに問題が起これば、それを出だ汁しに色々交こう渉しようしやすくなる。３日間が平穏に済んでも、後から集まった家臣が納得するわけがない。どっちにしても、反対派が問題を起こすだろう。ちょうどいいことに、俺たちは宿泊する部屋が分かれる形になったからな。何か仕掛けるなら今しかないと思う奴も、いるだろうよ」

			　そう、ジルバ帝国は、俺の言うことをなんでも聞けよおらって感じのことを要求されて、それに対して３日間で結論を出せと言われているのだ。

			　現場にいなかった人が聞けば、だいたい反発するだろう。

			　だって、いきなり人の家にやってきて、ここの家を自由に使う権利をくれって言うようなものだからな。

			　そして、３日間では皆を説得する時間もない。

			　結果、説得できなかった者たちは、俺たちに対して勝手に行動を起こすだろう。

			「ま、来てくれれば色々やりやすいんだがな」

			「お金をせしめられるからですか？」

			「いやいや、ちゃんと実力を示す機会が与えられて、俺たちの強さを認識する人が増えるだろ？　人から聞いた話じゃ、だいたい怪しむものさ。だから、問題が起こったなら、とことん力を見せつけてやればいい。そういえば、地方に出向いた時のことを考えると、横暴な領主がいて、俺たちに迷惑をかけるようならバッサリやっていい許可も欲しいな。いちいち王に連絡とるのもめんどいし」

			「……えーと、暴君に聞こえますよ？　ユキさんが」

			「これが、新大陸で魔力枯こ渇かつを調べるという目的に対する手段ってわけだ。他のどの選択肢よりも早いと思うぞ。情報も集めやすくなるし、国にも阻そ害がいされないと来たもんだ」

			「いえ、分かるのですが……なんというか、ウィードがあってこそといいますか、私たちがいてこそ可能な手法ですよね？」

			「そりゃそうさ。そのために、ウィードで色々準備してたんだからな」

			　さてさて、相手は３日間、我慢できるのかね。

		

	
		
			落とし穴29掘　年末＆正月スペシャル

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「さあ、いよいよ年の瀬。年末だ!!」

			　カレンダーには、12月31日が赤ペンで丸囲みされている。

			　年末、それは地球に住むすべての人々にとっての大イベント。

			　しかし……。

			「年末？　ああ、年が変わるだけでしょ？」

			「年末ですかー。毎年、この時期は食料が少なくてひもじい思いをしてましたね」

			「あー、ラッツの言うこと、分かるよ。僕も村にいた頃は、年末って食料がどんどん少なくなっていく時期だから、お腹すきっぱなしでさ。狩りをしようにも獲物も少ないし」

			「うん、私の所もそうだった。節約して春がくるまでじっとしてるんだよ」

			「どこも同じね。寒いと作物は育たないし、家畜は数を減らさないといけない。国としても、税収も下げないといけないから年末はつらいわね」

			　なんということだ。

			　いや、言われれば納得なのだが、文明がさほど発達していないこの世界では、年末という概念はあっても、それを祝うようなことはしないようだ。

			　まあ、祝いごとは、食糧に余裕のある秋とかにやった方がいいよな。

			　日本の正月も、昔は元旦は外に出るなっていう風習があったぐらいだ。というか初はつ詣もうでとかは近代の風習というか戦略であって、年末年始が賑やかになったのは、ここ１００年の話らしい。

			「で、年末がどうしたのかしら？」

			「あ、いやな。俺の世界じゃ、年末は盛大に祝うんだよ。年末と年越しを合わせてな」

			「合わせて？」

			「あー、そうだよな。普通、暗くなったら寝るもんな。俺の世界じゃ、ほれこの通り電気があるから一日中明るいんだよ。だから、年末年越しは24時まで起きていて、年越しそばを食べたり、初詣とかに行くんだよ。出店とかがあってな。今年も無事乗り切れましたって感謝と、ようこそ新年、頑張るぞーって感じでな」

			「なるほど。年が変わるのを住人、いえ、国民で待つのね。ウィードみたいに時計が普及しているなら、そういう楽しみもあるわね」

			　セラリアがすぐに俺の意図を理解してくれた。

			　よくできた嫁さんだ。

			「それなら、色々年越し専用の品物も売れそうですね。どんな物があったんですか？」

			　ラッツも商売方面に鋭く反応してきた。

			「そうだな……食べ物は、言った通り年越しそばとかお雑煮とか、ウィードに合わせるなら高級食材を使った料理とかだな。食べ物以外だと……そうだな、リリーシュと協力してみるのもいいかもな」

			「リリーシュ様とですか？」

			「初はつ詣もうでって言っただろう。俺の故郷では神社、つまりこっちでいう教会みたいなところに行って、軽いお布ふ施せをして神に祈るんだ。今年も無事に過ごせますようにとか、恋人ができますようにとか、まあ色々な願い事だな。それで、おみくじとかが販売されてて、その年最初の運試しとかをしたりな」

			「ふむふむ。そこで、お餅とか店を出して売るわけですね。で、おみくじって何でしょう？　それでなんで運勢が分かるのですか？」

			　おっと、おみくじは日本かその流れを組んだ場所だけのものだよな。

			「なんていうかな、そうだな……」

			　宴会場に備え付けてあるコピー用紙を取り、おみくじサイズにちぎる。文字を適当に書き込んでから折りたたんだ。

			「大吉から大凶まで色々と種類があってな。まあ、運勢がいい順番があるんだ。凶ってのは、凶事とかいって縁起が悪いって意味だな。これを神社で販売してるんだよ、１個あたり……そうだな１銅貨ぐらいで」

			「ほほう、それは面白そうですね。中には色々書き込んであるんでしょう？」

			「ああ、大まかな運勢が最初に書いてあって、健康、恋愛、金銭、仕事とか細かい項目についても書いてある」

			「でも、凶とか引いたら嫌じゃありませんか？」

			「それにも対策がしてある。神社には、そのおみくじを結ぶ木があるんだ」

			「木？」

			「御神木とはまた違うんだが、そこにおみくじを結べば、おみくじの結果が結ばれる。つまり、本当になると信じられている。それで凶が出た人は、結ぶことによって凶事を払えるって言われているな」

			「ははぁ、また便利なものですね」

			「いや、ただの運試しって要素が大きいけどな。書いてあることが当たったなんて、聞いたことねえよ」

			　つか、おみくじの結果を覚えているのは、せいぜい１週間ぐらいだろう。

			　いや、俺はその日に忘れたぞ。友人が凶を引いたのには笑ったが。

			　ある意味当たりだよな、凶って。

			「なるほど、願掛けみたいなものですか」

			「その類たぐいだな。神社でやってるから、適当な願掛けよりも確率が高そうに見えるんだろうよ」

			「言われてみれば納得ですね。ふむふむ、これはいい商売になりそうですね」

			「そうね。年末はお金の動きが少なくて経済活動が停てい滞たいしがちだから、いいかもしれないわね。エリス、予算の確保はできそうかしら？」

			「はい。先の魔王征せい伐ばつの際に随分資金を持っていかれましたが、その分、ウィードの宣伝もできましたので、その後、交易が盛んになってウィード製品がよく売れてます。まあ、予算は問題ないかと思います」

			　お、なんかやる気になってくれた？

			「最近は家でのんびりしてばかりだから、こういうイベントはやってみるべきよね」

			「そうですね。家でお腹を大事にするのはいいですけど、刺激が欲しいですから」

			　ああ、妊娠してるから暇ひまなのね。

			「頼むから重労働はするなよ」

			「無論、お腹の子供に負担をかけないようにはするわ。でも、書類仕事とかはするわよ。さて、あなた、詳しく年末と年越しについて聞かせなさい。そこまで準備する時間がないのだから、のんびりしている暇はないわよ」

			　さてさて、ウィードの年末年越しはどうなるのやら。

			　あ、大掃除しないと。

		

	
		
			落とし穴30掘　年末＆正月スペシャル　年越し前

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ガラーン、ガラーン、ガラーン……。

			　なんでだろうな……教会の鐘が夜に鳴ってるよ。

			　寺の鐘と違って音色が鮮やかだ……。

			『さあさあ、皆さん、年越しまであと３時間と迫りました』

			『これからの時間は、私エリスと……』

			『ラッツが年越しラジオをお送りします』

			　嫁さんたちが、初めての年越しを迎えるウィードの住人へ向けてラジオを放送している。

			　あれから約10日でこうして形になったのは、素晴らしいと思う。これが、ウィード式年越しか……。

			『さて、普段であれば、厳おごそかに静かに迎えるべき年末年始でありますが……』

			『このウィードでは賑やかに年を越え、新しい年を迎えることにしました!!』

			『はい、本来であればリリーシュ様などの神様に捧ささげものをし、静かに新年を迎えるところです。が、それは備蓄、つまり食料やお金が厳しいため、質素な年越しだったわけです』

			『ですが、ここはウィードです!!　私たち住人たちが一丸となって作った町は、年末年始でも、食料も懐も厳しくありません!!　それは、このウィードで暮らしている皆がご存じでしょう!!』

			『ラッツの言う通り、現在、ウィードは交易、作物、工業などなど数多あまたの方面で成果を上げており、この成果が続くことを願うとともに１年の締めとして、盛大に年を越すイベントを開催いたします』

			『リテア聖国やその他の国からも認可をいただいていますので、何も問題はありません。皆さん、盛大に年を越えましょう!!』

			『はい、このイベントの成否を見てになりますが、今後、他国でもウィードのように年末年始を盛り上げ、経済を活発化させようという計画も立案されています。皆さん、遠慮はいりません。盛大に楽しみましょう!!』

			　そんな感じで、エリスとラッツのトークが続く。

			　２人とも妊娠していて普段あまり動けないせいか、今回のラジオには、かなりやる気がみなぎっていた。

		

	
		
			[image: p_215.jpg]
		

	
		
			　セラリアやデリーユなんかも体が動かせなくてイライラしてたが、２人は別方面で活躍してもらうことになっている。

			「ねー、お兄ちゃん、あれなにー？」

			　一緒に祭りへ繰り出していたアスリンに袖そでを引かれて見ると、とある屋台だった。

			　棒に白い雲がくっついている食べ物を売っている。

			　まあ、あれだ。

			「綿あめだな」

			「わたあめ？」

			　そう、綿あめ。

			　お祭りの定番メニューの１つ。

			「なんて言えばいいかな……違うな、食ってみるのが一番か」

			「え、食べ物なの？」

			「おー、食べてみたいです、兄様!!」

			「私も食べてみたいわ」

			「わ、わたしも……」

			　そうやって、ちびっこたちがぞろぞろついて来た。

			「ルルアとキルエはどうする？」

			「そうですねー。あれの半分ぐらいなら」

			「はい、シェーラ様たちはいいかもしれませんが、私たちはお腹に子供がおりますゆえ、あまり偏食は……」

			「じゃ、２人で１つだな」

			　この場には、ルルアとキルエもついて来ている。

			　セラリアとデリーユは今ごろ、年末のイベント闘魂ナイトグランプリに審判兼司会者として参加している頃だ。

			「ウィード最強の騎士は誰か!!」

			　といううたい文句の、ただの格闘試合である。

			　まあ、娯楽としてはとても分かりやすいので、集客がかなり良い。

			　賭けも公式、つまり俺たち運営がしきっているから、そっち方面の稼ぎもかなりのものだ。

			「いらっしゃい!!　美味おいしい綿あめだよ!!」

			「おう、おっちゃん」

			「ユキの大将じゃねえか。見ての通り大繁盛だよ。まったく、飴あめがこんな雲みたいになるなんてな。しかも美味うまい」

			「そりゃよかった。俺たちにも、綿あめを５つくれ」

			「あいよ」

			　出来立ての飴を皆に配った。

			「うわー、口の中で溶ける」

			「甘いです」

			「あら、美味おいしい」

			「ふわふわですね」

			　ちびっこたちが嬉しそうに綿あめを食べている。

			「じゃ、こっちも食べるか。ほい」

			　１本の綿あめを適当にちぎって、ルルアとキルエの２人に渡す。

			「はぁー、本当に雲みたいですね」

			「はい。ふわふわで甘いです。本当に旦那様の世界には、色々な食べ物があるのですね」

			　そんなことをしながら、屋台めぐりをしていると、ラジオの方から歓声が聞こえてきた。

			『はいはい、ただいま闘魂ナイトグランプリの会場と繋がっております。司会のセラリア様、聞こえますか？』

			『ええ、聞こえているわ。ウィードの皆、今宵は楽しんでいただけているかしら？　ぜひともこれが最後ではなく、記念すべき最初の年越しになって欲しいわ。さて、そんな堅苦しい挨拶はおいておいて、闘魂ナイトグランプリの速報をお知らせするわ』

			『うぉほん。妾わらわから報告させてもらおうかのう。今、準々決勝が終わったところで、ベスト４が決まったところじゃ。そして、なんの因果か、そのベスト４は、ウィード、ロシュール、ガルツ、リテアと各国から１名ずつ勝ち抜いた。ある意味、最強の国はどこなのか!!　という状態になりつつあるのう』

			『そうね。ベスト４は、誰もが素晴らしい戦士だわ。といっても祭りなんだし、お国の事情は関係なし。存分に力を発揮して欲しいわね』

			『うむ。その通りじゃな。では、各選手の詳しい説明を……』

			　うん、向こうもいよいよ大詰めって感じだな。

			「盛り上がっていますね」

			「はい。年末年始を、このような賑やかな中で迎えられるとは思いませんでした」

			　２人とも、アスリンやシェーラたちを見て微ほほ笑えんでいる。

			「あー、騒がしすぎたか？」

			　２人は妊婦だ。

			　もう少し配慮すべきだったか？

			「いえ。とても嬉しいです。とっても」

			「はい。人々が笑顔で年末を越え、新しい年を迎えています。しかも、それは形だけではなく中身も伴ったものです」

			「お腹の中の子に、この賑やかさが届いているでしょうか」

			　ルルアが大事そうにお腹を撫でる。

			「そうですね。旦那様と私たちの子にも、この光景を見せてあげたいし、一緒に祭りへ繰り出したいものですね」

			　キルエもお腹を撫でながら、目の前の風景を目に焼き付けている。

			「おう。いつか家族みんなで、年越しのお祭りに参加しような」

			「「はい」」

			　２人は静かに、でも力強く、嬉しそうに返事をする。

			「さて、綿あめも食べたし、次はどこに行こうかね」

			　俺がそう言ったところで、またラジオからラッツたちの声が聞こえてきた。

			『さあ、残すところ今年も２時間となりました。これからリリーシュ様を祭るリテア教会に中継を繋げて、参拝の様子や……』

			『私たちも現場に向かい、教会でやることを説明したいと思います。そこで年越しとなります!!　皆、ラジオをよく聞いて教会で失敗しないように。よい年を迎えましょう!!』

			　お、教会か。

			　適当に屋台の食料でも買って合流してみるか。

		

	
		
			落とし穴31掘　年末＆正月スペシャル　結構忙しい年越し

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「なんだ、これは……」

			　教会に向かった俺たちだが、そこには厳おごそかな教会の姿などなかった。

			「いらっしゃい!!　つきたてのお餅があるよ!!　餡あん子こ、きな粉、クリームと色々あるよ!!」

			「綿あめ、美味おいしいよ。甘いよ!!」

			「リンゴ飴あめはどうだい？　初めての食感で美味しいよ!!」

			「焼きそば、たこ焼き、イカやきはどうだい!!」

			　教会前に屋台がずらり……。

			　あ、神社の前だと認識すれば普通か。

			「こっちで買った方が、出来立てでよかったな」

			「まあ、いいじゃないですか」

			「はい。見ての通りどこも列ができていますし、買ってきたのは正解だと思います」

			「それもそうか」

			　どの屋台もずらりと人が並んでいる。

			　どこかの大イベント、花火大会の会場を思い出す。

			　あーゆー時って並んでて、全然、かき氷とかたこ焼きとか焼きとりとかが買えないよな。

			「しかし、この感じだと、お参りも並ばないといけなさそうだな」

			　神社でいう本道にあたる、教会の入り口へと延びた道にはずらりと人が並んでいる。

			　日本では毎年お約束の、正月レース会場ですか？

			　最初にたどり着いた人が福男とかいうやつですか？

			　悪いが、俺は人がクソこむ年明け、まさにその時間に神社にいるような人間ではなかった。

			　学生の時に友達に誘われたのが最後だ。それで二度と行くかって誓ったわ。

			　別に、１月１日じゃなくても、３日ぐらいまで初はつ詣もうでってことになるわけだからな。俺はそっちでよかった。

			　いや、正直言えば、働き始めてからお参りなんぞ行ってなかったが。

			　年末年始は、溜まったゲームや撮り溜めしたアニメを消化してたし。

			「そうみたいですね。アスリンたちもいますし、あんまり長時間並ぶのは避けたいですね」

			「ですね。旦那様の話であれば、今日から３日間ほどは初詣になるわけですし、無理に今日並ぶ必要はないかと」

			「キルエの言う通りですね。私たちもお腹の子に負担はかけたくありませんし、少し見て回って戻りましょう」

			「それがいいな」

			　こっちはルルアとキルエの妊婦２人に、ちびっこが４人ほど。

			　無理をする理由がない。というか無理をしたくない。

			「こっちに来ているはずのエリスとラッツに、軽く声をかけてから戻りましょう」

			「だな。さっさと戻って、年越しそばの準備をしないといけないしな。よし、アスリンたちはエリスとラッツの捜索だ」

			「「「はーい」」」

			　ちびっこたちはその場で散開して、エリスとラッツの捜索に散らばる。

			「えーと、コールがあるのに、そんなことをする必要があるのですか？」

			「いや、ルルア。これはお約束というか、消化不良のアスリンたちを宥なだめるためでもあるんだよ」

			「はい、シェーラ様やアスリン様たちにとって、初めての年越しのお祭りです。お２人を探すという名目で色々見て回らせるのもいいでしょう」

			「あー、そういうことですか」

			「俺たちも、軽く見て回ればいいさ。アスリンたちみたいに走り回るのは勘かん弁べんだけどな」

			　ちびっこは元気だ。

			　すでに人混みの中に消えてしまっている。

			「シェーラ様が年相応に走り回っている姿を見ますと、とても嬉しゅうございます。王族は本来であれば、このように自由に行動はできませんから。ウィードへ迎え入れてくれた旦那様には、感謝の気持ちでいっぱいです」

			　シェーラが走り去っていった方向を、キルエが目を細めて見つめている。

			　シェーラ専属のメイドだったから、色々思うところがあるんだろう。

			　そこで、ルルアがこちらを見ながら、にこにこと話しかけてきた。

			「会った時は、ただ国を作りたい変なダンジョンマスターだと思っていましたが……」

			「そりゃ、変なダンジョンマスターだな。ま、その方向性は嫌いじゃないが」

			「ええ、そうだと思っていたんですよ。まあ、それから色々ありまして、そのダンジョンマスターの妻になったわけですが、まさか、神から直々に世界を救えと言われているとは思いませんでした」

			「そりゃ、驚きだろうな」

			「はい。でも、旦那様と結ばれたことを、一度たりとも後悔したことはありませんよ」

			「これからもそう思ってもらえるよう、頑張るべ」

			「はい、頑張ってください」

			　なんか、ルルアは変にプレッシャーをかけてくるな。

			　まったく、結婚なぞしなければ、ニートらしく引き籠こもってゲーム三昧だったろうにな。

			「「「こっちにいた――!!」」」

			　そんなふうに雑談をしていると、人混みの中から聞き覚えのある声が響く。

			「お、見つけたみたいだな」

			「はい、行ってみますか」

			「あちらから聞こえてきたみたいですね」

			　ということで、キルエが指を指している方向へ歩いていく。

			「おや、そちらから来てくれたのですね」

			　俺たちが見つける前に、ラッツから声をかけられた。

			　声がした方向を向くと、エリスもいて、色々スタッフが準備しているようだ。

			　アスリンたちはエリスと何やら話をしている。

			「ほれ、色々買ってきたぞ。弁当とかは出てるだろうけど、こういうのもいいだろう？」

			「ええ、こういう場で買って食べるからこそですね」

			「エリスはどうする？」

			「あ、はい。もちろんいただきますよ」

			　声をかけると、エリスがアスリンたちとの会話をやめてこちらにやって来る。

			「なんの話をしてたんだ？」

			「ああ、今はラジオをお休みしてるのかって聞かれまして」

			「準備中だもんな。他の面々が繋いでるんだろう？」

			「はい。教会だけじゃないですからね、年末のイベントは。今、ラジオの方では闘魂ナイトグランプリの中継をしているはずですよ」

			「あー、あっちの方か」

			　なんだかんだで、皆、それぞれ忙しいな。

			「こりゃ、家族の年越しは年が明けてからだな」

			「あー、そういえば住人たちを盛り上げるのに夢中で、自分たちのことを忘れてましたね」

			　ラッツが思い出して苦笑いをする。

			「まあ、忙しい人はそんなもんさ。俺たちは、日をずらしてのんびりすればいい。でも、年越しそばはみんなで食べるから、それまでには帰ってこいよ」

			「はいはい、分かっていますよ」

			「はい、そこら辺は調整してあります」

			　ラッツとエリスが、しっかり返事をした。

			「さて、皆が頑張ってるんだ。美味おいしいそばでも作るか」

			「「「はーい」」」

			　ちびっこたちが元気に返事をする。

			　さて、俺にとっての年越しイベントはこれからのようだ。

		

	
		
			第１８５掘　ジルバ帝国の落日　馬鹿登場の章

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			「ふぁ……。もう朝ね」

			　あまり寝心地の良くないベッドのせいで、思ったより朝早くに目が覚めてしまった。

			「まだ外、暗いじゃない」

			　といっても、時刻は５時。

			　電気がない普通の場所なら、だいたい外が明るくなってきた頃が起床時間で、日が沈んで暗くなる頃に就寝する。

			　ウィードが特別すぎるのよ。

			　電気のおかげで夜遅くでも明るいし、時計が普及しているから、時間に従ってみんな動いている。そのため、日の出入りという天候に左右されることはなく、毎日、各々のペースで生活を送っているのだ。

			　ユキは、時間に縛しばられてる感じがするのは微妙だけどな、って言ってた。

			　気持ちは分からなくはないけど、逆に、時計がなければお互いの時間感覚のずれなどで問題が出てきて色々不都合だ。

			　これは時間に縛しばられていると言うより、効率化だと思う。

			「ウィードでは、まだ寝てる人が多い時間だけど、こっちだとそうじゃないみたいね」

			　早くに目が覚めてしまったのは、ベッドのせいだけでもないらしい。

			　窓越しに、人々の行きかう音が聞こえてくる。

			　ジルバ帝国にとっては、この時間が起床時間であり、１日の始まりなのだ。

			「んん……」

			　横からそんな声が聞こえてきて振り向く。

			「えへへ。お兄ちゃん、美味おいしいですぅ」

			　いまだに夢の中のアスリンが微ほほ笑えんでいる。

			　寝言から察するに、ユキにまた新しい料理でも食べさせてもらったのだろう。

			　フィーリアもシェーラも、まだ寝ている。

			「どうしようかしら？」

			　とりあえずベッドから降りた。

			「ユキたちも、さすがに寝てるわよね。これが自宅なら、そのまま寝込みを襲うのだけれど」

			　朝はユキの大事なところが大きくなってるから、ちゃんと処理してあげないといけない。

			　だけど、さすがにドッペルの体で、他所の国の城の中でいたす根性はない。

			　いえ、ユキに求められたら喜んで応じるけど。露出プレイでも、なんでもこいって感じね。

			　さて、桃色の妄想は自宅でするとして、今はこれからどうするかね。

			　とりあえず、ベッドから離れてテーブルの方へ行く。

			　今回、私たちに宛あてがわれた部屋は広さだけはある。

			　私たち４人が一緒に寝られるベッドがあるというだけで、それなりの部屋だと分かると思う。

			「けど、広いだけじゃね」

			　品質はウィードには及ばず。

			　無駄に広いから寒いし、暖だん炉ろは自分でつけなければいけない。

			　いや、それが普通なのだが、ウィードだとボタン１つだし……。

			　文句を言っていてもなんにもならないので、とりあえず久々に暖炉に火を入れた。

			　暖炉には昨日の残り火があって、空気と薪まきをいれて燃やすだけだったので、そこまで大変ではなかった。

			　久々で忘れていたが、灰の中に火種を残して保存しておく埋うずみ火ってのがあったわ。

			　昨日、自分自身で残しておいたのに忘れていた。

			「さて、これでアスリンたちが起きても寒くて震える心配はないわ」

			　少しばかり部屋の温度が上がった気がする。

			　暖炉の前から離れて椅子に座った。

			　でも、やることがない。

			　かといって、二度寝するのもあれだし、１人で外を出歩くのはよろしくない。

			　実力から言って私自身は何も問題はないが、残されたアスリンたちが無防備になってしまう。

			　ユキが昨日話したことは、どこからどう見ても挑発だ。向こうから来たところを迎げい撃げきして揚あげ足をとって、こちらが自由に動けるようにするのが狙いだと思う。

			　まあ、圧倒的な実力差があるから、アスリンたちが殺されたりエッチな目に遭ったりはしないでしょう。ただ、いかんせんアスリンとフィーリアは、まだ精神的に幼い。

			　私がいなくなれば、アスリンとフィーリアが勝手に捜索して迷子になる可能性もある。

			「何かを仕掛けてくるなら、見た目が幼い私たちでしょうから」

			　そう、問題が起こるなら、きっと私たちだ。

			　昨日の戦闘でも、私たちはユキの傍で何もしなかった。敵はすべて、トーリ、リエル、カヤ、リーアが仕留めた。まったく手も足も出なかった相手に、ちょっかいを出すとは思えない。

			　狙うなら私たちということだ。

			　ユキが狙われる可能性もなくはないけど……あっちを心配するだけ無駄よね。

			「早目に起きて警戒しているだけでも、意味はあるでしょう」

			　とりあえず、寝ている３人を起こさず、誰が不意打ちしてきてもいいようにアイテムボックスから刀だけは出しておく。

			　それで準備は完了してしまったので、とりあえずテーブルに置いてあったお菓子のようなものを食べてみた。

			　サクッ。

			「クッキー？　だけど甘くないわ。ただ焼いただけのような感じね」

			　これもウィードと比べるのは可哀想かわいそうね。

			　少しは、私たちの知らない美味おいしい物があってもいいと思うのだけれど。

			　そうやって、ジルバ帝国の環境に文句をつけて過ごしていると……。

			　ドーン!!

			　大きな音がした。

			「ふえっ、なんですか!?」

			「兄しゃま!!　大変です!!」

			「２人とも落ち着いてください」

			　その音でアスリンとフィーリアが飛び起きた。

			　今にも駆け出しそうだったので、一緒に目覚めたシェーラが慌てて宥なだめる。

			「何が起こったのかしら？」

			　私も首を傾げて辺りを警戒する。

			　随分近くで、大きな音がしたようだけど。

			　私たちに手を出さず、ユキの方に手を出したのかしら？

			　シェーラがこちらに視線を送って「何が起こってるのか？」と目で訴えてくるが、私にも分からないので首を横に振る。

			　とりあえず、私たちが武器を構えたまま、部屋の中で臨戦態勢をとっていると……。

			「出て行きなさい!!」

			「僕たちの所へ襲いに来るとは、いい度胸だよ!!」

			「……馬鹿は学ばない!!」

			　そんな聞きなれた声と共に、また大きな音が響いた。

			「あ、トーリお姉ちゃんたちの声だ」

			「何があったのです!!　すぐ行くのです!!」

			　そう言って、２人がシェーラの制止を振り切って部屋を飛び出してしまった。

			「あっ!?」

			「追うわよ!!」

			　私たちも、すぐにアスリンとフィーリアの後を追う。

			「まさか……」

			「ええ、まさか、コテンパンにやられた相手に手を出す方を選ぶなんてね……」

			　ジルバの王や重臣たちはどうか知らないが、どうやら人の話を聞かず、学ぶことのない馬鹿を抱えているようだ、この国は。

		

	
		
			第１８６掘　ジルバ帝国の落日　暗躍（？）の章

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			　ドーン!!

			　朝、我は大きく響く音によって目が覚めた。

			　なにごとだ。昨日は、あの傭よう兵へいたちの件で夜遅くまで会議しておったのに……。

			「誰か、あるか」

			「はっ!!」

			　外で警護をしている近衛兵が、我の呼びかけにすぐに応じた。

			　ふむ、近衛が慌てていないということは、そこまで大したことではないのか？

			「騒がしいようだが、何が起こった？」

			「はっ。どうやら、昨日来た傭兵たちに宛あてがっている部屋からのようです」

			「なに!?　どういうことだ!!　あ奴らへは、絶対に手出し禁止だと言ったはずだ!!」

			　トンデモない事態になっていそうなことをようやく理解し、ベッドから飛び起きる。

			「それが、現場に居合わせなかった者たちが、独断で寝込みを襲ったようで。討ち取ってしまえば問題ないと言って実行したようです」

			「馬鹿者どもめ。討ち取れなかったらどうするつもり……どころか、寝込みを襲うぐらいで埋まる差ならば、昨日の時点で毒殺や奇襲を考えておるわ!!」

			　もはや、その域ではないのだ。

			　あの傭よう兵へいたちと我らには、歴然とした差がある。

			　今我らにできることは、なんとしても敵対しないこと。

			　できうるならば、望みを聞いて、こちら側に寄ってもらうこと。

			　それが、会議の結果だ。

			「し、失礼します!!　傭兵……もとい客人に手を出した者たちは、すべて客人によって捕縛!!　責任者に対して面会を求めております!!」

			　すぐに、結果を知らせに兵士がやってきた。

			　予想通り、あっさり捕縛されたか。

			　殺さなかったところを見ると、まだ余裕がありそうだな。

			　くそ、殺さず捕縛したか。

			　これでは、責任を取らざるを得ない。

			　殺されているのなら、死して罪を償つぐなったと言い訳ができたものを……。

			「……分かった。玉座の方へ通せ。襲撃者の引き渡しは……」

			「直接責任者に会って渡すと言って、こちらからの要請は無視しております」

			「……当然だな」

			　こちらで勝手に処分できれば、いかようにでも言い訳はできる。

			　まあ、こちらの立場が上ならばな。

			　だが、ある意味これはありがたい。

			　部下がまた勝手に独断専行して、処分やしらんふりを決め込めば、傭よう兵へいたちは格好の理由ができたとしてこちらをためらいなく攻めるだろう。

			　昨日はさほど話さなかったが、傭兵たちの真の目的はさておき、なぜ王城に踏み入ることを選んだのかは分かる。

			　面倒事を省くためだ。

			　今の状態も面倒事ではあるが、正規の手続きをとって我に頭を下げて、傭兵たちの要求を通そうとすれば、今以上に面倒だ。

			「まったく厄やつ介かいな……」

			　一見無茶苦茶のように見えて、絶妙な加減をしている。

			　この状態では、我らは首を縦に振って傭兵たちの要求をのまざるを得ない。

			　万が一暴れられれば国が亡ぶような相手だと知っていながら、不意打ちを仕掛けて撃退される失態を演じたのだ。

			「……そうか、そのために３日と言ったのか……」

			　ここでようやく、あのユキという傭よう兵へいのリーダーの意図を理解した。

			　この状況はわざと誘発されたものだ。

			　３日という時間制限の中で会議をして結果をまとめて返答をすれば、どう考えても、城にいる重鎮たちにしか話が通らない。

			　一応、傭兵たちには手を出すなとは言ったが、兵士にとっては、いきなり土足で王城に踏み込んできた賊でしかないのだ。

			　それが、城に居座っていて、倒せば名誉になると思えばどうなるだろうか？

			　国のためだとお題目を掲かかげ、敗北など予想せず戦いを挑んだのが結果だ。

			　そして、傭兵たちは我らへの要望を通すための口実を手にいれ、我らは頷くしかできなくなった。

			「さらに、此こ度たびの件で、王都の兵は傭兵たちに手を出さなくなるだろうな……」

			　傭兵たちの力が知れ渡り、我から手出し無用の宣言が厳重に出される。

			　こうなれば、傭兵たちに手を出せるのは、遠征に出ている軍団ぐらいだが……完全に客人扱いの者を、どうこうする理由はない。

			　そう、今回のことは手紙にしたためて、遠征中の各軍団へ報告するつもりであった。

			　王城に傭兵が乗り込んで狼藉を働いたと。

			　傭兵たちは少数だ。大規模な人数を集めれば数の力で押せるはずだと思っていたが、今回の騒動で、傭よう兵へいたちを絶対に敵に回せなくなってしまった。

			　今回の襲撃の件で、我らの喉元には剣が突き付けられている状態だ。

			　下手に軍団に傭兵たちを排除せよと指示してその情報が洩もれれば、あっという間に我らの首は飛ぶだろう。

			　ええい、頭をめぐるのはよくないことばかり。

			　とりあえず、今なすべきことをなそう。

			　まずは傭兵たちに会って、なるべく穏便に済ませるよう交こう渉しようをしなくては……。

			　玉座の間に入ると、すでに重鎮たちが集まっていた。

			「……どうなさるおつもりでしょうか？」

			「下手をすれば、今日ジルバの歴史が終わりますぞ……」

			「ぐう、馬鹿な兵士どもめ!!」

			　などなど、現状を嘆く声が大半だ。

			　そこにのんびりした声が響き、全員の注目が集まる。

			「はいはい、朝からすいませんね」

			　リーダーのユキが特に怒った様子もなく、のんびりと玉座の間に入ってきた。

			　さあ、どうするつもりか？

			「貴様たち、無礼だぞ!!」

			　玉座の間に作法も何もなく入って来た傭よう兵へいたちを見て、護ご衛えいの兵士が怒って剣に手をかける。

			　まずい。

			　これでは、さらに問題がでかくなる。

			　いや、下手をすれば、これでジルバが終わってしまう。

			「やめい!!　元を正せば、こちらが夜襲などというとんでもないことをしてしまったのだ。今さら、相手方に礼儀を求めるのは埒らち外だ」

			「ぐっ……」

			　王城に土足で踏み入りここまで荒らしたのだから、向こうが完全に悪いと言えるのだが、向こうにはそれを押しとおす力があり、こちらにはない。

			　そう、それが事実だ。

			「して、罪人の引き渡しは、直接責任者としたいと言っておったそうだが？」

			　ユキの周りには、５人ほど縄に縛しばられた我が兵士がいた。

			　近衛ではない……どこの所属だ？

			　何か、変な動きが、この国で起こっているのか？

			　いや、ここまで大きな国だ。

			　今まで無理な吸収併合をしてきたし、暗殺に頼ることも度々あった。

			　結果、我に不満を持った反対勢力も少なくないのだが、今までそのすべての反乱を防いだし、つぶした。今回の動きもその類たぐいか？

			　若者の先走りではないとすれば厄やつ介かいだ。

			　背後関係を調べるためにも、なんとしてもあの兵士をこちら側に引き取らなくてはいけない。

			「まあ、色々と考えてるみたいだけどな。王命にも逆らったんだ。下手に部下に引き渡しちゃまずいと思ってな」

			　……こいつ、この１件は我の指示ではないと考えているのか？

			「そうか、感謝する。確かに王命を破ったのだ。我が自ら裁かなくてはな」

			「……これまで裁けなかった人も、俺を含めて多数いるようだが、まあいい」

			「ぐっ……」

			　皮肉を言わないと先に進めんのか。

			「とりあえず、そちらの不始末でこちらは女性陣が寝床を襲われて、あられもない姿を見られたわけだ。さて、謝罪を含めて何をしてくれるのかはそちらに任せよう。無理に日にちを短くして煽あおったのは、こっちだしな。言うことを聞かない奴をあぶり出すには、ちょうど良かっただろう？」

			　こいつ、やはり狙ってやっていたか。

			　口では牽けん制せいしていたが、後々動きやすくするために、我らを使って自分たちの邪魔になる奴らを排除させるつもりだったか。

			　くそ、我にとっての敵でもある勢力を見つけるのに、ひと役買っているのが尚更質たちが悪い。

			「こちらは、２週間ほどのんびりさせてもらう。ま、餌えさ役やくは引き受けるから頑張ってくれ。それ相応の報ほう酬しゆうはもらうけどな」

			　ユキがそう言って、捕縛した兵士を近衛兵に渡す。

			　後ろにいた亜人の女や騎士の姿をした女、幼子がこちらを睨にらみ付けておる。

			　ユキがこうした対応を取っていなければ、この城は、すでに無人と化していた可能性が高いかもな……。

			「……分かった。報酬についても、２週間のうちになんとかしよう」

			「うっし。なら、何か協力が必要なら言ってくれ。こっちも、ジルバ帝国を利用させてもらうつもりだしな。こちらに利益がある限りは手伝う。じゃ、朝飯でも食ってくるわ」

			　そう言って、ユキが部下を率いて退出していく。

			　出る寸前、こちらを振り向いた。

			「そう言えば、スティーブはどこ行った？」

			「スティーブ？」

			「ああ、一緒に来てたゴブリンな」

			　あの規格外のゴブリンか。

			　下手な対応を取るわけにはいかないので、一室を宛あてがっていたはずだが。

			「……おいらなら、ここっすよ」

			　粗末な布を体にまとったゴブリンが、玉座の間に現れた。

			「お、いたいた。どこに泊まってたんだ？」

			「……馬小屋っすよ」

			「ぶはっ、どこのＲＰＧだよ」

			「……うるさいっす。魔力が回復したから、〝馬小屋回復回し〟も実際に使えそうっすけどね」

			「へー。安眠できないと、魔力は回復しないと思ったけどな」

			「どうっすかね？　おいらはレベルがぶっ飛んでるっすから、回復量も違うっす。他で調べてみないことには……」

			「でもなー。こういう機会でもないと、テント以下の馬小屋で寝ることなんざないしな」

			　２人はにこやかに雑談をしているが、我らは顔を青ざめさせていた。

			　魔剣使いや数多あまたの近衛兵、兵士をなぎ倒したのは、このゴブリンなのだ。

			　それを馬小屋に放り込むなど……愚おろか者が……本当に誰かが暗躍しておる。

			「大至急、スティーブを部屋に案内した者を呼べ!!　背後関係を調べさせろ!!」

			「「「はっ!!」」」

			　昨日の出来事を知っている重臣たちは、即座に我の意見に賛同して調査を開始する。

			　しかし、あれほどの扱いを受けておいて、怒り１つ見せないとは……。

			「しっかし、普通、馬小屋にすんなり泊まるか？」

			「だって、駄々こねても時間かかるだけっしょ？　別に、魔術で快適にできるっすから、今日大将と合流してから改善してもらおうかと思ったっすよ」

			「あー、まあ、この国でのゴブリンの地位じゃなー」

			「でしょ？」

			　ゴブリンがこれほどまでに流りゆう暢ちように喋しやべり、頭を働かせる。

			　そして、実力はジルバ帝国の誰よりも上。

			　それを従えるユキ。

			　お前はいったい何者なのだ？

		

	
		
			第１８７掘　ジルバ帝国の落日　終章

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ふいー、これでやれることはやったな。ま、細かい問題はあるけど、これでジルバ帝国領内は自由に調べられるようになったわけだ」

			　俺は玉座の間で、襲撃犯を責任者の王様に渡してきた。

			　つか、なんで帝国なのに王様なんだろうな？　帝王とかじゃね？

			　ま、そんなことを聞けば、長いジルバ帝国の歴史も一緒に聞くはめになるだろうから、時間がある時にしよう。

			　とりあえずは、さっさと食堂に行って朝飯を食おう。

			「えと、そう言えば、ジルバ帝国相手の交こう渉しようはユキさんに任せたけど、結局、これで終わり？」

			　リエルが後ろをついてきながら聞いてくる。

			「だいたいな」

			　足を止めることなく答える。

			　ついでカヤが不満げな声を上げた。

			「私たちがあられもない姿を見られて終わり？　……不満」

			「あー寝てたんだっけ？　そりゃ、すまん」

			　予想では、ラビリスたち＞俺＞トーリたちって感じだったんだが、大穴で来るとは思わなかった。

			　まあ、別の発想からそうしたのかもしれないが。

			　あの玉座の間で一番暴れたのは、スティーブを除けばトーリたちだ。だから、現状で一番脅威といえる彼女たちを排除してしまおうと考えたわけだ。

			　それでも、あんな目に遭って、噂も聞いた上で、手を出してくるとは思わなかったがな。

			「……私が着替え中でした」

			　トーリが、一番トーンの低い声で言ってきた。

			「……」

			「……」

			　何を言えば正解だ？

			　取って返して、侵入してきた奴を殴っとくか？

			　でも、即座に行動できなかったからダメだよな……。

			　いや、嫁さんの着替え中を覗かれたんだから、腹が立つ気持ちもあるんだが、交こう渉しようするには下手に手を出すわけにはいかないし。こういう時って、どんなことをすれば正解なんだ？

			「はぁ、トーリ、心配無用よ。ユキは沈ちん黙もくしてるけど、必死にトーリが笑ってくれることをしようって考えているわ」

			「本当ですか？」

			「ああ。ラビリス、ありがとうな」

			　ラビリスがいつの間にか手を握って心を読んで、気持ちを伝えてくれたみたいだ。

			「すまん。色々考えたが、どうしたらトーリが喜ぶか分からん」

			　正直に言ってしまうことにする。

			「いえ、少しわがままでした。でも、よければ、今日の晩ご飯はステーキがいいです」

			「分かった。そうしよう」

			「あー、ずるいずるいよー!!　僕だって、可愛かわいい寝顔を見られたんだから!!　ぶり!!　ぶりの照り焼き!!」

			「……私もお稲荷さんを要求する」

			「おう、任せとけ」

			　もちろん、一緒の部屋にいた２人の希望も聞く。

			　正直、女性の寝顔を見るなんて、年頃の子なら訴えられるレベルだよな。

			　不法侵入も加わるから、お縄間違いないしな。

			　いや、実際捕まってるか。

			　夫の俺がフォローしないといけないのは当然か。

			「ま、晩飯はそれでいいとして、まずは朝飯だ」

			「「「はーい」」」

			　そうやって食堂に入ったのだが、ある事実を思い出した。

			「スティーブ、待て」

			「なんすか？」

			　スティーブがまとっているぼろ布が気になる。

			「いや、なんでそんな布をまとってやってきた？　鎧よろいをパクられたか？」

			「んなわけないっすよ。普通に上から羽は織おってるだけっす。こうすれば、昨日、おいらが馬小屋で悲しい夜を過ごしたってことを少しは思い出すかなと思って」

			「そういうことか。でも、やめとけ。ほれ、何も知らない城内のメイドとかが、凄すごく嫌そうな目で見てるだろ？　その布の下、全裸だと思われているぞ？」

			「えっ!?」

			　スティーブが、辺りにいるメイドたちに視線を向ける。すると、メイドたちはすぐに視線を外して、仕事中だと言わんばかりにせわしなく動き始めた。

			「ここの人たちにとっては、ただのゴブリンだしな。まあ、評価が下がらないだけましか？」

			「いやっすよ!?　おいら、あんな裸族じゃないっす!!」

			　すぐにぼろ布を取って、立派な鎧よろいを見せつける。

			　その豪華で立派な鎧に、すぐメイドさんたちの視線が集まった。

			　鋭い方向性で。

			「今度は、狙われてる感じだな」

			「……そうっすね」

			　スティーブはがっかりしているが、現実は変わらない。

			「ま、お前の実力なら無理矢理はぎとられたりはしないだろう。でも、見せてくれとかって言われて盗まれるなよ」

			「……分かってるっすよ」

			　分かってなかっただろ。

			　前から言ってるだろ。ハニートラップには、マジで気をつけとけって。

			「皆も席についてる。とりあえず食うぞ」

			「了解っす」

			　うだうだ話してても、この国の人のスティーブの評価が上がるわけでもない。

			　言葉が喋しやべれて、高そうな鎧を着込んでいるぐらいの認識だ。

			　一応、ゴブリンにやられたという話は出回っているだろうが、こちらの常識からぶっ飛びすぎているから与太話程度にしかとられないだろう。

			　なにせ馬小屋に放り込まれるくらいだからな。

			　さて、スティーブのアホな話も聞き終わって、朝食を食べているのだが……。

			「はぁー、なんか味気ないよね……」

			「ですね。だから、ステーキを頼んだんですけど」

			「……味気ないというか、レベルが違いすぎる」

			「うにゅー、パンが固いですぅぅう」

			「ちぎって食べるといいのです、アスリン」

			「ま、この国では、十分贅ぜい沢たくなんでしょうね。普通に肉入りスープが出るんだから」

			「そうですね。十分贅沢だと思いますよ。私の城でも、肉入りスープが兵士や城の下働きに振る舞われるのは週に一度ぐらいでしたから」

			「でも、この料理に文句を言えるんですから、ユキさんには感謝しないといけませんね」

			　そんなふうに多少不満はありつつも、外の飯はこんなもんだろうと食べている女性陣がいるのに対して……。

			「ねぇ、大将。味気ないんで、ボックスからカレーを出して食っていいっすか？」

			「お前は、少しは周りに配慮しろ」

			「あでっ」

			　このゴブリンには、我慢のがの字もないらしい。

			「でさ、ユキさん、だいたい終わったって言ってたけど、これからどうなるの？　どうするの？」

			　リエルが固いパンを噛み千切りながら聞いてきた。

			「今日、リエルたちを襲って返り討ちにされたから、こっちに手を出すのは非常にまずいと全員が認識したはずだ。まあ、ジルバ帝国をよく思わない奴が、俺たちを使って帝国をなんとかしようとちょっかいを出してくるかもしれないけど。帝国自体は、下手な手はうたなくなるだろうな。間違えば、俺たちを敵に回すことになるから」

			「ふむふむ。言われてみればそっか。じゃあ、僕たちはこのまま待機？」

			「だな。ジルバ側の結論が出るまで、２週間はここでのんびりだ。ま、調べ物の手伝いをしてもらうけどな」

			「うわー。そっち系は苦手なんだよな……」

			「ま、２週間がすぎる前に、色々動きもあると思うから、そこら辺はリエルに任せるよ。魔剣使いの……オリ○ーとピクミ○？　にも連絡を取らないといけないしな」

			「いや、オリーヴとミストだからね」

			　すまん、正直こっちのイメージが固まっていて真っ先に口に出てしまう。

			「だいたい分かったよ。これからようやく本番ってわけだ」

			　リエルがそう言うと、周りの皆も神妙な顔つきになった。

			「リエルの言う通り、これでジルバ帝国およびジルバ帝国の友好国への行き来が、自由になると思う。動ける範囲が非常に広くなるから、実力があるメンバーには単独行動かタッグで各地を探索してもらうことになる」

			　そう、これからが大変なのだ。

			　ジルバ帝国のこの場所を本拠地にして、魔剣の歴史を調べ、この大陸にいたと思われるダンジョンマスターの痕跡を探し、魔力枯こ渇かつの原因を突き止め、対策を立て、ウィードがある国の王たちにこの大陸を見てもらい、助力を願う。

			　ようやく、この大陸でまともに動きだせる。

			　ま、下調べがまだまだ必要だけどな。

			　一番は地図かな。土地の買い上げで地図が作れないからな。

			　ジルバ帝国に提供してもらう地図が、少しでもまともであることを願おう。

			　最悪、皆にデジカメで撮影してもらいながら調べるしかないよな。

			「色々大変だけど、トーリたちのご飯の件もあるし、まずはここまでの達成を祝って今日は家で豪華にいこうか」

			「「「やったー!!」」」

			　嫁さんたちは嬉しそうだ。

			「やったー!!」

			　だが、１匹、空気を読んでいない奴もいる。

			「お前は、居酒屋にでも行ってろ」

			「ひどいっす!?」

			　そんなふうに味気のない朝ご飯が過ぎていくのであった。

		

	
		
			第１８８掘　調べもの

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　現在、俺は代表としてジルバ帝国の攻略会議に参加しているのだが、議論は紛糾している。

			　紛糾しているとはいえ、ジルバ帝国の戦線が崩壊したとか、敵軍が近寄ってきているとかではない。

			「ええい、まずはこのユキ殿たちに頼んで、西方軍の支援を……」

			「馬鹿を言うな!!　それを言うなら膠こう着ちやく状態が続いている北方軍だろうに!!」

			　こんなふうに、俺たちという戦力をどこに配置するかで、絶賛揉めている最中なのだ。

			　一応、この前の落とし前として、ジルバ帝国領内を自由に通行できるジルバ王直々の許可手形と、様々な面での支援を約束できた。

			　ああ、無論、この城にある書庫は自由に使いたい放題だ。

			　機密文書の関連は手を出してないがな。だいたい厄やつ介かいなものがあったりして巻きこまれるから、こういうのは手を出さないのが一番。

			　その機密文書の中に魔剣やダンジョンマスターの秘密があるかも……などと考えたりしたが、そんなことが載っているようなら、すでに魔剣が量産されているだろうし、ダンジョンを利用した戦術や魔力枯こ渇かつの解決策も見出しているだろう。というわけで、今は機密文書についてはノータッチ。

			　書庫の利用とは別に、賠ばい償しよう金もそれなりに頂いた。

			　賠償額は、個人だったら10年は遊べる額で、傭よう兵へいを養うなら切り詰めて１年ぐらいの金額。

			　で、今行われている会議は、それらとは別に俺たちが依頼を受けた話だ。

			　これで大義名分の下、ジルバ帝国の本部から嫌な顔をされないどころか色々と支援してもらって地方に行けるというわけだ。

			　無論、ジルバがしている戦争への荷担だから嫌なイメージはあるが、自由行動の許可と、自分たちの戦果についてはある程度の裁量権をもらっている。

			　つまり、捕ほ虜りよなどが出た場合は、俺たちで自由にできるというわけだ。他にも、ジルバの兵士たちが虐殺や略りやく奪だつなどを起こした場合も止めに入れる。

			　ここまで無茶苦茶な要求をよく通せたなとみんな不思議がっていたが、為政者にもメリットがあったからだ。

			　この大陸では負けた方はもっぱら蹂じゆう躙りんされるのだが、それは戦争をした当事者たちの慰なぐさめ、鬱憤晴らしをしぶしぶ認めているに過ぎない。せっかく手に入った領地の住人や家財、畑を荒らすのはマイナスでしかないわけで、それをしっかり止められるのならば、為政者、立場が上の人間としてはありがたい話なのだ。

			　為政者としては一度きりの搾さく取しゆより、税金という形で長く搾しぼり取る方がいいというわけだ。

			　ま、普通なら兵士たちが暴れ出したら止められるわけがないのだが、俺たちは違うからな。

			「……まったく馬鹿らしい。この男が連れてきた８人と１匹で、戦況をひっくり返せると思っているのか？　現場を知らん頭でっかちどもめが」

			「左様。王の緊急の呼び出しということで舞い戻ったが、それがこの傭よう兵へいたちを誰が連れていくかだけの話だとは……」

			　先に喋しやべったのが、西方軍を任されているヨキエル・グジッパー将軍。

			　見た目は大柄でがっしりした大男だ。髭ひげも生えているが無精ひげというわけではなく切りそろえていて、ナイスミドルといった感じだ。

			　後に喋ったのは、北方軍を任されているローウ・マーベク将軍。

			　こちらはヨキエル将軍より若いものの眼光が鋭く、決して大柄とはいえないのだが迫力がある。

			　どっちも日本で見かけたら、見て見ぬふりをするどころか逃げるね。

			「ならば王よ。その傭兵、いや、ユキたちは、私が連れて行っても構いませんか？」

			　そう提案したのはマーリィだ。
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			　隣接するエーナリア聖国を攻めているところを呼び戻されて、この会議に参加していた。

			　ジルバ帝国の面々には、当然、俺との勝負の結果も伝わっている。

			「はっ、マーリィ殿には、ちょうどいいかもしれんな。なにせ魔剣を持ってしてやられたというのだから。さぞ心強いだろう」

			「その話の真意は知らないが、マーリィ殿が連れていくことに否はない。下手に外部の部隊を入れると、問題が起こる可能性が高い。すでに知り合いだと言うのであれば、そちらの方がなにかとやりやすいだろう」

			　前者のヨキエル将軍の言葉は完全に挑発だが、後者のローウ将軍の意見は至極もっともだ。

			「ふむ。ローウの言うことももっともだな。見たところ、ヨキエルの方はあまり歓迎しておらぬようだ。ならば、マーリィの希望通りにするとしよう」

			　ま、だいたい予想通りか。

			　これで俺たち傭よう兵へい団は、マーリィの軍について行くことになる。

			　知っている相手だし色々とやりやすいから、こっちとしてもありがたい。

			　味方に足を引っ張られる心配というか、ヨキエル将軍やローウ将軍のような反応が普通だろうし、こちらとしてもいちいち溶け込む手間がいるのは面倒だ。

			　そんなことに手を取られては、当初の予定が遠のくばかり。

			「さて、結局、マーリィのところか。で、出発はいつになる？」

			「うむ。ユキたち傭兵団に頼みたいことは、エーナリア聖国へ攻めあがるための支援だ」

			　そうでしょうよ。

			　防衛に置かず方面軍について行けと言うのは、俺たちの力で何とかして来いって話だろう。

			「出発についてだが、マーリィについて行く形をとってもらいたい」

			「了解。で、いつ戦線に戻るんだ？」

			「そうだな。即座に取って返したいのだが、そちらはそうもいかんだろう？」

			「そりゃ、遺跡の方に残してる部隊にも連絡する必要があるし、どれだけ連れていくかって話にもなるしな」

			　俺たちがそうやって確認し合っていると、王様が思い出したように声を上げて割って入ってきた。

			「おお、そういえば忘れておった。さすがに全部隊を連れていくつもりではなかろうな？」

			「ん？　そりゃ連れていかんわ。遺跡の防衛部隊もいるしな」

			「ならば、数部隊をこの王都に派遣してくれぬか？　ちゃんと費用や賃金は支払う」

			「構わないが、なんのために？　兵士の底上げか？」

			「さすがに察しがよいな。うむ。ユキたちの傭よう兵へい団と戦闘を行い、兵たちの実力を上げさせようと思ってな。頼めるか？」

			「別に断る理由もないな。ちゃんと依頼料も出すんだろ？　まあ詳しよう細さいはあとで詳しく話すことにするか」

			「そうだな。すまぬな、マーリィ。出発は３日ほど待ってくれ」

			「ええ、構いません」

			　

			　というわけで、俺たちの今後が決まった。

			　で、現在の俺たちはと言うと……。

			「なるほど。そういう方針になったんですね」

			　返事をしたトーリの声が、静寂に飲まれていく。

			　場所はジルバ王城にある資料庫。

			　書庫などと言う洒落た呼び方は、とてもじゃないが似合わない場所だ。色々な本やジルバ帝国が綴つづってきた歴史書が無造作に置いてある。

			　それなりに蔵書があるため、今は人海戦術で調べているというわけだ。

			「しかし、３日後には、出発組とここで調べる組に分かれる必要があるな」

			　そう、さっきの会議で戦力を分散することが決定した。

			　誰がここに残って調べものをするのか、それとも、ウィードから調査部隊でも引っ張ってきて調べさせるのか決める必要がある。

			　俺としては、調査部隊を引っ張ってきたい。

			　最大戦力の我が嫁さんたちを、わざわざ調べもので分散させたくない。

			「僕は絶対出発組がいい!!」

			　本の山の中で突っ伏していたリエルが、そう吠ほえて飛び起きる。

			　まあ、こっちは書類整理みたいなもんだからな……。

			「ところで、ここの資料から目ぼしい情報は……」

			「すいません。いまだに、特にこれと言った情報はありません」

			　シェーラが大きな本を抱えて、本棚の間から出てきた。

			「そんな簡単に情報が手に入るとは思ってないさ。地道に歴史書や童話なんかを読んで、妙な所を見つけるってのがいいかもな」

			「……どういうことかしら？」

			　ラビリスも数冊の本を抱えて出てくる。

			「物語、特に童話なんてのは、何かの教訓や何か起こった出来事をかいつまんでいるんだ。特に、ジルバ帝国の歴史書と照らし合わせると面白い発見があるかもな」

			「……えーと、よく分からないわ」

			「意図的に省いている情報があったりするんだよ。物語ではよく書かれていることなのに、歴史書には一切載っていないとかな」

			「なるほど、逆の意味で怪しいという話ですね。書いてあることだけが情報ではないということですね」

			「シェーラの言う通り。ま、色々な視点で見ろってことだ」

			　俺がそう言っていると、本棚の奥からばたばたと複数の走る音が聞こえる。

			「兄様ー!!」

			「お兄ちゃーん!!」

			「どうした？」

			「「13本の聖剣ってお話、見つけた!!」」

			　聖剣？

			　まさか、魔剣のことか？

			　つか、13本って、せめて７つとかにしとけよ。

			　つっかもうぜ!!　って感じで。

			　アスリンとフィーリアが持ってきた本を見てみる。

			　表紙はボロボロ、辛うじてタイトルが読めるぐらいだ。

			　あ、ちなみに、ジルバ帝国で使われている文字は、ルナに頼んで読めるようにしてもらった。

			「これは……随分使い込んでるな」

			　本が分解したり千切れたりしないように、そっと表紙をめくる。

			　内容はいたってシンプルだ。

			　13本の聖剣が神様から手渡され、受け取った人物たちはそれを使って１つの国を作り上げた。

			　だが、その繁栄も長くは続かず13本の聖剣は世界に散り、再び集まる日を待っているのだと言う。

			　13本の聖剣が集まった時こそ、再び大陸に平和が訪れると書かれている。

			　……一般に流布している話なのか、確認してみないといけないな。

			　何はともあれ、また魔剣が妙に絡んでるな。

			　下手に分解しなくて正解だったわけだ。

		

	
		
			落とし穴32掘　新入りの日常

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　ジリリリリ……。

			　目覚ましが部屋に鳴り響きます。

			「あー、５時ですか……。あと、１時間」

			　そう言って目覚まし時計を止め、私は再び布団で寝なおす。

			　先日は色々あって５時起きでしたが、今日は７時起きで十分間に合います。

			　カーテンの隙間から覗く光景はうす暗くいまだ日は昇っていませんが、昔ならすでに起きている時間です。

			　それにしても、ウィードの朝はのんびりです。

			　いや、その分夜は遅くまで活動しているので、相対的に働いている時間や、活動している時間が、昔の生活よりも長くなっているでしょう。

			　うっすら寝ぼけた頭で、ここに来てからの生活を振り返ります。

			　ここに来た当初は、ユキから告げられる話に驚きっぱなしでした。ウィードの技術力に唖然とし、美味おいしい食文化のせいで食べ過ぎて寝込むはめになったりしました。

			　その後、まずはウィードになじむために必死でこちらの大陸の勉強をし、レベルアップという強制訓練を行い、ようやくユキの補佐としての仕事ができるようになってきました。

			　最近はユキたちがジルバ帝国の王都で活動しているので、ジルバ内で死んだことになっている私はお留守番。ウィードで内勤の日々です。

			　少し前までは、亜人たちの村関連の仕事で朝早くから村に赴おもむいて色々していましたが、ウィードの内勤になってからはのんびりになりました。

			　ジリリリ……。

			　再び目覚まし時計が鳴り響きます。

			「……。６時半。……起きますか」

			　のそっと、布団から起き上がります。

			　結っていない金髪が乱れて、視界を塞ぎます。

			　邪魔なので、枕の近くに置いてある髪留めを使っていつものようにサイドに纏まとめました。

			　寝ね間ま着きが乱れて、胸がこぼれています。

			　自分で言うのもなんだが、立派な大きな胸。

			　男の視線を集める魅力的なものだと自負していますが、寝起きの私にとっては大きい胸は重くて邪魔でしかありません。

			　とりあえず、胸を服の内側に押し込んで、着替えの服をもって部屋を出ました。

			「……寒いですね」

			　旅館の廊下は広々としてるので、朝になっても冷気を蓄たくわえていて寒い。

			　ま、城より断然マシなのですが。

			　その寒い廊下を抜けて行く先は……。

			「お？　おはようございます。ジェシカ」

			「おはようございます。ラッツ」

			「そっちもお風呂ですか？」

			「はい。寝起きには一番ですので」

			「ですね。寝起きに風呂。贅ぜい沢たくで気持ちいいですし」

			　そう、露天風呂。

			　この旅館についている、24時間入れる贅沢なお風呂。

			　まったく、どこの王侯貴族もいつでも入れる風呂なんて所持していないのに、このウィードでは当たり前のように入れるんです。

			　シャンプーやリンスのおかげで、ごわごわした髪がサラサラになるので、私にとっては、毎日のお風呂が欠かせないものになっています。

			　カポーン。

			「あー、気持ちいいですねー」

			　ラッツが大きなお腹を気にせず、露天風呂で大の字になって湯に浸かっています。

			「はい。とても気持ちのいいものです」

			　私も、その横でお湯に浸かりました。

			　この体の芯からじんわり暖まっていく感じは、なかなかいいものです。
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			「しかし、ジェシカもなれたものですね。ここに来て３か月とちょっとですか？」

			「そうですね。だいたいそのぐらいです」

			「お腹の子も大きくなるわけですね。新大陸に行く話になった時が妊娠３か月くらいでしたから、もう７か月近くですか。もうすぐですね」

			　ラッツが愛おしそうにお腹を撫でています。

			　あのお腹の中には、ユキとの子供がいるのです。

			「あ、そういえば、ここに来た当初は、お兄さんを籠ろう絡らくするとか言ってませんでしたっけ？」

			「言いましたが、どうもユキはその気がないのと、毎晩奥さんたちが相手をしてますからね。私自身も３か月しかまだ経っていませんし、色々大変なんですよ。ですが、機会があれば頑張ってみます」

			　そう、ユキの妾めかけになるのをあきらめたわけではありません。

			　彼の力をもってすれば、ジルバ帝国を新大陸の覇は者にするのはたやすいでしょう。それに、ユキは男としての器量も十分です。

			　将来性はウィードをみれば十分。性格は少し策を弄ろうしすぎる厭らしい性格ではありますが、奥さんたちを見れば、それも些細なことで十分好ましいものです。

			　正直、私としても、彼といういい男を手に入れたいものです。

			「ふむふむ。その心意気やよし。ジェシカがリーアと同じように、お兄さんの側近になってくれれば私たちも安心ですしね。妻であり側近である。これが一番守りやすいですから」

			「それは理解できます。しかし、あのユキが誰かに敗北するなんて、想像もつかないのですが」

			「それは私も同意見ですが、万が一があってはいけません。手札は多い方がいいんですよ。下手すれば、お兄さんは自分一人で問題を解決しようとする悪癖がありますからね」

			「ユキは自分の立場が分かっているのでしょうか？」

			「分かってはいますよ。でも、それより私たちが大事なわけです。だから、いつもべったり傍にいるリーアみたいな妻兼側近が増えて欲しいわけですよ。もちろん私たちも、重役の任期が終わって後進を育てた後は、お兄さんの守りにつきますが、まだまだ先のことですからね。あと、子供を産めば子育てもありますし」

			「護ご衛えいの仕事は、ほとんど無理ということですか」

			「ですねー。子育ても、終わるのは10年以上は先でしょうから。でも、子供ができたのは嬉しくてたまりませんけどね。お兄さんは、最初は手を出そうともしませんでしたから」

			「どういうことでしょうか？」

			「お兄さんは、くそ真面目だったというわけですよ……」

			　そんなことを話しながら、風呂から上がって朝ごはんを食べます。

			「「「ごちそうさまでした」」」

			「はい、お粗末さまでした」

			　そんなユキとのやり取りも普通の光景です。

			　しかし、組織のトップが率先して料理をするとは……と思いもしましたが、自分が代わりにやれと言われて、ユキより美味うまい料理を作る自信はありません。

			　なんというか適材適所なのでしょう。

			「おーい、ジェシカ、今日はどうするんじゃ？」

			「あ、デリーユ。今日は普通に内勤ですよ」

			「ふむ。ならちょうど良い。久々に稽古をつけてやろう」

			「え、さすがに、そのお腹でユキが許すわけありませんが？」

			「なに心配するな。ドッペルを使うからのう。ジェシカよりレベルも低いから、いい訓練になろう」

			「それはそれで心配なのですが……」

			「ぬっふっふっふ。魔王を舐めるでないわ。レベルが劣っていようが、小娘相手に一撃とてもらうわけなかろう。お腹は特にのう。いくらドッペルで本体には関係ないとはいえ、ショックでどんな影響があるか分からぬ。だからこそ、ジェシカの一撃をもらうわけがないわ」

			「言いましたね、魔王」

			「ふふふ……、勇者でも夫でもない小娘の棒遊びで届く場所ではないわ」

			　よし、一発必ず当ててやる。

			　内勤はどうせ書類整理だし、スティーブかジョンに任せていいでしょう。

			　

			「「うぃっくし」」

			「なに真似してんすか？」

			「いや、そらこっちのセリフだ」

			「つか、朝からきゅうりなんざかじるなっす。いい加減、頭に皿が生えるっすよ」

			「うるさいわ。細かいこと気にしやがって、そんなんだから女ができないんだよ」

			「お？　おお？　いっちゃーいけねーことが世の中あるっすよ？」

			「そりゃ、こっちのセリフだ。きゅうりを馬鹿にする奴は、きゅうりを３６５日食べさせて意見を変えさせないとな」

			「こわっ!?　それこわっ!?」

			　

			　ズドン、ズドン、ズドン!!

			「そらそら、どうしたさっきの勢いは!!」

			「ぐっ、でたらめな。私よりもレベルやステータスが低い、その体で!?」

			　私は今、必死に魔王デリーユの攻撃をかわしています。

			　いくらドッペルの偽者で劣化しているとはいえ、中身は正真正銘の歴戦の魔王。レベル差をものともせず、私を追い詰める経験と技量には感嘆するほかありません。

			「何事も使いようというわけじゃよ。ジェシカも、今までの経験とウィードに来てからの底上げで並み以上、いや、強者になったと言って過言ではないが、まだ足らぬ」

			　ガィィィイイン!?

			「ぐうぅぅぅっ!?」

			　盾にデリーユの拳が炸裂して、そのまま後ろへ弾き飛ばされます。

			　しかし、デリーユは追撃をせず、こちらを見ています。

			「ユキの横に立つのであれば、もっと強くあれ。夫が進む道を一緒に進みたいなら、そんな非力では到底手助けにならぬ」

			「……分かっていますとも」

			「ならば、まだまだいくぞ？」

			「当然!!」

			　激しい訓練が続きました。

			「今日はこの辺りで終わりじゃな。いい加減、動きに精彩がないわ。無理をするような極限状態の訓練でもないしのう」

			「……ぜぇぜぇ……わ、かりました」

			　結局、デリーユに一撃を入れることもなく訓練が終わりました。

			「ま、よくやった方じゃよ。２時間ぶっ続けで魔王と訓練したんじゃからな。しかし、今日はなんでまた盾なぞ持った？　ジェシカは基本、片手剣オンリーじゃろ？」

			「……この訓練場の有様を見て、よくそれが言えますね」

			「ん？」

			　デリーユが辺りを見回します。

			　当然辺りは陥没して穴ぼこだらけ。

			　私が盾を用意したのは、必死にダメージを抑えるためです。

			　リーアの多重障壁を展開する盾の簡易版をナールジアさんに作ってもらったのですが、それでもこの有様。盾がなければ下手すれば死んでいたかもしれません。

			「んー、リーアは普通についてくるのだがのう」

			「それは勇者だからです!!」

			「いや、セラリアとかリエルたちも、それなりにやれるぞ？　妾わらわも一撃もらうし、応酬になるからのう」

			「……まだ、その域までいってませんので」

			「なら、近々届いてもらわんとな。ジルバとの交こう渉しようも上手くいきつつある。これから戦力を分散させる予定なのじゃろう？」

			「そのはずです」

			「なら、せめて妾わらわやリーアと相対して、一撃ぐらい入れられるようにならんとな」

			「……」

			　これは……これから毎日疲れそうですね……。

		

	
		
			第１８９掘　魔剣と聖剣を追って

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「はい？　13本の聖剣？　ああ、定番のおとぎ話ですね」

			　俺はアスリンたちが見つけてきた本について、まずは身内で、この新大陸育ちのジェシカに話を聞いてみることにした。

			「やっぱり知っているのか？」

			「定番ですから。ジルバ帝国でなくとも、よその国でも普通に伝わっていますよ」

			　ふむふむ、やっぱり新大陸では常識と言っていいほど浸透している話か。

			「じゃあ、前に訊いた魔剣との違いはなんだ？　ほとんど一緒みたいなものだよな？」

			「前も言いましたが、魔剣は遥か昔、始祖と呼ばれる人が亜人に対抗するために鍛きたえて作った伝説の武器です。聖剣は魔剣の元、つまりオリジナルだと言い伝えでは言われています」

			「……つまり、魔剣は聖剣を真似て作ったものってことか？」

			「詳しくは知りませんが、おそらくは」

			　そういう方向へ向かうか。

			　しかし、魔剣のコアにはダンジョンコアが使われているし、いくら前任のダンジョンマスターが大量発注してたとはいえ、わざわざこんな劣化品のレプリカを大量に作ってばらまくか？

			　んー、もっと詳しくこのおとぎ話を調べてみる必要がありそうだな。

			「じゃ、少し話を変えよう。魔剣を作ったのが始祖で聖剣は神様だが、名前とか分かるか？」

			「いえ、そもそもなぜ始祖と呼ばれているかも不明ですし、聖剣を与えたと言われる神様は神と呼ばれているだけで、何も情報はないですね」

			「おう、どっちも情報はほぼゼロか。なら、そうだな……魔剣は現在何本あるんだ？　というか、聖剣はまだ存在してるのか？」

			「魔剣は、ジルバ帝国には知っての通り姫様の風の魔剣、姉妹の炎と水の魔剣、そして王の近衛の空間の魔剣の４本です。他国にも多数の魔剣があるという話は聞いたことがありますね。今、姫様が攻めているエナーリア聖国にも、魔剣使いが複数人いるはずです。で、聖剣についてですが、実際に見た者はいません。というか、聖剣がどこかの国にあるのなら、すでに噂になって大陸中に知られているはずです」

			「なるほどな。魔剣も聖剣も納得できる話ではある」

			　でも、こっちとしては情報がなさすぎるわ。

			「不満ですか？」

			　ジェシカが考え事をしている俺に対して聞いてくる。

			「ジェシカ自身に不満はない。が、情報はやっぱりそんなもんかって感じだな。簡単に答えにたどり着けるとは思っていないがな」

			「それはそうでしょう。しかし、魔剣がダンジョンコアで作られているということで目をつけたと聞きましたが、他に方針はなかったのですか？」

			「方針なー。とりあえず、情報を集めるのが最優先だったんだよな。運悪く亜人とジルバ帝国の争いに参加したことで、結果的に進展したと言っていいだろうな。普通なら、まだ手探り状態だっただろうよ」

			「まあ、それは運が悪いと言いましょうか、運が良いと言いましょうか……」

			「そこは悩むところだよな。本来、こういう世界規模の問題に対しては、数年で答えどころか方針すら決まるもんじゃないからな」

			「そうなのですか？」

			「目に見えてはいるが、今までそれが問題だとは思ってなかっただろう？」

			「それはそうですが……」

			「まず、異常を異常と認識するまでが大変で、さらに、何がどう異常なのかを調べるために数年がかりのデータが必要になるわけだ。そして、そのデータに基づいて解決策や、原因をさぐるってことになる」

			「……聞けば確かに数年、数十年単位の話ですね。それが、たった５か月で切っ掛けを掴めるのは僥ぎよう倖こうと言うべきですか？」

			「どうだろうな。俺は最初から問題を認識していて、さらに新大陸で魔力枯こ渇かつが起こっていると知って来たわけだ。そしたら、魔剣が出てきた。亜人とジルバ帝国の争いに巻き込まれなかったとしても、同じような思考になったと思うぞ？」

			「話がずれますが、今のユキの方針は、情報を集めるということで間違いないですか？」

			「だな。魔剣っていう手掛かりになるかもしれない物体は出てきたが、他にも多方面の情報を集めるべきだろうな。聖剣って話も出て来たし、聖剣を探すようなことになるかもしれん」

			　あー、魔剣とか聖剣とか、どこのファンタジーだよって感じだよな。

			　いや、この世界はファンタジー世界だけどさ、実際に住んでる人や生き物は普通にリアルなんだよな。魔術っていう変なルールがあるだけで、地球と営みは変わらん。

			　ま、地道に地質調査とかを本格的にする必要がなさそうってだけで、地球よりマシ、なのだろうか？

			　というか地球で魔剣、聖剣を探すとなったら、難易度ベリーハードのような気もするけどな。

			「では、私たちは、姫様について行くことで変更はないのですか？」

			「そうだな。マーリィの軍なら堂々と合流できる。エナーリア聖国にも魔剣があるみたいだから、そちらもついでに調べられるだろうよ。他の情報を求めるにしても、範囲が広がるのはありがたい。他の将軍について行けないのは残念と言えば残念だけど、お互い面識のある姫さんの軍の方が色々やりやすいだろうよ」

			「……それはそうでしょうね。しっかりボコボコにされましたから」

			　バラバラに動くのもありだが、今のところ分散して動く利点はないしな。

			「とりあえずは、エナーリア聖国領内に行って情報収集だな。ジルバ王都には、ザーギスたちでも置いて適当に調べさせる。そっちはそっちで調査を続ける形だな。戦力としては、エナーリア聖国に向かう俺たちが最高戦力だろう。といってもダンジョン防衛にもジルバ帝国調査隊にも、それなりの戦力は残すけどな」

			「新大陸の人間が、ダンジョンの兵力をどうにかできるとは思えませんが」

			「保険と抑止力だな。下手に数が少ないと、どうにかできるかもしれないと思う奴が出てくるしな。わざわざ面倒事を引き起こすような状況は、作るべきじゃないだろう？」

			「それはそうですね」

			　俺たちが話し込んでいると、リーアがお茶を持ってやってきた。

			「色々話し込んでいますけど。ひと息入れませんか？」

			「そうだな」

			「そうですね」

			　お互い持っている資料やペンは机に置き、渡されたお茶を飲んでひと息つく。

			「しかし、こうやってのんびりお茶を飲んでいると、この世界で魔力枯こ渇かつ問題が起こっているなんて思えないですね」

			「そんなもんだよ。世界規模の問題なんてな。というか、目に見えて、人々が慌てるような状況になった時には、すでにアウトだ」

			「だから、私たちが頑張らないといけません」

			　リーアがそう言って頷き、拳を握ってみせる。

			　俺がやっても気持ち悪いだけだが、美少女がやると可愛かわいい仕草だよな。

			「とりあえず、お茶を飲んだらエナーリア聖国へ向かう遠征部隊を作らないとな。あと、ジルバ帝国派遣部隊、ダンジョン防衛部隊と……まあ面倒だな」

			「そこまでではないでしょう？　スティーブやジョンというすでに独立した部隊がいるのですから、それを向かわせればいいだけで」

			「まあな、書類を揃えればいいだけだが。その書類を揃えるのが面倒なんだよな。何人動員するとか、装備とか物資の量とかな」

			「そういうのは、スティーブたちが計算するんじゃないんですか？」

			「リーアの言う通りだけど、それが上がってくるまでに時間がかかるし、そのあと目を通してセラリアやエリス、ラッツに承認してもらわないといけないしな。さすがに、お金や物資が動くから、変な点があったら俺でも無理は押し通せんよ。これを片付けるのにあと３日は短い」

			「……確かに。普通の軍なら不可能に近いですね」

			　ここまで短い期間で可能なのは、ある意味、俺が実権を握っているおかげだろう。

			　最優先で処理できるからな。

			　可哀想かわいそうなのは、そのために仕事が滞とどこおるウィードの市庁舎の職員である。最高権限者のことごとくを俺が押さえているんで、市庁舎や商業組合は最後のＧＯサインが出ない状況に陥る。

			　ある程度は補佐がやってくれるだろうけど、それでもセラリアやエリス、ラッツがＯＫしないといけない書類はあるからな。

			「さて、お茶も飲んだし、関係各所に連絡をいれて動き出してもらうか」

			「ですね」

			「俺たちはウィードの嫁さんたちと連絡とって、人員と物資の確保をやってもらわないといけない。ついでだ、ジェシカが戻って準備をしてくれ」

			「え!?」

			「ジルバ関連は俺が代表だしな。今さらジェシカが代表代わりでもアレだろう？」

			「……周りの目が痛すぎますね」

			「リーアはいつもの通り、俺の護ご衛えいと補佐頼むわ」

			「分かりました」

			　さて、本格的に動き出すかね。

			　魔剣と聖剣……厄やつ介かいな物って分かりきっているのに手を出さないといけないとか、嫌すぎるよな。

		

	
		
			番外編　魔剣とアイス

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さてさて、俺とザーギスは新大陸で得た魔剣の情報をある人物に届けるために、ウィードへ戻っていた。

			「というか、なんで俺も一緒なんだ？」

			「仕方ないでしょう。魔剣の説明はできても用途はユキの方が詳しいのですから。あれが一種の小ダンジョンだと判断したのはユキですから、専門家を連れてくるのは当然でしょう」

			「まあ、そう言われればそうか」

			　新大陸で発見した魔剣という代物。

			　こっちの大陸でいうとエンチャント、つまり魔術が付与された特殊な剣に似ている。魔力減衰の影響によって魔術師が減少し、通常魔術道具すら使用できない状況にある新大陸にとっては、いまなお魔道具としての機能を失わず貴重な魔術を発動できる武器なので、国が管理するほどの国宝級の剣になっている。

			　といっても、世はまさに戦国時代。

			　国宝とはいえ貴重な戦力として運用できるので、魔剣を使えるものを選び出し、貸し与えて使っているのが現状である。

			　その魔剣とは、偶然出会う形でその存在を知ったのだが、驚きよう愕がくとまではいかないが、なかなか斬新な作りだった。

			　魔剣には必ず核となる宝石（？）が埋め込まれているが、これが実はダンジョンコアだというのが分かった。

			　何らかの理由で、剣とコアをくっつけることに至ったらしい。

			　つまり、魔剣を調べるということは、行方知れずになっているというか、ルナには死亡認定されている新大陸の前任ダンジョンマスターが、当時、何をしていたのかについての手掛かりになるというわけだ。

			　ということで、まずは調べた魔剣の情報を解かい析せきすることによって、より詳しい情報が得られないか探っている。

			「しかし、鍛か冶じ区は熱気が凄すごいな。なんで冷房を入れないんだか」

			「本人たちの希望ですから、仕方ないでしょう。『鍛冶場は熱と共に生きる』というのが鍛冶職人の常識らしく、人が死亡するようなことはないですし、改善は難しいでしょうね」

			「どこの世界も職人魂は凄いな」

			「何かを極めようとするには、それが必要なんでしょう」

			　ザーギスと一緒に鍛冶区画を歩いて奥へと進む。

			　俺たちが情報を届ける人物は、この奥にいる。

			　というか、この鍛か冶じ区の代表である、その名も……。

			「ナールジアさん。お邪魔しますよ」

			「失礼します」

			　そう、妖精族の族長にして鍛冶区代表であり、お風呂管理担当であり、俺たちの武器開発者であり、ザーギスと同じく魔力減衰現象について研究をしている１人。

			　ナールジアである。

			　彼女は身長80センチ前後で、大人の女性をそのままそのサイズにスケールダウンしたような容姿をしており、見た目は20代かそこらだ。

			　しかし、その実かなり長生きしているらしく、知識は深く、妖精族に伝わる鍛冶、冶金技術を持っており、大陸有数の技術者である。

			　彼女は熱さで赤色を通り越して白くなっている炉ろから目を背けず、たんたんと鍛冶をこなしている。

			　まあ、魔力による念動力でハンマーや熱した金属などを動かしているので、一見、彼女は何もしていないように見えるが、しっかり働いているのだ。

			　というか、魔力操作によって手を使わずに熱した金属を自由に操れる技術こそが、妖精族が鍛冶や冶金技術の大陸最高峰と言われる由ゆ縁えんだ。

			　残念な点としては、本来、武器をあまり作らないことで、そこはドワーフ族に一歩譲る。武器をあまり作らない理由は、本人たちが武器をほぼ持たず魔術による戦闘が主であることと、体が小さく、自分たちより大きい武器を作る理由がないためである。

			　なので、この世界では武具鍛か冶じのドワーフ、細工冶金の妖精族と言われている。

			　作業を眺めていると、不意に動きが止まってナールジアさんがこちらを振り返った。

			「あら？　いらっしゃい」

			「どうも。お邪魔してます。ちょっとお話がありまして」

			「いつもの通りだな、ナールジア殿。お時間をいただいてもいいだろうか？」

			「はい。構いませんよ。でも、さすがにここで話は何ですし、研究室の方へ行きましょうか」

			　そういうことで、俺たちは魔力研究室の方へ移動することになったが、その道すがら、ナールジアさんはスーパーラッツに寄ってアイスの買い込みをしていた。

			「相変わらず好きですね。というか、ＤＰで仕入れられるでしょうに」

			「いえ、さすがに自分のＤＰでアイスクリームを仕入れるのは非効率ですからね。貴金属なんかの鍛冶、冶金に使えそうなモノのために残してますよ」

			　まあ、そうか。

			　俺が納得していると、ザーギスが話に入ってくる。

			「さも当然のように話していますが、ユキは研究室にアイスを持っていくことには、特に驚かないのですね」

			「いや、普通だろう」

			「普通ですね。飲み物や食べ物なしの研究室なんて、あり得ないですよ？」

			「そういう言い方だとごく普通に聞こえますが、ナールジアさんのアイスの量は普通じゃないでしょう。なんで、20個近くもあるんですか」

			　ああ、そっちか。

			　仕方ないじゃん。

			　ナールジアさんは……。

			「アイスが好きだからですよ？　特にハー○ンダッツ」

			　そう、ナールジアさんはアイス狂い。特にハー○ンダッツ派。

			　色々な種類があるからな。多少高くても、美味おいしいし。

			「気が付いたら、研究室の冷凍庫の中身が全部アイスなんですよ？　あ、もちろん食用の冷凍庫の方ですよ」

			　そりゃ、研究用サンプル保管庫を全部アイスで埋めているなら、俺も止めるわ。

			「しかも、１種類につき３つぐらいストックがあるんです。今さら追加とかいりますか？」

			「え？　なくなったら補給しないとダメですよ？」

			「いや、アイスの補給って必要ないでしょう？」

			「何を言っているんですか？　アイスは必要なものですよ？」

			　お互いに「てめえ何を言っているんだ？」という感じで険悪状態だ。

			　常識的に考えるなら、ザーギスの思考が一般的かもしれないが、ナールジアさんにとっては今の会話になにもおかしいところはない。

			「ザーギス。お前は、冷凍室を占拠されて迷惑してるのか？」

			「あ、いえ。飲み物に氷を入れようと開けた時に、凄すごく驚いたもので。一面アイスですよ？　ラッツ殿とかが、スーパーの商品を一時的にここに保管しているのかと思いましたよ」

			　あー、そりゃ驚くよな。

			「で、話を聞けばナールジアさんのものだと聞きましたし、最初はまあ、買い溜だめかと思ってましたが、減る様子はないですし……」

			「減ってますよ。私が研究室にいる時は食べてますから」

			「いや、食べているところを見たことがないんですが？」

			「それはそうでしょう、研究している時は。仕事をしているのに食べるわけないじゃないですか。休憩している時に食べるんですよ。ザーギスさんとは休憩がそうそう被らないですから、分からなかったのでは？」

			「……むう。そういわれるとそうですが、ごみ箱にアイスの入れ物が入っているところも見たことがないんですよね」

			「ああ、それはすぐに捨ててますから」

			「なんでまた？」

			「なんでって、ごみ袋がいっぱいになるからですよ？」

			「は？」

			　ザーギスはどうやら、ナールジアさんのアイス消費量を知らないらしい。

			「まあ、そこは後で確認してくれ。まずは新大陸の件だ」

			「そうでした。アイスの件は、後でいいでしょう」

			「ちょっと待ってくださいね。アイスを入れてきますから」

			　話をしているうちに研究室に着いたので、そのまま俺とザーギスは会議部屋へ移動する。ナールジアさんは、休憩室の方へアイスを持っていった。

			　その間に、会議室に着いた俺とザーギスは戸棚から湯呑を取り出してお茶を入れる。

			　すると、アイスを冷凍庫に入れ終えたナールジアさんが戻ってきた。

			　アイスをたくさん袋に詰めて。

			「お待たせしましたー」

			「って、ちょっと待ってください。今、アイスを入れてくるって言ってましたよね？」

			「ええ。そうですけど？」

			　また、ナールジアさんが「何言ってんの？」って顔になる。

			「その手に持っているアイスの山はなんですか？　入れてきたのでは？」

			「え？　これですか？　今から食べる分ですよ。さっき買ってきたのが半分、冷凍庫に入れていた古いストックが半分ですね」

			　そう、これが冷凍庫のアイスがなくならないシステムである。

			　食べた傍からすぐ補給するという荒業をやってのけているのだ。

			　しかも、一度に食べるアイスの量は、小さいカップとは言え10個近く。

			　俺からすれば狂気の沙汰であるが、甘いもの好きの女性からすれば普通なのかもしれない。

			「……なるほど。理解できましたが……理解できないのがよく分かりました」

			「……？　で、お話とは？」

			　ザーギスの「世の中わけ分からん」というセリフが本人に理解されるはずもなく、本題に入るように促うながされる。

			　まあ、永遠に解けない命題みたいなものだから、考えるだけ無駄だ。

			　さっさと仕事の話に入った方がいい。

			「調査中の新大陸の件です。目新しい魔道具がありましたので、その資料を持ってきました」

			「資料だけですか？」

			「ええ。資料を読んでいただければ分かると思います」

			「そうですか、では失礼して」

			　差し出された資料を、ざっと流し見るナールジアさん。

			　彼女としては現物を見る方が資料より確実なのだろうが、魔剣を持ってくることはできなかったので仕方がない。

			　というか、あれの正体が不明な以上、持ってこられたとしても持ってくる気はない。

			　なにせ……。

			「……なるほど。ダンジョンコアを基盤としたエンチャントの剣というより、魔道具やマジックアイテムの部類ですか。あむ」

			「そういうことです。実物を持ってくると、ダンジョンコアを通じてこっちの情報が洩れかねないので、こういった形になりました」

			「……で、ナールジア殿。資料を見た限りで、何か思うところはありますか？」

			「ふむー。山ほどありますが、はむ。まず目につくのは、ダンジョンコアをなんで魔剣の素材にしたかですね。利点がさっぱり分からないです。ぱく。ダンジョンコアはダンジョンのある土地に設置してこそ最大限の力を発揮する代物なのは、ユキさんが一番ご存知だと思います」

			　そりゃもちろんと頷くと、ナールジアさんも頷いてさらに説明を続ける。

			「なのに、これは剣に接続しているだけなので、影響は剣にしかありません。あからさまに非効率ですし、物理的にコアを剣に組み込んでいるので、あむ。その細工の分、強度が落ちてしまいます。剣としても二流ですね。エンチャントを書き込む方がまだマシでしょう。これが私の第一印象ですね。もむ」

			　ナールジアさんによる魔剣の総評はボロボロである。

			「ですが、これは新大陸の状況を詳しく知らないから言えることです。ぺろ。それに実際に作ってみれば、違う結果が見えるかもしれません。なので、作ってみようと思うんですが、いいでしょうか？」

			「頼みます。コア自体は、そこまで高くないですし」

			　俺がそう言うと、ナールジアさんが何かに気が付いたように資料をめくる。

			「……魔剣のことしか書いてありませんね。他の魔道具のことを聞いて構いませんか？　ぱく」

			　そう言われて、新大陸の魔道具についての説明もする。基本的に魔剣以外の魔道具は魔力が減衰して使えなくなるので、あまり需要がない。そもそも新大陸には魔道具自体の絶対数が少なく、ウィードから持ち込んだ簡易的な魔道具も、魔力を注がないと思った以上の魔力消費量ですぐにただの物になってしまう……などなど。

			「なるほどなるほど。仮説ですが、ある程度、ダンジョンコアが使われていた理由が分かった気がします。あむあむ」

			「どんな理由ですか？」

			「簡単に言うと、魔力減衰を抑えるための、一番密閉性の高い入れ物がダンジョンコアだったんですよ。ぺろ。ユキさんやザーギスさんからの説明や資料から察するに、魔力の枯こ渇かつが著いちじるしい新大陸においては、魔物の魔石による魔力蓄積消費型の道具は魔力枯渇の影響を受けて、すぐに中身が空になるというのは分かりました。むしろ私たちがいる大陸では、常に空気中から魔力が補給されていたと考えるべきですね。いえ、数年使えば魔石は空になりますし、それが自然と回復することはありませんから、無限というわけでもないですね。ぱくもぐ」

			「……ナールジア殿の言うことは当たっているかもしれませんね。魔道具は何もしなくても少しずつ魔力を消費しますが、ウィードのある大陸では空気中から取り入れる魔力量も多く、そこまで気にすることがなかったため、気が付かなかったということですね？」

			「はい。ザーギスさんの言う通りです。新大陸では魔力枯渇の影響が大きくて、空気中の魔力からの補給ができず、すぐにただの物に成り下がるわけです。あむあむ」

			　２人の言うことは理に適っている。

			　ただ単に、消費に補給が追い付いていないというだけだ。

			　ウィードではマジックアイテムが常時使えるから、それが当たり前だと思っていたわけだ。

			　だが耐久年数が存在するし、無限に使えるというわけでもない。

			「それで分かることですが、先ほども言ったように、おそらくダンジョンコアの魔力霧む散さん率、減衰率は限りなくゼロに近いんでしょう。だから、コアを使った魔剣を作ったのではないかと仮説を立てました。はむはむ。詳しい計測はしてないですが、この資料によると、魔石を使った魔道具が時間が経つと無力化するのに、ダンジョンコアは無力化しないということは、自然に消費する魔力量が限りなく低いということですから」

			「確かに、そういう能力が高くて当然だな。魔剣に集めた魔力が空になったとかいう話は聞いてないし、減少したという話もないな」

			「さすが、女神様が与えた力、ダンジョンコアというべきですね。まあ、そういう能力がないと、魔力を集める意味もないですからね。ぱくぱく」

			　集めた傍から魔力がなくなるとか悪夢でしかないからな。

			「と色々話しましたけど、結局は仮説です。もらった資料を参考に魔剣のレプリカでも作ってみます」

			「頼みます」

			　ナールジアさんが頷いて、ガサガサと後片付けを始める。

			　そこでようやく、いや、見計らっていたのか、ザーギスがナールジアさんの行動に対して口を開いた。

			「っていうか、あの話の間で、12個全部食べたんですか!?」

			「はい。美味おいしかったです。あ、でも、話はちゃんと聞いてましたよ？」

			「知ってますよ!!　というか、その小さい体にどうやってこの量のアイスが入るんですか!?　お腹壊しますよ!?」

			　いたって当然の意見である。

			　さっきのお話の間、ナールジアさんはアイスをバクバク食べ続けていたのだ。

			　普通の人なら気を遣う。というか止める。

		

	
		
			[image: p_293.jpg]
		

	
		
			「妖精族は、体がほとんど魔力で構成されていますからね。食べ過ぎで不調をきたすことはないから、大丈夫ですよ。食べるのは趣味みたいなものです」

			「はぁ、そうですか。もう、深く聞くだけ無駄のようですね」

			　そうそう、女性には「デザートは別腹」という謎の四次元胃袋が存在しているからな。

			　気にしない方がいい。

			「あ、ユキ。私にも実験用にダンジョンコアを頂けますか？　魔力生物用の魔力ボンベを作るには、よさそうな素材ですし」

			「ああ、そっちもあったな。でも、ダンジョンコアが原材料か……高くないか？」

			「今のＤＰ収入なら、どうということはないでしょう」

			「１つ５０００ＤＰだし、それもそうか。そこまで出費ではないが、報告書を書くのも面倒だし、俺個人のＤＰから出すから、あんまり大量には用意できないぞ。２人とも、どれぐらい欲しいんだ？」

			「えーと、だいたい10個あれば」

			「こっちも同じで」

			「了解」

			　というわけで、２人に合計20個のダンジョンコアを預け、今後の研究材料にしてもらった。

			　地道ではあるけど、こうやって進めていくしかないよなー。

			　しかし、あれだけの量のアイスを食べさせられるのは嫌だが、たまに食べたくなるんだよな。アイスって。

			　帰りに買って帰ろう。

			　

			〈『必勝ダンジョン運営方法』⑧へ続く〉

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			この本が出るころは八月末ですが、まだまだきっと残暑が厳しいでしょう。ちゃんと水分を取って体調管理に気を付けて日々頑張っていきましょう。ということで遅くはありますが、残暑お見舞い申し上げます。（二〇一七年九月現在）
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			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一七年九月現在）
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